
奈良学園大学大学院 看護学研究科看護学専攻 教育課程科目表（2020年度）2020.5.28 

○

印 

↓ 

区分 科 目 名 
科目 

責任者 

単 

位 

数 

配 当 

年 次 

時間数 〇…CNS選択科目 
●…CNS必修科目
★…研究科必修科目
☆…研究科選択科目

CNS 

区分 

01 基
盤
科
目

国際医療特論 守本 2 1前 15 30 ★ 必修 

02 国際看護特論 守本 2 1後 15 30 ☆ 

03 ヘルスプロモーション特論 辻下 2 1後 15 30 ☆ 

04 看護倫理特論 守本 2 1前 15 30 ○ ★ 必修 共Ａ 

05 コンサルテーション論 川野 2 1・2前 15 30 ○ ☆ CNS 

2科目 

4単位以上 

選択 

共Ａ 

06 看護理論特論 守本 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

07 看護教育学特論 山口 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

08 看護管理学特論 小林 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

09 臨床薬理学 五味田 2 1・2後 15 30 ● ☆ 

CNS必修 

共Ｂ 

10 病態生理学 五味田 2 1・2前 15 30 ● ☆ 共Ｂ 

11 フィジカルアセスメント 松浦 2 1・2前 15 30 ● ☆ 共Ｂ 

12 看護研究特論 吉村 2 1前 15 30 ○ ★ 必修 共Ａ 

13 専
門
科
目 

在
宅
看
護
学
分
野 

在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 守本 2 1前 15 30 ☆ 

14 在宅看護学特論Ⅱ（慢性期） 守本 2 1前 15 30 ☆ 

15 在宅看護学特論Ⅲ（回復支援） 辻下 2 1後 15 30 ☆ 

16 在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 守本 2 1後 15 30 ☆ 

17 在宅看護学特論演習 守本 2 2前 15 30 ☆ 

18 育
成
看
護
学
分
野 

育成看護学特論Ⅰ(発達支援) 山口 2 1前 15 30 ☆ 

19 育成看護学特論Ⅱ(次世代育成支援) 服部 2 1前 15 30 ☆ 

20 育成看護学特論Ⅲ（ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ・ｹｱ） 服部 2 1後 15 30 ☆ 

21 育成看護学特論Ⅳ(家族支援) 服部 2 1後 15 30 ☆ 

22 育成看護学特論演習 服部 2 2前 15 30 ☆ 

23 精
神
看
護
学
分
野 

精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

 

Ｃ
Ｎ
Ｓ
精
神
看
護
専
攻
教
育
課
程 

24 精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

25 精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

26 精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法） 川野 2 1後 15 30 ● ☆ CNS必修 

27 地域移行支援精神看護学特論 川野 2 1後 15 30 ○ ☆ CNS1科目 

2単位選択 28 急性期精神看護学特論 川野 2 1後 15 30 ○ ☆ 

29 精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

30 精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技法） 川野 2 1後 15 30 ● ☆ CNS必修 

31 精神看護学実習 アセスメント 川野 2 1前 45 90 ● ☆ CNS必修 

32 精神看護専門看護師役割実習 川野 2 1後 45 90 ● ☆ CNS必修 

33 直接ケア実習 川野 4 １後-2前 45 180 ● ☆ CNS必修 

34 上級直接ケア実習 川野 2 2通 45 90 ● ☆ CNS必修 

35 研
究

科
目 

特別研究 守本 8 1-2通 15 120  ☆ 修士選必 

36 課題研究 川野 4 2通 15 60 ☆ CNS選必 

計 ― ― ― ― ― 38 44 

基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位

以上及び他の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8単位を加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査

及び最終試験に合格すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行支援精神看護学特論、実習科目は除く。 

ＣＮＳを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、

フィジカルアセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論特論、看護教育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専

門分野24単位以上（特論4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性期精神看護学特論又は地域移行

支援看護学特論からいずれか1科目2単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修得し、課題研究の成果の

審査及び最終試験に合格すること。 
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科目名 国際医療特論 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、ᇼෆ⨾⏤⣖ 

スࣛࢡ ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年 

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 必修 単位数 㸰単位 

ᤵᴗのᴫせ 
国際性を育むたࡵに、ㅖእ国の医療・看護の在ࡾ᪉を学び、ケアをཷࡅているཷࡅᡭにとࡗて必せ࡞
ケア・サーࣅス・制度を国際ⓗ࡞どⅬから学ࡪ。

ᤵᴗの目ᶆ 
1.ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭのどⅬからㅖእ国の医療・看護の実際を⪃えることࡁ࡛ࡀる。
。るࡁ࡛ࡀᮃむ医療・看護を⪃えることࡀᡭࡅスのཷࣅどⅬ࡛、ケア・サー࡞ルࣂローࢢ.2

育成する⬟ຊ ㅖእ国の医療制度ࡸ看護の課題を学び、看護ࡸ医療をከゅⓗにᤊえる教育ຊを修得する。 

ᤵᴗ計⏬ 

１ 医療・看護の国際໬ 
(ᇼෆ) 

㸰 ࢖ࢱ⋤国におࡅる医療制度と看護の実際
(守本) 

㸱 ࢖ࢱ⋤国におࡅる、ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭのどⅬに❧ࡗた医療制度と看護のඃれてい
ることと課題 (守本) 

㸲 ⱥ国におࡅる医療制度と看護の実際
(ᇼෆ) 

㸳 ⱥ国におࡅる、ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭにどⅬに❧ࡗた医療制度と看護のඃれていることと
課題                                                (ᇼෆ) 

㸴 ⡿国におࡅる医療制度と看護の実際 
 (ᇼෆ) 

㸵 ⡿国におࡅる、ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭのどⅬに❧ࡗた医療制度と看護のඃれていることと
課題                                               (ᇼෆ) 

㸶 ࢨ࣐ーテࣞサのάືからみる࢖ンࢻの医療制度と看護の実際
(ᇼෆ) 

㸷 ࢨ࣐ーテࣞサのάືからみる࢖ンࢻにおࡅる、ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭのどⅬに❧ࡗた医療
制度と看護のඃれていることと課題                               (ᇼෆ)

10 ㅖእ国の医療制度と看護の実際のẚ㍑  
(ᇼෆ) 

11 ㅖእ国のケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭのどⅬに❧ࡗた医療制度と看護のඃれていることと課題の
ẚ㍑                                        (ᇼෆ) 

12 ᾏእ㉱任者のどⅬから⪃えるㅖእ国の医療制度と看護 
(ᇼෆ) 

13 ᾏእにおࡅるಖ೺・医療・⚟♴・看護の実際 
  (ᇼෆ) 

14 ᾏእにおࡅるケア・サーࣅスのཷࡅᡭの❧ሙからみたಖ೺・医療・⚟♴・看護の実際 
 (ᇼෆ) 

15 ケア・サーࣅスをཷࡅるཷࡅᡭからみた医療・看護の課題とᮃࡲしいⅬ
 (ᇼෆ) 

テ࢟スト
・ཧ⪃᭩ 国際医療論、᪥本ᨺᑕ⥺技師఍ฟ∧఍ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ ᾏእのಖ೺・医療・⚟♴・看護に㛵するⱥ文㈨ᩱ・文⊩をㄪ࡭る。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ウ論、プࣞࢮンテーション、ࢤストスࣆーカー 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(80�)、プࣞࢮンテーション(20�) 

その他 
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科目名 国際看護特論 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、ᇼෆ⨾⏤⣖ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

国際医療特論の学習を㋃ࡲえ、国ෆእの看護の⌧状と೺ᗣ課題を理ゎし、国際ⓗに看護άືをᒎ㛤す
るたࡵに必せ࡞▱㆑と技⾡を学ࡪ。文໬ⓗ⫼ᬒࡸ医療制度おࡼび⚟♴制度➼から生ࡌた೺ᗣၥ題につ
いて、国ෆእの文⊩᳨ウを通して㛵ᚰの࠶る೺ᗣၥ題を選択し、ゎỴᡭ法を᥈⣴する᪉法を学ࡪ。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

１㸬ࢢローࣂル࡞೺ᗣ課題にᑐして、看護のどⅬからゎỴ⟇を᳨ウ࡛ࡁる。 
㸰㸬␗࡞る文໬ⓗ⫼ᬒをᣢつᑐ㇟の看護実㊶の౛をල体ⓗにㄝ࡛᫂ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

国ෆእの看護の⌧状ࡸ೺ᗣ課題について理ゎし、国際ⓗに看護άືࡀᒎ㛤࡛ࡁる⬟ຊと、国際ⓗ࡞ど

Ⅼをᣢࡗて看護ၥ題のゎỴ᪉法を᳨ウする⬟ຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

 ンテーション࢚ࣜ࢜
                   すᙳ㡪ࡰーションの看護に及ࢮࣜࣂローࢢ

（守本・ᇼෆ） 

㸰 国際༠ຊᶵ㛵の役割                         
(守本) 

㸱 
 

㛤発㏵上国の看護の⌧状と課題 
                          （守本・ᇼෆ） 

㸲 
 

ඛ㐍国の看護の⌧状と課題                           
(ᇼෆ) 

㸳 
 

ㅖእ国の⚟♴ᨻ⟇の⌧状と課題  
                                          (ᇼෆ) 

㸴 
 

 国の⚟♴ᨻ⟇と看護教育⋥࢖ࢱ
                            (守本) 

㸵 ㅖእ国の終ᮎ期ケアの⌧状と課題                                
(ᇼෆ) 

㸶 ⱥ国におࡅるコࢽ࣑ࣗティケアの実際と課題                        
(ᇼෆ) 

㸷 
 

ㅖእ国の㧗㱋者ධᒃ᪋タにおࡅる看護 
                     (ᇼෆ) 

10 
 

ㄆ▱⑕ケアの国際ẚ㍑ 
         (ᇼෆ) 

11 
 

ᾏእの医療ᶵ㛵࡛ാく・እ国ே看護師との༠ാ 
                                  (ᇼෆ) 

12 
 

␗文໬看護の理ゎձ 
文⊩᳨ウを通して㛵ᚰの࠶る೺ᗣ課題に㛵するゎỴᡭ法を᥈⣴する 

           （守本・ᇼෆ） 

13 
 

␗文໬看護の理ゎղ 
文⊩᳨ウを通して㛵ᚰの࠶る೺ᗣ課題に㛵するゎỴᡭ法を᥈⣴する 

（守本・ᇼෆ） 
14 
 

␗文໬看護の理ゎճ 
文⊩᳨ウを通して㛵ᚰの࠶る೺ᗣ課題に㛵するゎỴᡭ法を᥈⣴する 

      （守本・ᇼෆ） 
15 
 

␗文໬看護の理ゎմ 
プࣞࢮンテーション・ࡲとࡵ 

     （守本・ᇼෆ） 
テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

国際ಖ೺医療学㸪᪥本国際ಖ೺医療学఍⦅㸪ᮥ林ฟ∧㸬 
これからの国際看護学―国ቃを㉺えた看護実㊶のたࡵに―㸬守本とࡶᏊ┘ⴭ㸬ࣛࣆールプࣞス㸬 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

ᾏእのಖ೺・医療・⚟♴・看護に㛵する文⊩をㄪ࡭る。  
 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏・ウ論・学生にࡼるプࣞࢮンテーション 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(80�)、プࣞࢮンテーション(20�) 

その他  

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　3



 

03 

科目名 ヘルスプロモーション特論 

ᢸ当教ဨ 辻下守ᘯ、ఀ⸨೺୍ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

ヘルスプロモーションのᐃ⩏、歴史、ᒎ㛤についてゎㄝした上࡛、生ά習័病ࡸメࢡࢵࣜ࣎ࢱシンࢻ
ロー࣒をண㜵し㸪೺ᗣⓗ࡞生άをᵓ⠏するたࡵのせ⣲（㐠ື、ᰤ㣴、ఇ㣴と೺ᗣを㜼ᐖするせᅉ）に
ついて学習する。ࣞジスࢱンストࣞーࢽン࢚、ࢢンࣗࢹアࣛンストࣞーࢽンࢢ➼のຠ果に㛵する理論
と実㊶᪉法をᑐ㇟者の特ᚩを㋃ࡲえて学習し、年㱋・性別・೺ᗣ状態ࡸ体ຊࣞ࣋ルにᛂࡌた೺ᗣ࡙く
うにࡼの࡝た、それらを地域♫఍においてࡲ。㐠ືฎ᪉のస成についてල体ⓗに理ゎするࡸの᪉法ࡾ
ᣦᑟするか、᪋タࡸ⏝ලの฼⏝᪉法ࡶ含ࡵて学習する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.ヘルスプロモーションのᐃ⩏、歴史、ᒎ㛤について理ゎする。 
2.⌧代♫఍と೺ᗣၥ題、೺ᗣとࣛ࢖フス࢖ࢱルについて理ゎする。 
3.身体άືと೺ᗣቑ㐍についての基♏理論を学習する。 
4.看護師としてᑐ㇟者にᛂࡌた೺ᗣቑ㐍プロ࣒ࣛࢢのస成ࡸᣦᑟࡁ࡛ࡀる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

㧗度࡞看護をᥦ౪する上࡛必せと࡞るヘルスプロモーションの基盤࡛࠶る体ຊと㐠ື生理学理論そし
て行ືኚᐜ理論をᛂ⏝࡛ࡁる⬟ຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ㅮ⩏ࢲ࢖࢞ンス、⌧代の೺ᗣၥ題とヘルスプロモーション 
                （辻下・ఀ⸨） 

㸰 ヘルスプロモーションのᐃ⩏と歴史 
                             （ఀ⸨） 

㸱 
 

ヘルスプロモーションのᒎ㛤᪉法                            
（ఀ⸨） 

㸲 
 

ヘルスプロモーション計⏬の⟇ᐃとウ論       
                  （ఀ⸨） 

㸳 
 

神⤒⣔、㦵格➽⣔と㐠ື        
           （辻下） 

㸴 
 

࿧྾ჾ⣔、ᚠ⎔ჾ⣔と㐠ື                   
              （辻下） 

㸵 ෆ分Ἢ⣔、ࢿ࢚ルࢠー代ㅰと㐠ື                
               （辻下） 

㸶 ዪ性の身体特性と身体άື                         
 （辻下） 

㸷 
 

体ຊの ᐃと評価                 
                    （辻下） 

10 
 

             ンの実際࢘ࢲࢢーࣜンࢡプとࢵアࢢン࣑ー࢛࢘
           （辻下） 

11 
 

ࣞジスࢱンストࣞーࢽンࢢの実際  
               （辻下） 

12 
 

           の実際ࢢンࢽアࣛンストࣞーࣗࢹン࢚
                 （辻下） 

13 
 

トࣞーࢽンࢢ実᪋上の␃ពⅬ                  
              （辻下） 

14 
 

㐠ື習័ᙧ成のたࡵの行ືኚᐜ              
                 （辻下） 

15 
 

地域࡙くࡾᆺಖ೺άືとヘルスプロモーション    
                        （ఀ⸨） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

辻下守ᘯ・他ࠗࣜࣜࣅࣁテーションのたࡵの行ື分ᯒධ門࠘医ṑ薬ฟ∧ 
 ーン他ⴭ、神㤿ᚁᓠヂࠗ実㊶ ヘルスプロモーション࠘医学᭩院ࣜࢢ
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

ᣦᐃࡉれたテ࢟ストを⇍ㄞするととࡶに、ẖ回のㅮ⩏ෆᐜに㛵㐃したཧ⪃᭩࡛基本ⓗ࡞⏝ㄒを理ゎす
ること。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ テ࢟スト、配௜㈨ᩱ、ど⫈ぬ㈨ᩱを⏝いたㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

➹グ試験（80�）࣏ࣞート課題（20�）  

その他 
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科目名 看護倫理特論 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、服部ᚊᏊ、すⷵ㈆Ꮚ、𠮷村㞞世、୰川ᬗ、村ᒸ₩、᪂㇂奈ⱑ、上野ᰤ୍ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 必修 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

看護倫理を理ゎするうえ࡛基盤と࡞る生࿨倫理を࣋ースに看護倫理の歴史ⓗ⤒⦋をᴫほする。その上
࡛看護⫋ุ᩿ࡀし行ືしていくとࡁに㔜せと࡞るᴫᛕࡸ倫理のཎ๎、倫理に㛵する理論の理ゎを῝ 
直㠃する倫理ⓗၥ題に、Ẽ௜く⬟ຊ、⪃ᐹする⬟ຊ、ㄪᩚする⬟ຊ、ゎỴすࡀ⫋臨床⌧ሙ࡛看護、ࡵ
る⬟ຊを㣴う。ࡲた、看護実㊶の⤒験をࡶとに、看護倫理のᣢつព味を῝く᥈究し、ᵝ࡞ࠎ倫理㠃࡛
のពᛮỴᐃの᪉法論について᥈究し、倫理ㄪᩚを行うたࡵに必せ࡞▱㆑と技⾡を修得する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.看護におࡅる生࿨倫理の歴史ⓗኚ㑄を理ゎする。 
2.看護実㊶におࡅる倫理ⓗ課題を理ゎする。 
3.ウ論を通して倫理ⓗၥ題にᑐする倫理ㄪᩚのプロセスを理ゎする。 
4.㧗度実㊶看護師として倫理ⓗឤཷ性を㇏かにし、看護⌧ሙにおࡅる倫理ⓗ࡞ၥ題・ⴱ⸨について㛵

ಀ者間࡛ㄪᩚすることを学ࡪ。 

 
育成する⬟ຊ 
 

ᖖに看護倫理のᣢつព味を᥈ồし、看護⫋ࡀ直㠃する倫理ၥ題にẼ࡙くຊ、⪃ᐹするຊ、ࢿ࣐ージメ

ントするຊを修得し、ᵝ࡞ࠎ倫理ၥ題をゎỴする⬟ຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

生࿨倫理・医療倫理のᐃ⩏と歴史ⓗ⤒⦋ 
看護倫理のព⩏                                  （୰川） 

㸰 看護倫理 
看護ሙ㠃࡛の倫理ⓗ課題にẼ௜く⬟ຊ、⪃ᐹする⬟ຊ、ㄪᩚする⬟ຊ、ゎỴする⬟ຊ 

                      （守本） 

㸱 
 

トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアのᴫᛕ 
ト࣐ࣛ࢘のᐃ⩏、トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアのᐃ⩏              （すⷵ） 

㸲 
 

トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアと㠀トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケア 
⮬分ࡀᡤᒓするᶵ㛵・部⨫、そして⮬分⮬身の୰に࠶るトࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアと㠀ト
るࡅケアについてウ㆟する。倫理ⓗឤཷ性を㇏かにし、臨床⌧ሙにおࢻ࣒ー࢛ンフ࢖࣐࢘ࣛ
倫理ⓗ࡞ၥ題・ⴱ⸨について㛵ಀ者間࡛ㄪᩚすることを学ࡪ。          （すⷵ） 

㸳 ࢱーࢼ࣑ルケアと看護倫理 
 た医療者とコンセンサスを得ていくプロセスのㄪᩚࡵルケア࡛の家族を含ࢼ࣑ーࢱ

（上野） 

㸴 
 

生Ṫ医療・⫾ඣのேᶒ 
最᪂の生Ṫ医療の⌧状を理ゎし、生Ṫ医療のሙにおࡅる課題にẼ࡙ࡁ、ㄡにとࡗてのேᶒ࡞
のかを医師、本ே、家族、法᭪㛵ಀ者との間࡛ၥ題を᫂☜にするㄪᩚ⬟ຊ         （服部） 

㸵 
 

࿌▱と࢖ンフ࢛ーࢻ࣒コンセント 
治療の選択ᶒを生࿨ಖᣢと生άの㉁のⴱ⸨からᝈ者、家族のせᮃを༑分に配៖して医療者と
の間࡛ᝈ者、家族ࡀỴᐃしていくプロセスをㄪᩚする⬟ຊ                       （すⷵ） 

㸶 㧗㱋者⹢ᚅ、ㄆ▱⑕㧗㱋者のᶒ฼と⮬ᕫỴᐃᶒ 
ㄆ▱⑕を含む㧗㱋者のேᶒࡀ⬣かࡉれる状ἣの᪩期発ぢとゎỴ⟇をㄪᩚする⬟ຊ   （𠮷村） 

㸷 㧗㱋者・㞀ᐖ者とேᶒ 
在宅におࡅる医療者のேᶒ᧦護とケアをཷࡅるேとその家族のேᶒ౵ᐖにẼ࡙ࡁ、ゎỴ⟇を 
ㄪᩚする⬟ຊ                                                （守本） 

10 ஦౛᳨ウⅠ 医療⌧ሙにおࡅる倫理ⓗジࣞン࣐の⌧状とゎỴ᪉法についてのウ論 
倫理ⓗၥ題・ⴱ⸨を㛵ಀ者間࡛ㄪᩚする。 
倫理ⓗឤཷ性を㣴う。                            （村ᒸ） 

11 

12 ஦౛᳨ウⅠ 発表                                                      （村ᒸ） 

13 ஦౛᳨ウⅡ 医療⌧ሙにおࡅる倫理ⓗジࣞン࣐の⌧状とゎỴ᪉法についてのウ論 
倫理ⓗၥ題・ⴱ⸨を㛵ಀ者間࡛ㄪᩚする。 
倫理ⓗឤཷ性を㣴う。                                 （᪂㇂） 

14 

15 ஦౛᳨ウⅡ 発表                                                 （᪂㇂） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

看護倫理 小すᜨ⨾Ꮚⴭ 2015.1 ༡Ụᇽ 

看護倫理の஦౛᳨ウ ᮡ㇂⸨Ꮚ、川合ᨻᜨ ┘修 医療ேᶒを⪃える఍ᇳ➹ 2011.11 看護༠఍ฟ∧ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）᪂⪺・㹒㹔࡛࡝࡞ሗ㐨ࡉれる倫理ⓗၥ題について࣏ࣞートをస成する。 
（஦後学習）ᤵᴗ・演習を通して、⮬身の倫理ほ࡝ࡀのࡼうにኚᐜしたかをࡲとࡵる。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏（୍部演習） 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ンテーション（20㸣）ࢮート(80㸣)、プ࣏ࣞࣞ

その他  
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科目名 コンサルテ―ション論 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １・㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

看護⫋を含むケアᥦ౪者にᑐして必せ࡞コンサルテーションの▱㆑と技⾡を教ᤵする。コンサルテー
ションのព⩏、目ⓗ、ᴫᛕを教ᤵし、コンサルティのࢽーࢻを理ゎし、ồࡵているコンサルテーショ
ンをᥦ౪するのに必せ࡞コンサルテ―ションのモࢹル、役割と技⾡を教ᤵする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

コンサルテーションのព⩏、目ⓗ、ᴫᛕを理ゎしコンサルテーションに必せ࡞技⾡を実᪋したコンサ
ルテーションのスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅて῝ࡵる。 
1.コンサルテーションのព⩏、目ⓗ、ᴫᛕを理ゎする。 
2.コンサルテーションの技⾡を理ゎする。 
3.カプࣛンのコンサルテーションの4つのモࢹルを理ゎする。 
 。トのコンサルテーションの8つの役割を理ゎするࢵࣆトとࣜࢵࣆࣜ.4
5.実᪋したコンサルテーションのスーࣃーࣅジョンをཷࡅて、⮬分のᙉみと課題を理ゎする。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
 コンサルテーションの▱㆑と技⾡の修得࡞ジメントຊに୙ྍḞࢿ࣐
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

コンサルテーションのព⩏、目ⓗ、ᴫᛕ 
コンサルテーション・ࣜࢰ࢚ン・教育・スーࣃーࣅジョン・直接ケアの┦㐪 

㸰 コンサルテーションの技法 
ၥ題の特ᐃとアセスメントに必せ࡞技⾡ 
┦ㄯෆᐜを特ᐃする技⾡ 
ၥ題ゎỴに必せ࡞」数の選択⫥をᥦ᱌する技⾡ 
ゎỴ⟇を実行に移ࡏるࡼうに支援する技⾡ 

㸱 
 

コンサルテ―ションのモࢹルの理ゎ 
カプࣛン4つのモࢹル(ᝈ者୰ᚰのコンサルテーション) 
体験஦౛のሗ࿌ 

㸲 
 

コンサルテ―ションのモࢹルの理ゎ 
カプࣛンのコンサルテーションの4つのモࢹル(コンサルティ୰ᚰの஦౛のコンサルテーション) 
体験஦౛のሗ࿌   

㸳 
 

コンサルテ―ションのモࢹルの理ゎ 
カプࣛンのコンサルテーションの4つのモࢹル(管理୰ᚰのコンサルテーション) 
体験஦౛のሗ࿌ 

㸴 
 

コンサルテ―ションのモࢹルの理ゎ 
カプࣛンのコンサルテーションの4つのモࢹル(コンサルティ୰ᚰの管理のコンサルテーション) 
体験஦౛のሗ࿌ 

㸵 ࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトのコンサルテーションの8つの役割 
$GRYRFDWRU� ,QIRUPDWLRQ SSHFLDOLVW� WUDLQHU�(GXFDWRU� -RLQW 3UREOHP SROYHUの役割 
実㊶した஦౛を学習した8つの役割のうちの4つにヱ当するかウ㆟する。 

㸶 ࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトのコンサルテーションの8つの役割 
,GHQWLILHU RI DOWHUQDWLYHV DQG /LQNHU RI 5HVRXUFHV�)DFW )LQGHU�3URFHVV CRXQVHORU� 2EMHFWLYH 
2EVHUYHUの役割 
実㊶した஦౛を学習した8つの役割のうちの4つにヱ当するかウ㆟する。 

㸷 コンサルテーションの実際 学生ࡀコンサルテーションを⮬分のフィール࡛ࢻ実᪋する。 

10 学生ࡀ実᪋したコンサルテーションのプࣞࢮンテーションをし、学生間࡛ウ㆟をし、教師ࡀスーࣃ
ーࣅジョンを行う。カプࣛンの4つのモࢹルとࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトの8つの役割᳨࡛ウする。 

11 学生ࡀ実᪋したコンサルテーションのプࣞࢮンテーションをし、学生間࡛ウ㆟をし、教師ࡀスーࣃ
ーࣅジョンを行う。カプࣛンの4つのモࢹルとࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトの8つの役割᳨࡛ウする。 

12 プࣞࢮンテーション・スーࣃーࣅジョン  
ᥦ♧したプࣞࢮンテーションのロールプࣞ࢖ンࢢを行い、理論と実㊶を⤖び௜ࡅる。 

13 プࣞࢮンテーション・スーࣃーࣅジョン  
ᥦ♧したプࣞࢮンテーションのロールプࣞ࢖ンࢢを行い、理論と実㊶を⤖び௜ࡅる。 

14 
 

医師、薬๣師、♫఍⚟♴士、ᚰ理士、సᴗ療法士、ᰤ㣴士࡝࡞他⫋✀専門家࡬のコンサルテーショ
ン 
精神看護専門看護師ࡀ他⫋✀専門家に実᪋するコンサルテーションについて、その㝈⏺と᭷ຠ性を
体験஦౛を基にウ㆟する。 

15 ධ院のሙと地域のሙ࡛のコンサルテーション 
ධ院のሙ࡛行うコンサルテーションと地域のሙ࡛行うコンサルテーションの┦㐪、ὀពⅬに㛵して
文⊩と実㊶体験を基にウ㆟し、ᣑ大する精神看護専門看護師のコンサルテーションを学ࡪ。 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
川野㞞㈨�ᨵゞ∧コンサルテーションを学ࣜ࢜ࢡ、ࡪティケア、2017 
アンࢲー(1995).3 ࢻࢵ࢘�コンサルテーションのᴫせ―コンサルࢱントの❧ሙから、࢖ンࢱーࢼショ
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 ー、18(5)� 4-12ࣗࣅࣞࢢーシンࢼルࢼ
/LSSLWW *.� /LSSLWW 5.(1986)�7KH CRQVXOWLQJ 3URFHVV LQ $FWLRQ� -RVVH\-%DVV 3IHLIIHU� SDQ 
)UDQFLVFR 
CDSODQ *(1970)�7KH WKHRU\ DQG SUDFWLFH RI PHQWDO KHDOWK FRQVXOWDWLRQ� %DVLF %RRNV� ,N*.� 
3XEOLVKHUV� NHZ <RUN 
CDPSEHOO '.� 'UDSHU 5.� +XIILQJWRQ C.(1975)�$ S\VWHPLF $SSURDFK WR CRQVXOWDWLRQ� .DUQDF %RRNV� 
/RQGRQ  

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

᪥ᖖの実㊶のሙにおࡅる⌧㇟をコンサルテーションというどⅬ࡛分ᯒする 
（஦前学習）ձ⮬分⮬身ࡀ実㊶したコンサルテーションをࡲとࡵておく。ղᨵゞ∧コンサルテーショ
ンを学ࡪを精ㄞしておく。 
（஦後学習）⮬分の⤌⧊࡛実㊶したコンサルテーションを学習したグ㘓⏝⣬にࡲと࡞⬟ྍ、ࡵ㝈ࡾ教
ဨからスーࣃーࣅジョンを⥅⥆ⓗにཷࡅる。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ウ論、プࣞࢮンテーション、ロールプࣞ࢖ンࢢ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(80�)、プࣞࢮンテーション(20�) 
課題࣏ࣞートは次のどⅬ࡛評価する。 
実㊶したコンサルテーションをカプࣛンの4つのモࢹル࡛分ᯒし(20�)、ࣜࢵࣆトらの8つの役割࡛分ᯒ
し(20�)、ཷࡅたスーࣃーࣅジョンのព味と⮬分の課題を文⊩を⏝いて⪃ᐹし(30�)、௒後、⮬分の臨
床࡛期ᚅࡉれるコンサルテーションの役割について論㏙する(10�)。 
プࣞࢮンテーションは次のどⅬ࡛評価する。 
実㊶したコンサルテーションをグ㘓⏝⣬に๎ࡾ理ゎしࡸすくࡲと(�10)ࡵ、分かࡸࡾすく発表する
(10�)。 

その他 
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科目名 看護理論特論 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、山口ồ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

にಀる国ෆእの㛵㐃ㅖ理論をᴫほし、看護学と࣒࢖ࢲࣛࣃ看護ࠖの㸲つࠕ೺ᗣࠖࠕቃࠖ⎔ࠕே間ࠖࠕ
の㛵ಀ性について理ゎする。ࡲた、看護理論を通して看護実㊶のࢹࣅ࢚ンスについて᫂☜にする。ࡉ
らに、主࡞看護理論のẚ㍑分ᯒを行い、それぞれの理論ᵓ㐀と特性を᫂らかにすること࡛、༟㉺した
看護実㊶、看護教育、看護研究࡬のᛂ⏝を᳨ウする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.看護学に㛵㐃する国ෆእのㅖ理論を学び、看護とはఱかを᥈究する。 
2.看護理論を通して、看護実㊶のࢹࣅ࢚ンスを᫂☜にする。 
3.主࡞看護理論のẚ㍑᳨ウを行い、それぞれの理論ᵓ㐀と特性を᫂らかにする。 
4.看護理論を実㊶にᛂ⏝することࡁ࡛ࡀる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

看護理論を通して、看護のࢹࣅ࢚ンスを᫂☜にし、看護理論を実㊶にᛂ⏝することࡁ࡛ࡀる⬟ຊを育

成する。ࡲた、看護理論を分ᯒし、理論ᵓ㐀と特性を᫂らかにすること࡛、看護教育、看護研究࡬の

ᛂ⏝ࡁ࡛ࡀる⬟ຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

看護に㛵㐃する࣒࢖ࢲࣛࣃ                             
ே間ࠕ   ቃࠖについて国ෆእの㛵㐃ㅖ理論を学び、看護学との㛵㐃性を理ゎする。 （守本）⎔ࠕࠖ

㸰 看護に㛵㐃する࣒࢖ࢲࣛࣃ                            
 。るࡵ῝看護ࠖについて国ෆእの㛵㐃ㅖ理論を学び、看護学についてのὝᐹをࠕ೺ᗣࠖࠕ 

（守本） 

㸱 
 

ඛ㐍国におࡅる看護理論の歴史ⓗ⫼ᬒ                     
主としてࣜࢠ࢖ス、アメࣜカの看護理論の歴史ⓗ⫼ᬒを理ゎする。          （守本） 

㸲 
 

主せ࡞看護理論の理ゎ  Ⅰ 
࣡トࢯン ࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢ                                                  （山口） 

㸳 
 

主せ࡞看護理論の理ゎ  Ⅱ    
 （山口）                           ࢢーシンࢼ・ࢡࢵステࢽ࣐ーࣗࣄ

㸴 
 

主せ࡞看護理論の理ゎ  Ⅲ  
ࣞーࢽン࢞ー ␗文໬看護論                                                  （守本） 

㸵 主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ⅰ 
 看護ぬ᭩ࠖ                                （守本）ࠕールࢤンࢳ࢖ࢼ

㸶 主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ⅱ   
 のࠖ               （守本）ࡶる࡞看護の基本とࠕンࢯーࢲアＡ㸬ヘンࢽージ࢓ࣦ

㸷 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ⅲ 
アーࢿスティン・࢘ィーࢹンࠕ ࢡࢵࣂ臨床看護の本㉁―ᝈ者援助の技⾡ࠖ        （山口） 

10 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ⅳ 
 ே間㛵ಀの看護理論ࠖ                  （山口）ࠕ࢘ロࣈ࣌㹃㸬ࢻー࢞ルࣄ

11 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ϭ 
シスࢱー・カࣜスࢱ・ロࢨࠕ࢖・ロ࢖㐺ᛂ看護モࢹルࠖ                         （山口） 

12 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ ϭ 
 る基本ᴫᛕࠖ               （山口）ࡅ看護論―看護実㊶にお࣒ࣞ࢜ࠕ࣒ࣞ࢜ロセア㹃㸬ࢻ

13 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ Ϯ 
 ルࠖ                   （山口）ࢹモ࣒の行ືシステࡵ看護のたࠕンࢯロシー㹃㸬ジョンࢻ

14 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ ϯ 
ジョ࢖ス・トࣛ࣋ルࣅーࠕே間ᑐே間の看護ࠖ                                  （山口） 

15 
 

主࡞看護理論に基࡙いた実㊶࡬のᛂ⏝ ϰ 
 ロジࣕース看護論ࠖ                                     （山口）ࠕーサー・ロジࣕース࣐

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 Ꮚ ⦅㞟㸸ᇼෆ⨾⏤⣖ࡶールプࣞス 2010年 ┘修㸸守本とࣛࣆࠖࢳの学際ⓗアプロー࡬国際看護ࠕ
ールプࣞス 2014年 ┘修㸸守ࣛࣆにーࠖࡵこれからの国際看護学 㸫国ቃを㉺えた看護実㊶のたࠕ
本とࡶᏊ ⦅ⴭ㸸田୰࿴奈 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）これ࡛ࡲの看護実㊶の࡞か࡛、࡝のࡼう࡞看護理論࣋ࡀースにࡗ࡞ていたかをࡲとࡵて
おく。 
（஦後学習）学習した看護理論を௒後の臨床ሙ㠃࡛ά⏝したことをグ㏙しておく。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート(100㸣)࣏ࣞ

その他 
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科目名 看護教育学特論 

ᢸ当教ဨ 山口ồ、すⷵ㈆Ꮚ、㔠山᠇ṇ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

看護ケアの㉁を㧗ࡵるたࡵに必せ࡞看護⫋࡬の教育ⓗാࡁかࡅ、教育⎔ቃ࡙く࡝࡞ࡾ、看護の⥅⥆教

育に㛵する▱㆑と技⾡を教ᤵする。教育学のཎ理を㋃ࡲえ、教育᪉法の理論と技法、評価᪉法を学び

⥅⥆教育にᛂ⏝࡛ࡁる⬟ຊを教ᤵする。⥅⥆教育の⌧状と課題、௒後必せ࡞教育ෆᐜを教ᤵする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.教育学について理ゎする。 
2.看護教育について理ゎする。 
3.教育᪉法の理論と技法を理ゎする。 
4.教育プロ࣒ࣛࢢの評価を理ゎする。 
5.ಖ೺医療⚟♴の専門家とㄪᩚして⥅⥆教育を᥎㐍することを理ゎする。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
看護教育ࡸ看護の⥅⥆教育に㛵する教育ຊを修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

教育学の⪃え᪉、≀のぢ᪉ 
⫋ᴗⓗ࡞看護教育から看護教育学࡬の学ၥⓗኚ㑄と、ྛ 㡿域の教育に共通するᬑ㐢ⓗ࡞せ⣲につい
てㅮ⩏する。                                                          （山口） 

㸰 看護教育ࡀ目ᣦすこと、看護教育に必せ࡞▱㆑と⬟ຊについてㅮ⩏し、実㊶ຊとしての⮬ᕫຠຊ 
ឤ、࢚ン࣡ࣃーメントຊについて⪃える。                                 （山口） 

㸱 
 

基♏教育と専門教育の目ⓗと♫఍のࢽーࢻについてㅮ⩏し、看護教育課程について㏣究する。 
                                                        （㔠山） 

㸲 
 

学習理論について、ඛேの理論を⏝いてㅮ⩏する。  
                                     （㔠山） 

㸳 
 

♫఍ே基♏ຊとその教ᤵ᪉法を専門性を発᥹するたࡵのせ⣲をྍど໬するたࡵの᪉法論をᥦ♧し、
育て᪉・育ち᪉について㏣及する。                                             （山口） 

㸴 
 

ၥ題ゎỴ⬟ຊを看護の⥅⥆教育࡛育成する᪉法を஦౛を⏝いてㅮ⩏し、ྛ の⨨かれている⎔ቃとࠎ
❧ሙ᳨࡛ウする。                                           （山口） 

㸵 学習ᙧ態と教ᤵ᪉法 
教育の≀ⓗ、ேⓗ⎔ቃとタഛ。教育ᢸ当者を支援する技法を⋓得するたࡵの᪉法について⪃える。 

（すⷵ） 

㸶 
 

教育の㔞ⓗ・㉁ⓗ評価の᪉法と実㊶についてㅮ⩏し㏣究する。   
                                            （すⷵ） 

㸷 
 

⥅⥆教育とண⟬、看護管理上のၥ題とのㄪᩚについてㅮ⩏し㏣究する。 
                     （すⷵ） 

10 
 

᰿ᣐに基࡙くືᶵ࡙ࡅを㧗ࡵる㠃接技法の理論を学習し、᭦に、技⾡の⋓得について᳨ウする。 
                                         （すⷵ） 

11 
 

臨床▱についてㅮ⩏し、臨床の␲ၥをゎ᫂するたࡵの᪉法を᳨ウする。 
                （すⷵ） 

12 
 

看護管理をྲྀࡾᕳく⎔ቃのኚ໬ࡸ看護管理のኚ㑄についてㅮ⩏し、⌧代におࡅる看護管理の 
課題と看護⥅⥆教育との㛵㐃を㏣究する。                         （山口） 

13 
 

ேを育てるたࡵのຠ果ⓗ࡞教育᪉法（プࣜセプࢱー、ࣃートࢼーシࢵプࢼーシンࢢシステ࣒） 
について㏣究する。                                   （山口） 

14 
 

⥅⥆教育プロ࣒ࣛࢢの課題の分ᯒと看護専門⫋のᶵ⬟とάືに必せ࡞▱㆑をㅮ⩏し㏣究する。 
              （山口） 

15 
 

看護学、⥅⥆教育におࡅる倫理ⓗ課題とそのゎỴについて学修し、看護を管理するேにồࡵられる
本㉁について㏣究する。                               （山口） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
㐺ᐅᥦ♧するࡀ、㈨ᩱの配ᕸࡶ行う。ࡲた、ึ回に文⊩ࣜストを配௜する。 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

㝶時ᥦ♧する。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート（100㸣） 

その他 
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08 

科目名 看護管理学特論 

ᢸ当教ဨ 小林⏤㔛、ᕷ村⏤⨾Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

看護管理学の基本ⓗᴫᛕととࡶに看護管理学を支えるㅖ理論について教ᤵする。㧗度実㊶看護師の果

たすࡁ࡭役割としての⤌⧊㐠Ⴀ、⤌⧊のά性໬について学び、そのたࡵに必せࢳ࡞ー࣒医療のࢿ࣐ジ

メント、管理者との㐃ᦠ・ㄪᩚについて᳨ウする。ࡲた、㉁の㧗い看護サーࣅスをᥦ౪することのព

味を㏣究し、㧗度実㊶看護師として看護の㉁のྥ上のたࡵのᡓ␎と看護管理のどⅬからྲྀࡾ⤌むࡁ࡭

௒後の課題についてᒎᮃする。 
 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.看護管理の基本ᴫᛕを理ゎし看護管理に必せ࡞▱㆑と技⾡についてㄝ࡛᫂ࡁる。 

2.看護実㊶にᙳ㡪を୚えている⤌⧊ⓗ課題について看護管理者と共ྠしてゎỴにྥかうᴫᛕと理論を

⏝いてㄝ࡛᫂ࡁる。 

3.⤌⧊㐠Ⴀにཧ⏬し⤌⧊ⓗ課題のゎỴ⟇をᥦ᱌࡛ࡁる。 

4.㧗度実㊶看護師としてಖ೺医療⤌⧊におࡅるከ⫋✀ᵓ成ဨとのㄪᩚについて㏙࡭ることࡁ࡛ࡀる。 

育成する⬟ຊ ಖ೺医療ࢳー࣒とのㄪᩚࡸ看護のᶵ⬟をຠ果ⓗかつ෇⁥にᒎ㛤するࢿ࣐ジメントຊの修得 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 看護おࡼび看護管理のᐃ⩏ 
看護とは、管理とは、看護管理とはについて、ྛᐃ⩏とそれぞれの㛵㐃性について᫂☜にする。 

（小林） 

㸰 看護管理の基本ᴫᛕと看護管理に必せ࡞▱㆑体⣔ 
看護管理学に含ࡲれるせ⣲のᴫᛕを通して、基本ⓗ࡞ᴫᛕの⤫合について᳨ウする。看護管理に必
せ࡞▱㆑体⣔を᫂☜にし、それらを⤫合することの㔜せ性について教ᤵする。 

（小林） 

㸱 
 

⤌⧊論と⤌⧊行ື 
⤌⧊論と⤌⧊ཎ๎を理ゎし、看護の⌧ሙにおࡅる⤌⧊行ືの⪃え᪉を᳨ウする。⤌⧊理論について
の㈨ᩱを」数☜ㄆし、理論と⤌⧊行ືの⤫合について理ゎを῝ࡵる。 

（ᕷ村） 

㸲 
 

⤌⧊理ᛕ、⤌⧊文໬、⤌⧊分ᯒ 
⤌⧊の成ࡾ❧ちとᵓ㐀、⤌⧊㢼ᅵ、⤌⧊文໬について理ゎし、⤌⧊分ᯒの在ࡾ᪉を᳨ウする。ྛ⮬
の⤌⧊状ἣをᥦ♧し、実際に分ᯒを試みる。 

                    （ᕷ村） 

㸳 
 

システ࣒論とシステ࣒アプローࢳ 
システ࣒論の理ゎを通してシステ࣒ᛮ⪃と看護管理のシステ࣒アプローࢳについて理ゎする。ྛ ⮬
の⤌⧊において࡝のࡼう࡞看護管理システ࣒アプローྍࡀࢳ⬟かについて᳨ウする。 

（ᕷ村） 

㸴 
 

ࣜーࢲーシࢵプのᴫᛕと理論 
基♏理論としてのࣜーࢲーシࢵプ理論について理ゎする。ྛ 理論を通して、看護実㊶との㛵㐃性に
ついて᳨ウする。 

  （小林） 

㸵 ࣜーࢲーシࢵプのス࢟ル 
ࣜーࢲーシࢵプの発᥹について᳨ウし、教育ⓗ役割を果たすこととేࡏて⪃ᐹを῝ࡵる。ྛ ⨨ࡀ⮬
かれている状ἣ下࡛࡝のࡼうࣜ࡞ーࢲーシࢵプﾟࡀ᭷ຠ࡛࠶るかについて᳨ウする。 

 （小林） 

㸶 ⤌⧊の୰のືᶵ௜ࡅ、ពᛮỴᐃ 
主せ࡞看護管理の᪉法論としてのືᶵ௜ࡅ理論とពᛮỴᐃ理論について理ゎし⪃ᐹする。ྛ 理論と
ࣜーࢲーシࢵプとの㐃ືについて᳨ウする。 

 （ᕷ村） 

㸷 
 

⤌⧊ኚ㠉、஺΅のཎ理 
ኚ໬理論について理ゎし、஺΅のཎ理から஺΅のス࢟ルについて理ゎする。⤌⧊ኚ㠉におࡅるኚ㠉
理論の᭷ຠ性と஺΅のཎ理について実際の஦౛を通して学ࡪ。 

 （ᕷ村） 

10 
 

⤌⧊におࡅる࣡ࣃーと࢚ン࣡ࣃーメント、アサーティࢿࣈス 
ࡾスについて᳨ウし、専門⫋としての௙஦の在ࢿࣈーメント、アサーティ࣡ࣃン࢚、ーの行౑࣡ࣃ
᪉について⪃ᐹする。஦౛を通して࣡ࣃー、࢚ン࣡ࣃーメント、アサーティࢿࣈスの実際について
学ࡪ。 

 （ᕷ村） 

11 
 

 ジメントࢿ࣐医療の࣒ーࢳ
る役割と責ົࡅた㧗度実㊶看護師としての⤌⧊におࡅ医療の実⌧にྥ࣒ーࢳ医療のᴫᛕと࣒ーࢳ
について᳨ウする。 

 （小林） 
 
 

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　10



2 

 
ᤵᴗ計⏬ 

 

12 
 

㧗度実㊶看護師としての管理⫋者との㐃ᦠ・ㄪᩚ、⤌⧊ 
㧗度実㊶看護師として、専門看護άືに必せ࡞ಖ೺・医療・⚟♴にかかࢃるከ⫋✀間ࡸ看護⤌⧊に
おࡅるㄪᩚ・༠ຊ・管理について、管理者との㐃ᦠ・ㄪᩚのࡾ࠶᪉を᳨ウする。 

 （小林） 

13 
 

医療Ᏻ඲とࣜスࢿ࣐ࢡジメント 
Ᏻ඲管理体制⤌⧊とࣜスࢿ࣐ࢡジメントの⪃え᪉について㏣究する。 
医療஦ᨾに⮳ࡗた数✀の஦౛分ᯒから、ࣜスࢿ࣐ࢡジメントのᶵ⬟について᳨ウする。 

 （小林） 

14 
 

看護サーࣅスの㉁ಖド 
看護㈨※の管理とά⏝の実際 
 。ィアンの㸱ഃ㠃からの㉁評価を通して、医療と看護の㉁評価について᳨ウするࢹ࣋ࢼࢻ

 （小林） 

15 
 

♫఍ኚ໬にకう⌧代の医療のኚ໬と㧗度実㊶看護師にồࡵられる役割とこれからの課題 
看護をとࡲࡾく⎔ቃⓗഃ㠃のၥ題と課題について᥈究する。 
看護管理のどⅬから⌧在の᪥本の医療ࡀồࡵるＣＮＳのά⏝・ά㌍のࡾ࠶᪉について、ྛ ⮬࡛課題
をᥦ♧し、ࢹィスカࢵションを通してᑗ᮶のᒎᮃをᩚ理する。 

 （ᕷ村） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

㸺ཧ⪃᭩㸼:.*.スコࢵト�7.5.࢙ࢳࢵ࣑ル�3.+.ࣂーン࣒࢘ࣂⴭ�㕥ᮌᖾẎ ┘ヂࠕ⤌⧊理論―ᵓ㐀・行ື分ᯒࠖඵ༓

代ฟ∧㸪㸭ステフ࢓ン・ロࣅンスⴭ�㧗ᮌᬕኵ ┘ヂࠕ⤌⧊行ືのࢿ࣐ジメントࠖࣖ࢖ࢲモンࢻ♫㸪 

行ື科学の ࡬⏝ධ門からᛂࠕヂࡉ࡙࠶ンⴭ�山本成஧�山本ࢯジョン・)・'�ࢻーࣕࢳンࣛࣈ・+・.�ーシィࣁ・3

ᒎ㛤 ேⓗ㈨※のά⏝ࠖ生⏘性ฟ∧㸪㸭஭部ಇᏊ�୰す╬Ꮚ┘修�஭部ಇᏊ�຾ཎ⿱⨾Ꮚ⦅㞟ࠕ看護管理学習テ࢟ス

ト➨1ᕳ㹼8ᕳࠖ᪥本看護༠఍ฟ∧఍                  ͤその他㈨ᩱとして㝶時⤂௓する。 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）ձ⮬᪋タの⤌⧊体制を᫂☜にし、⤌⧊ᅗにおࡅる⮬身の❧ち位⨨と役割について᫂☜に
しておく。ղ⮬᪋タの⤌⧊上のၥ題Ⅼと課題についてᩚ理しておく。 

（஦後学習）⮬身の❧ሙ࡛実᪋࡛ࡁる看護管理のഃ㠃（⤌⧊ኚ㠉、ࣜーࢲーシࢵプ、஺΅、㐃ᦠ・ㄪ
 。からのෆᐜと᪉法についてල体ⓗにᩚ理する（࡝࡞ᩚ

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

ᤵᴗ࡬の✚ᴟⓗཧ加（30�）、課題発表とෆᐜ（30�）、࣏ࣞート（40�） 

その他 
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科目名 臨床薬理学 

ᢸ当教ဨ 五味田⿱、松浦⣧ᖹ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １・㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

薬࡞えて、医療⌧ሙの⥭急ᛂ急ฎ⨨、⑕状ㄪᩚ、慢性⑌ᝈ管理に必せࡲの病態せᅉ・状ἣを㋃ࠎ✀

๣の主・๪స⏝を含む薬ຊ学ⓗ࡞らびに生体にྲྀࡾ㎸ࡲれた薬の体ෆ㐠࿨㠃࡛の薬≀స⏝をゎㄝする

。医薬ရの医療⌧ሙ࡛のྲྀᢅࡾい、薬≀⃰度を ᐃしࡀ࡞らの薬≀治療�ࣜス࢖ࢿ࣐ࢡジメントを学習

する。᪥ᖖ生ά࡬のᙳ㡪、服薬ᣦᑟとᝈ者と家族のコンプࣛ࢖アンスを㧗ࡵるたࡵの看護支援の技⾡

について஦౛を基にウ㆟して修得する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

専門看護師の⬟ຊとして、⥭急ᛂ急ฎ⨨、⑕状管理、慢性⑌ᝈᑐᛂ時におࡅる薬≀治療を薬ຊ学ⓗ

るࡅらびに薬≀ື態ⓗഃ㠃から理ゎして、薬≀㉳ᅉ⑕状か、⑌ᝈ⮬体からの⑕状かุ᩿するຊをつ࡞

。そのたࡵにྛ治療薬のస⏝ᶵᗎ、ฎ᪉理⏤、薬≀┦஫స⏝、生体ෆ薬≀ື態と⾑୰モࣜࢱࢽンࢢ、

ᝈ者࡬の服薬ᣦᑟ、薬≀代ㅰ㓝⣲に㛵ࢃる㑇ఏᏊデ᩿➼ࠎを理ゎしておく必せ࠶ࡀる。 

1.薬の基♏・臨床の薬理స⏝を薬理ຊ学ⓗ୪びに薬≀ື態学ⓗ基本ཎ理を理ゎする。 

2.ྛ⑌病に౑⏝ࡉれる薬≀についてのస⏝ᶵᗎを理ゎして、分㢮カテࣜࢦーに㛵㐃ࡏࡉて理ゎする。 

3.臨床において、看護支援の㠃から薬≀の㐺ṇ・Ᏻ඲・最㐺౑⏝ࡀ実㊶࡛ࡁるࡼうにする。 

4.薬≀治療はᝈ者ഃからの༠ຊ・理ゎࡀ必せ࡛、その際 服薬ᣦᑟを含ࡵたコࢽ࣑ࣗケーションの㔜せ

性を理ゎする。 

5.㞴病治療において᪂つ医薬ရの薬≀治療に✚ᴟⓗ看護支援ࡁ࡛ࡀるࡼうにする。 

 
育成する⬟ຊ 
 

ྛ✀病態にᑐᛂした薬≀治療を病態学ⓗ、薬ຊ学ⓗ࡞らびに薬≀ື態ⓗに理ゎして、最㐺・最᪂࡞看

護ࡁ࡛ࡀる⬟ຊを育成する。ࡲたᮍゎỴ薬≀治療をど野に᪂薬㛤発臨床試験➼においてࡶ㛵ࢃれる⬟

ຊࡶ育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 臨床薬理学ᴫ論１（薬≀のᵝᘧ、体ෆື態、薬≀┦஫స⏝、᪂つ医薬ရの㛤発୪びに᪂薬≀療法に
㛵ࢃる臨床研究࡬の看護㡿域の㛵ࡾࢃ支援➼）                   （五味田） 

㸰 臨床薬理学ᴫ論㸰（ࡾࡼಶ別໬ࡉれた薬≀治療の実㊶におࡅる看護支援㸹㑇ఏ性薬理を㋃ࡲえた薬
≀ື態、ᢞ୚⤒㊰、⏝法・⏝㔞、㆙࿌・⚗ᚷ➼を㋃ࡲえて）             （五味田） 

㸱 
 

ᚠ⎔ჾ⣔⑌ᝈにస⏝する薬（ᚰ୙඲治療薬、ᢠ㧗⾑ᅽ⑕薬、ᢠ⊃ᚰ⑕薬、ᢠ୙ᩚ⬦薬のస⏝ᶵᗎ）
・㛵㐃⑌ᝈにᑐする᪂つ治療薬の最᪂治療と看護支援                （五味田） 

㸲 
 

࿧྾ჾ・ᾘ໬ჾ⣔⑌ᝈにస⏝する薬（Ẽ管支ႍᜥ治療薬、㙠တ薬、ᾘ໬性₽⒆治療薬、制ྤ 
薬のస⏝ᶵᗎ）・㛵㐃⑌ᝈにᑐする᪂つ治療薬の最᪂治療と看護支援         （五味田） 

㸳 
 

代ㅰ性⑌ᝈにస⏝する薬（⢾ᒀ病治療薬、⬡㉁␗ᖖ⑕治療薬、㧗ᒀ㓟⾑⑕・③㢼治療薬のస⏝ᶵᗎ
）・㛵㐃⑌ᝈにᑐする᪂つ治療薬の最᪂治療と看護支援               （五味田） 

㸴 
 

୰ᯡ神⤒⣔⑌ᝈにస⏝する薬（ദ╀薬、㙠③薬、ᢠࣃー࢟ンࢯン病薬、ᢠてࢇかࢇ薬のస⏝ᶵᗎ）
・ᡭ⾡医療におࡅる㯞㓉薬➼の薬≀౑⏝、࡞らびに௜㝶した薬≀౑⏝と看護支援   （五味田） 

㸵 精神・神⤒⣔⑌ᝈにస⏝する薬（ᢠ精神病薬、ᢠ୙Ᏻ薬、ᢠうつ薬・ᢠ㌄薬、ᢠアル࣐࢖ࣁࢶー病
薬、ㄆ▱⑕治療薬のస⏝ᶵᗎ）、࡞らびにᢠㄆ▱⑕薬にࡼる治療と看護支援      （五味田） 

㸶 臨床ᛂ⏝と実際（1）ࣜࢡティカル看護࡛薬≀ࡀ౑⏝ࡉれるᝈ者࡬の臨床ุ᩿、⥭急・慢性時の薬
๣౑⏝、㙠③・㙠㟼薬౑⏝の㔜⑕ᝈ者のほᐹ、アセスメント、臨床ุ᩿        （五味田） 

㸷 
 

臨床ᛂ⏝と実際（2）ឤᰁ⑕に㛵する医薬ရ㸸ᢠ⳦薬の㐺ṇ౑⏝、薬๣選択、体ෆື態・薬ຠ、特
に⪏性⳦ᑐ⟇・院ෆឤᰁᑐ⟇࡬の㛵୚おࡼび臨床ุ᩿。 +,9、⤖᰾治療におࡅる服薬管理・ᣦᑟ
と最᪂治療                                   （五味田） 

10 
 

臨床ᛂ⏝と実際（3）ࢇࡀ໬学療法に㛵する医薬ရ㸸主࡞薬≀（ᢠࢇࡀ๣）స⏝ᶵᗎ、๪స⏝の⑕
状ࢿ࣐ジメント、Ᏻ඲ᢅྲྀ࡞い、⦆࿴医療・生άㄪᩚ・服薬管理➼࡬の㛵୚、臨床ุ᩿。୪びに最
᪂治療と看護支援                                      （五味田） 

11 
 

臨床ᛂ⏝と実際（4）࢖）小ඣの発達にᛂࡌた薬≀療法、その薬≀ື態の特ᚩを㋃ࡲえた治療薬の
7'0➼を௓したฎ᪉タ計と看護支援、୪びにᝈ者の服薬管理、生άㄪᩚ。ロ）急性期・慢性期にお
の服薬管理と生άㄪᩚ࡬㧗㱋者ᝈ者（ࣁ。る薬≀ឤཷ性の㐪いと臨床ุ᩿ࡅる小ඣ・㧗㱋者におࡅ
。                                       （五味田） 

12 
 

臨床ᛂ⏝と実際（5）ዪ性の性と生Ṫにおࡅる薬≀のᙳ㡪と服薬管理、臨床ุ᩿、ዷፎ期・分ፔ期
・ᤵங期の薬≀のᙳ㡪、㝕③ಁ㐍๣、性࣍ルモン๣、⤒口㑊ዷと看護支援      （五味田） 

13 
 

薬๣を౑⏝するᝈ者の服薬コンプࣛ࢖アンスと生άㄪᩚの㔜せ性、回復ຊのಁ㐍、服薬管理⬟ຊの
ྥ上をᅗるたࡵの看護師としての教育と援助᪉法                   （五味田） 
 

14 薬≀療法をཷࡅるᝈ者と家族のどⅬから身体㠃・ᚰ理㠃のᙳ㡪と倫理ⓗ課題について     
臨床࡛の薬≀療法に㛵する⤒験஦౛をሗ࿌し、஦౛᳨ウを行う。薬≀療法に㛵する஦౛᳨ウを通し
てそこ࡛得た▱ぢを臨床࡛࡝のࡼうにά⏝していくか、ࡲた学生の体験発表について、教ဨࡀ教ᤵ
する。                                     （松浦） 
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15 ᝈ者と家族ࡀᏳᚰして薬≀療法（₎᪉を含む）をཷࡅられるたࡵに医師、薬๣師と༠ാする看護師
の支援 ᝈ者の薬≀療法（₎᪉を含む）の服薬管理⬟ຊのྥ上をᅗるたࡵの▱㆑と看護技⾡（服薬
アࣄࢻアࣛンス）について教ᤵする。                          （松浦） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

ࠗ臨床ሙ㠃࡛ࢃかる㸟 くすࡾの▱㆑࠘ーࢼースのฟ఍う臨床ሙ㠃・その㉁␲ー五味田⿱（┘）Ⲩᮌ
༤㝧（⦅） ༡Ụᇽ・ࠗ臨床薬理学࠘᪥本臨床薬理学఍⦅（୰野・Ᏻཎ 他） 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

臨床⌧ሙ࡛の薬≀治療において、看護支援㠃࡛の課題を⪃えておࡁ、それをㅮ⩏୰の᳨ウ課題とする
こと࠶ࡶる。ẖ回のㅮ⩏ෆᐜ࡛㛵㐃した基本ⓗ࡞⏝ㄒを理ゎすること。 

ᤵᴗのᙧᘧ 

 
プࣜント配௜㈨ᩱを୰ᚰにᤵᴗする。時に臨床ሙ㠃・その␲ၥ・ᛂ⟅（上グテ࢟スト）しࡀ࡞ら演習
をする。ࡲたど⫈ぬ㈨ᩱを⏝いること࠶ࡶる。 
 

評価の᪉法（評

価の配Ⅼẚ⋡

と評価のせⅬ） 

ᤵᴗ୰の㉁␲ᛂ⟅とᥦ♧課題࡬の࣏ࣞートᥦฟ 

その他 
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科目名 病態生理学 

ᢸ当教ဨ 五味田⿱、松浦⣧ᖹ、辻川┿ᘪ、吉田࿴ᯞ、➉ෆబᬛᜨ、⚟㘓ᜨᏊ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １・㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

⮚ჾ⣔⤫別に主せ࡞⑕ೃの病態生理を学習し、ᝈ者の病態生理を㋃ࡲえた、ࡾࡼ㧗度࡞看護を実㊶࡛ࡁ

る基♏ⓗ⬟ຊを㣴う。ල体ⓗには、臨床⌧ሙ࡛ࡼくほᐹࡉれる⑕ೃの病態生理をㅮ⩏し、そのࡼう࡞⑕

ೃを♧す஦౛の⑕状᳨ࡸ査ᡤぢ࡝࡞から病態生理を᳨ウし、プࣞࢮンテーション及びࢹィスカࢵション

を行う。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.主たる⑕ೃの病態生理ࡀ理ゎ࡛ࡁる。 

2.学習ෆᐜをά⏝して、஦౛の病態生理をᅗᘧ໬し、ㄝ࡛᫂ࡁる。  

3.ᥦ♧ࡉれた஦౛の病態を㋃ࡲえて、必せ࡞看護援助をㄝ࡛᫂ࡁる。 

 
育成する能力 
 

ྛ✀⑌ᝈの病態においてヲ⣽࡞生理学ⓗኚ໬を理ゎし、᰿ᣐに基࡙いた最㐺࡞看護ᑐᛂ⬟ຊを 

育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
  
     
     
 
 
 
 
 
     
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

病態生理学のᴫᛕ、⥲論㹇（ṇᖖと⑌ᝈ、⣽⬊・⤌⧊の㞀ᐖ ➼� 特に࣒࣋ࣞࣀࢤル࡛の病態、 
㑇ఏᏊ治療࡬の看護支援➼）                                 （五味田） 

㸰 ⥲論,,（生ά習័病、アࣞルࢠー性⑌ᝈ、⭘⒆、㑇ఏᏊ␗ᖖ、⪁໬とṚ ➼㸹特にྛ✀⑌ᝈの 
最᪂の病態病理᝟ሗとそれにᑐᛂする看護支援）                                 （五味田） 

㸱 
 

⓶⭵・体 ㄪ⠇と病態生理、共に⓶⭵・体 ㄪ⠇の㔜せ性と看護支援      （五味田・吉田） 

㸲 
 

ච␿⣔⑌ᝈの病態生理、と共に最᪂᝟ሗのྲྀ得と治療法、特にྛ✀ච␿⑌ᝈのゎ᫂にకう᪂つ 
治療法と看護支援                                （五味田） 

㸳 
 

体ᾮㄪ⠇と病態生理、⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔⑌ᝈの病態生理、と共に最᪂᝟ሗのྲྀ得とᑐᛂ、特に 
ྛ✀ච␿⑌ᝈのゎ᫂にకう᪂治療法と看護支援                  （五味田・➉ෆ） 

㸴 
 

ᚠ⎔ჾ⑌ᝈと病態生理、と共に最᪂᝟ሗのྲྀ得と治療法、特にྛ✀⑌ᝈのゎ᫂にకう᪂薬含む 
治療法と看護支援                                          （五味田・➉ෆ） 

㸵 ࿧྾ჾ⣔⑌ᝈと病態生理、と共に最᪂᝟ሗのྲྀ得と治療法、特に病態ゎ᫂にకう᪂治療法と 
看護支援                                  （五味田・➉ෆ） 

㸶 ᾘ໬ჾ⣔⑌ᝈの病態生理、代ㅰ⣔⑌ᝈの病態生理、と共に⫶⭠・⫢⑌ᝈの最᪂᝟ሗのྲྀ得と 
治療法、特に病態ゎ᫂にకう᪂薬にࡼる治療法と看護支援             （五味田・吉田） 

㸷 
 

⭈・Ἢᒀჾ⣔⑌ᝈの病態生理、と共に最᪂᝟ሗのྲྀ得と治療法、特に⭈・Ἢᒀჾ㡿域⑌ᝈ病態の 
ゎ᫂にకう᪂治療法と看護支援（㑇ఏᏊ治療ࡶ含む）                （五味田・吉田） 

10 
 

ෆ分Ἢ⣔⑌ᝈの病態生理� 生Ṫの௙⤌みと病態生理（ྛ⑌ᝈ発⌧ᶵᵓに㛵する最᪂᝟ሗと治療法 
 らびに看護支援法）                                  （五味田）࡞

11 
 

⬻神⤒⣔⑌ᝈの病態生理（ㄆ▱⑕、精神㞀ᐖの病態生理、ととࡶにྛ⑌ᝈ発⌧ᶵᵓに㛵する最᪂᝟
ሗと看護支援法を含む）                              （五味田） 

12 
 

D)➽㦵格⣔⑌ᝈの病態生理（➽⣔・㦵格⣔ྛ⑌ᝈ）と治療法、ᝈ者の42/㠃からの看護アプローࢳ 
E)ឤぬჾのാࡁと病態生理（最᪂の⪥㰯ဗႃ⣔(どぬ・⫈ぬ・Ⴅぬ➼)⑌ᝈの病態生理）、と共に 
ㄆ▱⑕➼の⪥㰯ဗႃ科㡿域࡛の看護支援                     （五味田・⚟㘓） 

13 
 

ឤᰁ⑕、ࢇࡀ⑌ᝈの病態生理（ឤᰁ⑕・ࢇࡀ⑌ᝈの病態の年代ⓗ⤒⦋とその⏬期ⓗ治療法に 
ついて、ච␿・㑇ఏ性ࣞ࣋ル➼࡛の治療についてゎㄝ、看護支援）           （五味田・辻川） 

14 
 

病態生理学ⓗኚ໬ࡀᝈ者の身体ᶵ⬟・ᚰ理㠃・♫఍㠃に及ࡰすᙳ㡪            
臨床࡛の病態生理学に㛵する体験஦౛をሗ࿌し஦౛᳨ウを行う。病態生理学に㛵する஦౛᳨ウを 
通して得た▱ぢを臨床࡛࡝のࡼうにά⏝していくか、ࡲた学生の体験を発表し、それに㛵して教 
ဨࡀ教ᤵする。                                   （松浦） 

15 
 

病態生理学ⓗኚ໬に㐺ᛂして、㉁の㧗い生άを㏦る支援                  
㆑と技⾡について教▱࡞に必せࡵンスに基࡙いたᑐ㇟の病態生理学ⓗኚ໬から42/ྥ上のたࢹࣅ࢚
ᤵする。                                       （松浦） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

吉ᒸಇṇࠗ㉸ࣅジࣗアル病態生理学࠘メジカルࣗࣅー♫ 

ᕷ田බ⨾ࠗ⑌病と病態生理࠘༡Ụᇽ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

テ࢟スト➼を⇍ㄞするととࡶに、ẖ回のㅮ⩏ෆᐜに㛵㐃した⏝ㄒをཧ⪃᭩➼࡛理ゎすること。 

ᤵᴗのᙧᘧ 配௜㈨ᩱ、ど⫈ぬ㈨ᩱ࡝࡞を⏝いたㅮ⩏、演習 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

授業中の質疑応答と提示課題へのレポート提出 

その他  
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科目名 フィジカルアセスメント 

ᢸ当教ဨ 
ᰘ田ᨻᙪ、す川㝯、野୰⣫士、前田吉ᶞ、松浦⣧ᖹ、㰻⸨ⱥኵ 

吉田࿴ᯞ、➉ෆబᬛᜨ、⚟㘓ᜨᏊ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １・㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

㧗度実㊶看護師ࡀ、」㞧࡞೺ᗣၥ題をᣢつᑐ㇟の身体状ἣを⣔⤫ⓗに඲身のデ査をし、臨床看護ุ᩿を行
うたࡵに必せ࡞フィジカルアセスメントの▱㆑と技⾡を教ᤵする。⣔⤫ⓗフィジカルアセスメントを基盤
として、࢚࢖ࣛࢡントの状態にἢࡗたアセスメントᡭ法と⤖果の臨床ุ᩿について実㊶ⓗに学ࡪ。プࣞࢮ
ンテーション及びࢹィスカࢵション、ᶍᨃᝈ者を⏝いた実㊶演習を行う。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1. 専門看護師に必せ࡞⣔⤫ⓗ身体デ査のᡭ技とព味、その⤖果を臨床ุ᩿に⤖びつࡅるᛮ⪃ຊを身につ
 。るࡅ

2. ඲身のྛ⮚ჾ、⣔のデ査と臨床ุ᩿を学ࡪ。 
3. 」㞧࡞೺ᗣၥ題をᣢつᑐ㇟のフィジカルアセスメントを修得する。 
4. 専門看護師に必せ࡞臨床看護ุ᩿⬟ຊを㧗ࡵる。 
 ุ・病態をゎ㔘、ࡁンスに基࡙ࢹࣅ࢚ᡤぢ➼のࡸるᑐ㇟者の⑕状࠶フ・ステージに࢖のࣛࠎ✀ .5

᩿し、それらに基࡙ࡁ臨床看護ุ᩿を行う⬟ຊを㣴う。 
6. 臨床࡛実㊶しているフィジカルアセスメントのຊ㔞を㧗ࡵる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

㧗度実㊶看護師ࡀᑐ㇟者のᢪえる೺ᗣၥ題について、඲身をシステ࣐ティࢡࢵにデて臨床看護ุ᩿ࡀ実᪋

 。の⬟ຊを育成するࡵるたࡁ࡛

 
 
 
 
 
 
ᤵᴗ計⏬ 

 
    
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

専門看護師に必せ࡞フィジカルアセスメントのຊ㔞 
ྛ✀⑌ᝈのフィジカルアセスメントのព味とゎᯒ➼                   （㰻⸨) 

㸰 ⬻神⤒⣔のフィジカルアセスメント 
⬻神⤒⣔のデᐹと評価�ၥデ、どデ、ゐデ、ᡴデ、ព㆑㞀ᐖ、཯ᑕ␗ᖖの評価について学ࡪ。 

                        （す川) 

㸱 
 

㐠ືჾ⣔のフィジカルアセスメント 
㐠ືჾ⣔のデᐹと評価�ၥデ、どデ、ゐデ、ᡴデ、ゐデ、㛵⠇ྍື域、⑊③の評価について学ࡪ。 
シ࣑ࣗࣞーࢱーモࢹルேᙧ(フィジコ)࡛の演習。                （⚟㘓・前田) 

㸲 
 

ᾘ໬ჾ⣔のフィジカルアセスメント 
ᾘ໬ჾ⣔（⭡部）のデᐹと評価㸸ၥデ�⭡部のどデ・ゐデ・ᡴデ・⫈デ、⭡Ỉのほᐹ、ዪ性ᝈ者の⭡
部のど᪉、⭡部のアセスメントの␃ពⅬ、⭡Ỉの評価について学ࡪ。シ࣑ࣗࣞーࢱーモࢹルேᙧ(フ
ィジコ)࡛の演習。                              （吉田・㰻⸨) 

㸳 
 

⪥㰯ဗႃ⣔のフィジカルアセスメント 
⪥㰯ဗႃ⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⪥㙾、⫈ຊ、㰘⭷・⅖⑕のほᐹにࡾࡼ⪥㰯ဗႃ⣔のアセス 
メントのの␃ពⅬを学ࡪ。ᶍᨃᝈ者࡛の演習。                    （す川) 

㸴 
 

║⑌ᝈのフィジカルアセスメント 
║⑌ᝈのデᐹと評価�ၥデ、どຊ、ど野、║ᗏ㙾のほᐹにࡾࡼ、どຊ㞀ᐖ、ⓑෆ㞀、㧗⾑ᅽ、 
⢾ᒀ病࡝࡞の評価について学ࡪ。ᶍᨃᝈ者࡛の演習。                   （す川) 

㸵 ᚠ⎔ჾ⣔のフィジカルアセスメント 
ᚠ⎔ჾ⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⬦のゐデ、ᚰ㡢の⫈デ・ᡴデ、⾑ᅽ、ᾋ⭘のほᐹ、࿧྾の 
評価、ᚠ⎔ື態の評価について学ࡪ。シ࣑ࣗࣞーࢱーモࢹルேᙧ(フィジコ)࡛の演習。 

（➉ෆ・㰻⸨) 

㸶 ⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔のフィジカルアセスメント 
⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⫈デ、のほᐹと⾑ᾮ᳨査にࡾࡼ、㈋⾑、ฟ⾑ഴྥ 
の評価。                                                          （ᰘ田) 

㸷 
 

代ㅰ⣔のフィジカルアセスメント 
代ㅰ⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⫈デ、ᡴデ、身体計 にࡾࡼ、ᰤ㣴・代ㅰのアセスメントの 
␃ពⅬと評価を学ࡪ。ᶍᨃᝈ者࡛の演習。                             （野୰) 

10 
 

࿧྾ჾ⣔のフィジカルアセスメント 
࿧྾ჾ⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデにࡾࡼ࿧྾の評価をする。⫵㞧㡢の評価の␃
ពⅬを学ࡪ。、シ࣑ࣗࣞーࢱーモࢹルேᙧ(フィジコ)࡛の演習。             （➉ෆ・㰻⸨) 

11 
 

ච␿⣔のフィジカルアセスメント 
ච␿⣔のデᐹと評価� ၥデ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、⾑ᾮ᳨査⤖果から、⅖⑕཯ᛂの評価を学ࡪ。 

（ᰘ田) 

12 
 

ෆ分Ἢ⣔のフィジカルアセスメント 
ෆ分Ἢ⣔デᐹと評価� ၥデ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、࣍ルモン᳨査⤖果の評価について学ࡪ。 

                                   （ᰘ田) 

13 
 

性ᶵ⬟・⭈Ἢᒀჾ⣔のフィジカルアセスメント 
性ᶵ⬟・⭈Ἢᒀჾ⣔の� ၥデ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、ᒀ㔞、ᒀ᳨査⤖果の評価について学ࡪ。 

                  （吉田・㰻⸨) 

14 
 

㧗度࡞フィジカルアセスメントの実㊶のព味                   
看護師ࡀ行う㧗度࡞フィジカルアセスメントࡀᝈ者と家族の␗ᖖの᪩期発ぢ、೺ᗣ回復につࡀ࡞るこ
とをフィジカルアセスメントの実㊶౛を基にウ㆟する。                    （松浦）
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ᤵᴗ計⏬ 
 
 

15 
 

ᝈ者ࡀ⮬らフィジカルアセスメントのኚㄪにẼ࡙く支援                          
」㞧࡞೺ᗣၥ題をࡗࡶたᑐ㇟ࡀ⮬らフィジカルアセスメントし、身体のኚㄪにẼ࡙くたࡵに必せ࡞▱
㆑と技⾡について体験஦౛を基にウ㆟する。                            （松浦）

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

ᕤ⸨஧㑻ࠗフィジカルアセスメントの᰿ᣐࢃࡀかる� ᶵ⬟㞀ᐖからみた からだのメカ࣒࠘ࢬࢽ 
医学᭩院   ⸨ᓮ 㑳ࠗフィジカルアセスメント᏶඲࠘ࢻ࢖࢞学研メࢹィカル⚽₶♫ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

ᣦᐃࡉれたテ࢟ストを⇍ㄞするととࡶに、ẖ回のㅮ⩏ෆᐜに㛵㐃したཧ⪃᭩࡛基本ⓗ࡞⏝ㄒを理ゎするこ
と。 
（஦前学習）臨床࡛実㊶しているフィジカルアセスメントの目ⓗ、᰿ᣐ、技⾡をࡲとࡵ、実㊶しているフ

ィジカルアセスメントࡀᝈ者の␗ᖖの᪩期発ぢ、๪స⏝の᪩期発ぢ、⑕状のண に⧅ࡗࡀた
஦౛をࡲとࡵておく。 

（஦後学習）学習したフィジカルアセスメントの▱㆑と技⾡を臨床࡛ᛂ⏝し、これ࡛ࡲその┦㐪をࡲとࡵ
ておく。 

ᤵᴗのᙧᘧ テ࢟スト、配௜㈨ᩱ、ど⫈ぬ㈨ᩱを⏝いたㅮ⩏、演習 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

➹グ試験（80�）࣏ࣞート課題（20�） 

その他 
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科目名 看護研究特論 

ᢸ当教ဨ 𠮷村㞞世、服部ᚊᏊ、すⷵ㈆Ꮚ、松浦⣧ᖹ、辻下守ᘯ、୰川ᬗ、୸ᑿᬛ実 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 必修 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

看護学の専門ⓗ࡞▱㆑ࡸ技⾡のྥ上とその㛤発をᅗるたࡵの研究άືを行う上࡛必せと࡞る基♏ⓗ⬟ຊ
を育成するたࡵ、看護研究の㐣程ࡸ課題࡬のアプローࢳ᪉法࡝࡞研究の᪉法を඲⯡ⓗに学ࡪ。 
 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.看護研究の㐣程を理ゎ࡛ࡁる。 
2.文⊩のࣜࢡティーࢡについて理ゎ࡛ࡁる。 
3.研究課題のタᐃのプロセスを理ゎ࡛ࡁる。 
4.ྛ✀の研究ᡭ法を理ゎ࡛ࡁる。 
5.⮬分ࡀ実㊶してࡁた看護研究の課題を᫂☜にする。 
6.修士論文又は課題研究のたࡵの研究ᡭ法を᫂☜にする。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
特別研究、課題研究、及びࢿ࣐ジメントຊに必せ࡞看護研究の᪉法を習得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

看護研究とは 
看護研究とは࡞にかについて、研究課題、研究࢖ࢨࢹン、研究のプロセスを୰ᚰに教ᤵする。 

                                 （服部） 

㸰 看護研究と倫理 
研究におࡅる倫理の⪃え᪉と倫理ⓗ配៖の実際について教ᤵする。 
倫理審査⏦ㄳ᭩のグ㏙について、モࢹルを基に学習する。                    （服部） 

㸱 
 

文⊩ࣜࢡティー１ࢡ 
研究άືにάかす文⊩ࣜࢡティーࢡの基♏について学び、⮬分の㛵ᚰ㡿域の文⊩を⏝いてࣜࢡティ
ーࢡを行う。 
⮬分のࣜࢡティーࢡと他者のࣜࢡティーࢡの┦㐪をウ㆟し、⮬分ࡀぢⴠとしているⅬについて 
ᐈほⓗに理ゎを῝ࡵる。                                                       （すⷵ） 

㸲 
 

文⊩ࣜࢡティーࢡ㸰                      
㧗度看護実㊶ࡸ看護研究におࡅるシステ࣐ティࣗࣅࣞࢡࢵーの必せ性ࡸその᪉法࡝࡞、 
システ࣐ティࣗࣅࣞࢡࢵーの基本を教ᤵする。                                  （すⷵ） 

㸳 
 

研究のᡭ法１（㔞ⓗ研究ᡭ法） 
㔞ⓗ研究ᡭ法を⏝いる研究࢖ࢨࢹンࡸ㔞ⓗᡭ法の㝈⏺について教ᤵする。 
これ࡛ࡲ実᪋した㔞ⓗ研究を⏝いて、その㝈⏺ࡸ課題、良いⅬを᳨ウする。           （すⷵ） 

㸴 
 

研究のᡭ法㸰（㔞ⓗ研究ᡭ法） 
㔞ⓗ分ᯒのたࡵのࢹーࢱ཰㞟᪉法ࡸኚ数の ᐃ᪉法について教ᤵする。                 （すⷵ） 

㸵 研究のᡭ法㸱（㔞ⓗ研究ᡭ法） 
⤫計学ⓗ分ᯒの᪉法について教ᤵする。                              （すⷵ） 

㸶 研究のᡭ法㸲（㉁ⓗ研究ᡭ法） 
㉁ⓗ研究ᡭ法を⏝いる研究࢖ࢨࢹンとそれぞれの࢖ࢨࢹンの特ᚩ࡝࡞、㉁ⓗ研究ᡭ法の基♏を教ᤵ
する。  
実᪋した㉁ⓗ研究を⏝いて、୙㊊しているⅬࡸ課題を᳨ウする。                       （𠮷村） 

㸷 
 

研究のᡭ法㸳（㉁ⓗ研究ᡭ法） 
㉁ⓗグ㏙ⓗෆᐜ分ᯒ、࢘ࣛࢢンࢻࢵࢹ・セࣜ࢜ー、࢚スࣛࢢࣀフィーの᪉法について教ᤵする。 
                                                                                 （𠮷村） 

10 
 

研究のᡭ法㸴（㉁ⓗ研究ᡭ法） 
⌧㇟学、歴史ⓗ研究法の᪉法について教ᤵする。                          （𠮷村） 

11 
 

研究のᡭ法㸵（఍ヰ分ᯒ）                 
఍ヰ分ᯒの᪉法について実㊶஦౛を基に分ᯒの᪉法をウ㆟する。                   （𠮷村） 

12 
 

研究のᡭ法㸶（ࣛࢼティࣈ） 
研究άືにおࡅる臨床ࣛࢼティࣈアプローࢳの᭷ຠ性ࡸ、実౛を⤂௓しࡀ࡞ら、 
実㊶のሙにおࡅる研究άື࡬のά⏝についてウ㆟する。                          （୰川） 

13 
 

研究のᡭ法㸷（ࣛࢼティࣈ） 
臨床ࣛࢼティࣈアプローࢳの᪉法を教ᤵする。                                 （୰川） 

14 
 

研究のᡭ法10（ΰ合研究ᡭ法） 
テ࢟ストࢽ࢖࣐ンࢢを⏝いた研究を⤂௓しࡀ࡞ら、テ࢟ストࢽ࢖࣐ンࢢの᪉法について 
教ᤵする。                                               （松浦）

15 
 

研究のᡭ法11（実験ⓗᡭ法） 
 実㊶のሙ࡛の研究άືにおࡅる実験ⓗᡭ法のά⏝౛を♧しࡀ࡞ら、実験ⓗᡭ法の計⏬ࡸ㐍ࡵ᪉につ
いて教ᤵする。 
これ࡛ࡲの学習から、修士論文又は課題研究のたࡵに必せ࡞研究ⓗどⅬと研究᪉法をウ㆟する。  

（辻下・୸ᑿ） 
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テ࢟スト・ཧ
⪃᭩ 

∾野ΎᏊ、ࠗࢹࣅ࢚ンスに基࡙く看護実㊶のたࡵのシステ࣐ティࣗࣅࣞࢡࢵー࠘、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 
SX]DQ .. *URYH、NDQF\ %XUQV�-HQQLIHU 5. *UD\、㯮田 ⿱Ꮚ他ヂ、ࠗࣂーンࢬ	ࢢローࣈ 看護研究ධ門 ཎ
ⴭ➨7∧ ―評価・⤫合・ࢹࣅ࢚ンスの生成࠘、࢚ルࣅࢮア・ジࣕࣃン 
川野㞞㈨⦅ⴭ(2015)�看護研究、3,/$5 3UHVV 
川野㞞㈨⦅ⴭ(2002)�看護研究ධ門、ᫍ࿴᭩ᗑ 
その他、㐺ᐅ⤂௓する。 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）ձこれ࡛ࡲ実㊶した看護研究についてࡲとࡵ、研究としての୍㈏性について᳨ウしておく。
ղཧ加した学఍➼࡛、印㇟ⓗ࡞研究についてࡲとࡵておく。ճ学⾡研究論文を2本ㄞ࡛ࢇおく。 
（஦後学習）ձ⮬分ࡾྲྀࡀ⤌みたい研究課題を᫂☜にする。特に、研究᪉法について⥅⥆ⓗに学習する。
ղᶵ఍を得て、᪥本看護科学学఍ࡸ᪥本看護研究学఍、その他ྛ専門㡿域の学఍にཧ加する。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション、実᪋した研究のᥦ♧ 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート（100㸣） 
⮬分ࡀ行いたい研究課題を᫂☜にし(20�)、⪃えられる研究᪉法をᥦ♧し(40�)、᝿ᐃする倫理ⓗ課題を
᳨ウし(20�)、研究᪉法の課題と฼Ⅼを文⊩を基に論㏙する(20�) 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、𠮷村㞞世、すⷵ㈆Ꮚ、Ⱚ田ࡺかࡾ、松浦⣧ᖹ、吉川⩏அ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

在宅࡛生άしているᵝ࢖ࣛ࡞ࠎフステージにおࡅるேࠎの 42/ のྥ上を目ᣦし、೺ᗣの⥔ᣢ・ ቑ㐍と

⑌病治療に㛵する援助について⌧状の課題を⪃える。 在宅療㣴࡛看護ࡀᢸう医療の୰࡛、㧗度ࢿ࣐࡞

ジメントをకう医療・ฎ⨨について国際ⓗ、他⫋✀との㐃ᦠ、ࣜーࢲーシࢵプを࢟ー࣡ーࢻに、小ඣ

・成ே・⪁年とᵝ࢖ࣛ࡞ࠎフステージに࠶るேࠎの⌧状を分ᯒし課題について⪃える。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.在宅療㣴におࡅる治療・ฎ⨨の⌧状から࢖ࣛ࡞ࡲࡊࡲࡉフステージに࠶るே࡬ࠎの看護の役割に 

ついての課題を⪃ᐹ࡛ࡁる 

2.在宅療㣴におࡅる治療・ฎ⨨の⌧状と㛵ࢃるከᵝ࡞⫋✀から看護の役割について௒後の課題を⪃ 

ᐹ࡛ࡁる。 

3.在宅療㣴におࡅる治療・ฎ⨨の⌧状と国際ẚ㍑から看護の௒後の課題を⪃えることࡁ࡛ࡀる。 

4.在宅医療において㧗度࡞医療技⾡を必せとする医療の୰࡛のࣜーࢲーシࢵプについて⪃ᐹ࡛ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

在宅におࡅる࢖ࣛ࡞ࡲࡊࡲࡉフステージに࠶るேの೺ᗣ課題と㧗度࡞在宅医療の࡞か࡛のࢳー࣒医療

におࡅる看護⫋の役割を⪃ᐹする⬟ຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

在宅療㣴の成❧の᮲௳と看護άື                         （守本） 

在宅看護とは 在宅療㣴と家族の支援  在宅療㣴を必せとするேたち 

 れる医療・ฎ⨨ 㸰ࢃフステージと೺ᗣ  在宅看護࡛行࢖ࣛ

㸱 
 

在宅におࡅる㓟⣲療法、྾ධといࡗた࿧྾ჾの医療について、国際性、他⫋✀、ࣜーࢲーシࢵプを
 。文⊩➼から⌧状について⪃える、ࡵをỴ࣐にテーࢻー࣡ー࢟
                                        （𠮷村） 㸲 

 

㸳 
 

在宅におࡅる࢖ンシࣗࣜン療法といࡗた⢾ᒀ病に㛵する医療について、国際性、他⫋✀、ࣜーࢲー

シࢵプを࢟ー࣡ーࢻにテー࣐をỴࡵ、文⊩➼から⌧状について⪃える。 

      （𠮷村・すⷵ） 㸴 
 

㸵 
 

在宅におࡅる᤼ἥ支援、㌿ಽ・㌿ⴠண㜵、〟⒔ฎ⨨、⤒管ᰤ㣴について、国際性、他⫋✀、ࣜーࢲ

ーシࢵプを࢟ー࣡ーࢻにテー࣐をỴࡵ、文⊩➼から⌧状について⪃える。  

                 （𠮷村・すⷵ） 㸶 

㸷 
 

在宅におࡅるࢇࡀ性⑊③にᑐする医療について、国際性、他⫋✀、ࣜーࢲーシࢵプを࢟ー࣡ーࢻに
テー࣐をỴࡵ、文⊩➼から看護の課題を⪃える。                  （松浦） 

10 
 

11 
 

支援ࡀᅔ㞴࡞在宅療㣴ᝈ者࡬の専門ⓗ看護実㊶㸸神⤒➽㞴病・家族      
 （Ⱚ田） 

12 
 

支援ࡀᅔ㞴࡞在宅療㣴ᝈ者࡬の専門ⓗ看護実㊶㸸Ａ㹊Ｓᝈ者・家族 
      （Ⱚ田） 

13 
 

1.在宅におࡅる㧗㱋者の⬤ᙅ࡞⓶⭵・๰യの管理とその課題 
 1）⓶⭵⿣യ（VNLQ WHDU） 2）ᾋ⭘  3）〟⒔ 

2.在宅におࡅる᤼ἥ管理とその課題 
1） ኻ⚗ケア 2）ኻ⚗㛵㐃⓶⭵⅖（,QFRQWLQHQFH $VVRVLDWHG 'HUPDWLWLV） 
3) ストー࣐ಖ᭷者࡬のケア 

・在院᪥数▷⦰にకう在宅ケアにồࡵられるࡶの ・ᒁᡤ管理の評価 
3.⓶⭵・᤼ἥケア㡿域におࡅる専門性の㧗い看護師（特ᐃ行Ⅽを含む）との㐃ᦠ       （吉川） 

14 
 

15 
 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

在宅看護―ᬽらしをみつࡵる看護のどⅬ― Ỉᡞ⨾ὠᏊ ⦅㞟 2014.2 ୰ኸ法つฟ∧ 
ᨺ㏦大学教ᮦ 在宅看護論 ⚟ᓥ㐨Ꮚ、川野ࡺ࠶み⦅ⴭ 2017.3 ᨺ㏦大学教育᣺⯆఍ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

在宅医療࡛実᪋ࡉれている㧗度医療・ฎ⨨について学ࡪ。 
ᢸ当するテー࣐以እࡶ、文⊩᳨⣴➼࡛ணഛ▱㆑をᣢࡗてࢹィスカࢵションに臨むこと。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート（100㸣）࣏ࣞ

その他  
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科目名 在宅看護学特論Ⅱ（慢性期） 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、𠮷村㞞世、辻下守ᘯ、ᇼෆ⨾⏤⣖、松浦⣧ᖹ 

スࣛࢡ ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年 

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

ᤵᴗのᴫせ 

成ே期・⪁年期の主せ࡞⑌ᝈの慢性期におࡅる㧗度࡞඲ேⓗ看護ࡀ実᪋࡛ࡁる⬟ຊを育成する。ࡲた、

在宅におࡅる慢性期看護の௒᪥ⓗ課題を⪃える。 

成ே期・⪁年期に㉳こࡾうる主せ࡞⑌ᝈをྲྀࡾ上ࡆ、在宅におࡅる医療・ฎ⨨をཷࡅる஦౛のプࣞࢮ

ンテーションから඲ேⓗ看護の実㊶についてࢹィスカࢵションし、在宅看護におࡅる㧗度医療にᑐᛂ

する᪉法、課題を⪃える。

ᤵᴗの目ᶆ 

1.在宅࡛医療を生ᾭ⥅⥆するᝈ者・家族を理ゎするたࡵの基盤と࡞る理論とᴫᛕについて学び、実㊶
と研究࡬の㐺⏝を᥈究する。

、ているᝈ者のၥ題Ⅼをぢฟしࡅびฎ⨨をཷࡼる㧗度医療おࡅフステージにおいて在宅にお࢖ࣛྛ.2
඲ேⓗ看護について᥈究する。

3.在宅におࡅる慢性⑌ᝈをࡶつᝈ者おࡼび家族の௒᪥ⓗ課題を᥈究し、看護を㛤発する基盤を修得す
る。

育成する⬟ຊ 
在宅におࡅる主せ࡞⑌ᝈの慢性期におࡅる㧗度࡞඲ேⓗ看護ࡁ࡛ࡀる⬟ຊを育成する。ࡲた、慢性期

⑌ᝈをᣢつᝈ者及び家族の೺ᗣ課題を分ᯒし、看護を㛤発する⬟ຊを育成する。 

ᤵᴗ計⏬ 

１ 在宅看護（慢性期⑌ᝈ）におࡅる基本理ᛕ （守本） 

ア࣎ࢻカシー、࢚ン࣡ࣃーメント、ࣃートࢼーシࢵプ、ヘルスプロモーション、

⮬ᕫຠຊឤ、セルフࢿ࣐ジメント࡝࡞の基本ᴫᛕを学ࡪ。㸰 

㸱 
在宅看護と家族 家族の௓護㈇ᢸと㍍ῶについて、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉ྥ性について⪃える。 

（ᇼෆ） 

㸲 
C23'（慢性㛢ሰ性࿧྾ჾ⑌ᝈ）を主とする࿧྾ჾ⑌ᝈをᝈうᝈ者・家族の看護について、⌧状と課
題、課題ゎỴの᪉ྥ性について⪃える。      （守本） 

㸳 

㸴 
⬻༞୰後㑇⑕、ㄆ▱⑕࡝࡞の神⤒㞀ᐖᝈ者・家族の看護について、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉ྥ性
について⪃える。  （守本） 

㸵 

㸶 ⬻⾑管⑌ᝈにࡾࡼ㯞⑷の࠶るᝈ者・家族の看護について、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉ྥ性について

⪃える。 （ᇼෆ） 㸷 

10 ➽㦵格⣔㞀ᐖにࡾࡼ、άືに支㞀をࡁたすᝈ者・家族の看護について、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉
ྥ性について⪃える。（㦵⢒しࡻう⑕、大⭣部㢕部㦵ᢡ、⭜᳝㦵ᢡ、上⭎㦵ᢡ࡝࡞） 

 （辻下） 11 

12 
 。看護について、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉ྥ性について⪃えるࢇࡀるࡅᑐ⟇基本法と在宅におࢇࡀ

（松浦） 
13 

14 ⢾ᒀ病（合ే⑕を含む）をᝈうᝈ者・家族の看護について、⌧状と課題、課題ゎỴの᪉ྥ性につい

て⪃える。 （𠮷村） 
15 

テ࢟スト
・ཧ⪃᭩

在宅医療実㊶0 2013.4 ࢻ࢖࢞HGLFDO 3UDFWLFH⦅㞟ጤဨ఍  
慢性期看護3➨ࠕ∧ࠖ㕥ᮌᚿὠᯞ、⸨田బ࿴⦅㞟 2014.3 ࢾーࣦ࢙ルࣄロカ࣡ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

在宅医療࡛、ࡼくぢられる⑌ᝈと看護について学びを῝ࡵる。 
ᢸ当するテー࣐以እࡶ、文⊩᳨⣴➼࡛ணഛ▱㆑をᣢࡗてࢹィスカࢵションに臨むこと。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ

Ⅼ） 

ート（100㸣）࣏ࣞ

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅲ（回復支援） 

ᢸ当教ဨ 辻下守ᘯ、ఀ⸨೺୍、小林࿴ᙪ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

地域࡛の在宅生άを回復支援する上࡛の基盤と࡞る地域ࣜࣜࣅࣁテーションの理ᛕを理ゎし、ケアに
㛵ࢃる者ࡀ果たすࡁ࡭役割について理ゎを῝ࡀ࡞ࡵら、在宅生άにおࡅる回復支援のたࡵのࣜーࢲー
としてά㌍࡛ࡁるࡼう࡞実㊶ⓗ⬟ຊの基♏を㔊成する。ල体ⓗには、地域生ά支援に必㡲࡛࠶る᪥ᖖ
生άືసの⋓得を目ᣦした行ື分ᯒ学ⓗアプローࢳを習得するととࡶに、地域において௓護ண㜵を実
る地域生ά者にᑐするࡼ༠ാにࡸከ⫋✀との㐃ᦠ࡝࡞ストࣆジメント⬟ຊ、そしてセࣛࢿ࣐るࡁ࡛㊶
ಶ別支援⬟ຊをᾰ㣴する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.地域࡛の在宅生άを回復支援するたࡵの地域ࣜࣜࣅࣁテーションの理ᛕを理ゎする。 
2.在宅࡛の回復支援を᥎㐍のたࡵ実㊶⬟ຊを習得する。  
3.᪥ᖖ生άືసの⋓得に必せ࡞行ື分ᯒ学ⓗアプローࢳを実㊶࡛ࡁる。  

 
育成する⬟ຊ 
 

௓護ண㜵࡝࡞在宅生άをྥ上ࡏࡉるたࡵの回復支援ሙ㠃におࡅるከ⫋✀との㐃ᦠに㛵するࢿ࣐ジメン
トຊを修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ㅮ⩏ࢲ࢖࢞ンス、在宅におࡅる回復支援のᴫせ   
                     （辻下） 

㸰 ᪥ᖖ生άືసの㐠ື学とືస分ᯒ                     
（辻下） 

㸱 
 

在宅生άにおࡅる᪥ᖖ生άືస㞀ᐖ                        
   （辻下） 

㸲 
 

௓護ண㜵のࢿ࣐ジメントと実㊶アプローࢳ                         
（辻下） 

㸳 
 

生ά習័病を合ేするᝈ者の在宅におࡅるセルフケア 
    （ఀ⸨） 

㸴 
 

⫧‶を合ేするᝈ者の回復支援 
   （ఀ⸨） 

㸵 慢性࿧྾㞀ᐖを合ేするᝈ者の回復支援              
（ఀ⸨） 

㸶 ᚰ➽᱾ሰ後のᝈ者にᑐする回復支援     
（ఀ⸨） 

㸷 
 

⢾ᒀ病のᝈ者にᑐする回復支援                              
（ఀ⸨） 

10 
 

行ື分ᯒ学を⏝いた᪥ᖖ生άືసの評価                         
（小林） 

11 
 

᪥ᖖ生άືసᣦᑟにおࡅるᛂ⏝行ື分ᯒ学１（ࢻࢵ࣋上基本ືస）          
  （小林） 

12 
 

᪥ᖖ生άືసᣦᑟにおࡅるᛂ⏝行ື分ᯒ学㸰（ᗙ位・❧位ືస）          
       （小林） 

13 
 

᪥ᖖ生άືసᣦᑟにおࡅるᛂ⏝行ື分ᯒ学㸰（Ṍ行・移ືືస）       
          （小林） 

14 
 

在宅ሙ㠃࡛の௓護者にᑐする᪥ᖖ生άᣦᑟ             
             （小林） 

15 
 

地域におࡅる在宅生άの回復支援の実㊶஦౛         
                （辻下） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

辻下守ᘯ・小林࿴ᙪࠗࣜࣜࣅࣁテーションのたࡵの行ື分ᯒ学ධ門࠘医ṑ薬ฟ∧ 
ኴ田ோ史ࠗ地域ࣜࣜࣅࣁテーションཎ論࠘医ṑ薬ฟ∧ 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

ᣦᐃࡉれたテ࢟ストを⇍ㄞするととࡶに、ẖ回のㅮ⩏ෆᐜに㛵㐃したཧ⪃᭩࡛基本ⓗ࡞⏝ㄒを理ゎす
ること。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ テ࢟スト、配௜㈨ᩱ、ど⫈ぬ㈨ᩱを⏝いたㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

➹グ試験（80�）、࣏ࣞート課題（20�） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、ᖹ野文⏨ 

スࣛࢡ ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年 

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

ᤵᴗのᴫせ 
急㏿に㐍行する地域の㧗㱋໬を理ゎし、地域包括支援システ࣒を᥎㐍する୰࡛の看護⫋ࡀ果たす役割

・課題・ၥ題Ⅼについて理ゎするととࡶに、地域の特性を生かした地域包括支援についてᴫㄝする。

。る研究を理ゎし、⮬らの研究に役❧てるຊを習得するࡅた、専門分野におࡲ

ᤵᴗの目ᶆ 
1.医療㐃ᦠ・地域包括支援システ࣒のᵓ⠏の୰࡛の看護⫋の役割について⪃ᐹ࡛ࡁる。

2.೺ᗣ・୙೺ᗣをၥࢃず、࡞ࡲࡊࡲࡉ೺ᗣࣞ࣋ルに࠶るேࡀ、地域࡛生άするたࡵの೺ᗣ支援・೺

ᗣቑ㐍について⪃ᐹ࡛ࡁる。

3.地域の特性をᢕᥱするたࡵのಖ೺・医療⤫計を理ゎする。

4.専門分野におࡅる研究を⪃ᐹし、⮬らの研究計⏬に役❧てることࡁ࡛ࡀる。

育成する⬟ຊ 
地域包括支援システ࣒を᥎㐍するたࡵに看護⫋ࡀ果たす役割・課題について理ゎすること࡛、地域包
括支援システ࣒を᥎㐍࡛ࡁる教育ຊを修得する。 

ᤵᴗ計⏬ 

 るேの೺ᗣ支援・೺ᗣቑ㐍࠶ルに࣋೺ᗣࣞ࡞ࡲࡊࡲࡉ １
（守本） 

㸰 医療㐃ᦠと地域包括支援システ࣒ 
（守本） 

㸱 ㆛ዶ、ㄆ▱⑕、⬻༞୰後㑇⑕ᝈ者の在宅看護に㛵㐃する制度と♫఍㈨※ 
（守本） 

㸲 ㆛ዶ、ㄆ▱⑕、⬻༞୰後㑇⑕ᝈ者のケースࢿ࣐ジメントとࢳー࣒医療 
（守本） 

㸳 ㆛ዶ、ㄆ▱⑕、⬻༞୰後㑇⑕ᝈ者の地域包括ケア㐃ᦠ 
（守本） 

㸴 ಖ೺・医療⤫計ձ 
（ᖹ野） 

㸵 ಖ೺・医療⤫計ղ 
（ᖹ野） 

㸶 地域包括支援システ࣒のᵓ⠏の実際 ㄆ▱⑕  
（守本） 

㸷 
論文ࣜࢡティーࢡձ 
地域包括支援システ࣒におࡅるᵓ成せ⣲に㛵する文⊩ࣜࢡティーࢡから、研究の⌧状と課題・᪉ྥ 
性を⪃える。（ఫࡲいとఫࡲい᪉、生ά支援、」合サーࣅス、௓護・医療・⚟♴、本ே・家族の 
選択とᚰᵓえ➼） 

（守本） 

10 

11 

12 
論文ࣜࢡティーࢡղ 
地域包括システ࣒におࡅる⮬❧支援に㛵する文⊩ࣜࢡティーࢡから、研究の⌧状と課題・᪉ྥ 
性を⪃える。（⮬助、஫助、共助、බ助➼）  

 （守本） 

13 

14 

 ࡵとࡲ 15
（守本） 

テ࢟スト
・ཧ⪃᭩

国Ẹ⾨生のືྥ (最᪂∧)ཌ生ປാ┬⤫計༠఍ 
 え、∾本ΎᏊ⦅ⴭ 2014.6 ᪥本看護༠఍ฟ∧఍ࡸ山川み ࢡティーࣜࢡかる看護研究論文のࢃくࡼ

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 医療㐃ᦠ・地域包括支援システ࣒におࡅる⌧状について理ゎしておくこと 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ࢢループ࣡ーࢡ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

ート（70㸣）࣏ࣞ
プࣞࢮンテーション（30㸣）

その他 

2020.4.12 ᖹ野㠀ᖖ໅ㅮ師は、┴❧医大のㅮ師࡬ኚ᭦をணᐃ 
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科目名 在宅看護学特論演習 

ᢸ当教ဨ 守本とࡶᏊ、𠮷村㞞世、辻下守ᘯ、ᇼෆ⨾⏤⣖、松浦⣧ᖹ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
演習 

（୍部ㅮ⩏） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

慢性⑌ᝈ・㞀ᐖのண㜵にྥࡅて、ᮃࡲしい生ά習័のᙧ成と慢性⑌ᝈ・㞀ᐖをᣢち在宅࡛生άするே
とその家族࡬の支援について、文⊩ࣞࣗࣅーࢹࡸィスカࢵションを行い、ᑐ㇟のከᵝࢽ࡞ーࢬにᑐᛂ
した援助᪉法ࡸ看護⫋の役割について㏣究する。国際ⓗどⅬࡸ他の専門⫋のどⅬにࡶὀ目して在宅療
㣴を支える看護⫋の役割を⪃える。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.╔目するテー࣐について、国際ⓗに、ࡲた他⫋✀のどⅬから文⊩ࣞࣗࣅーࡁ࡛ࡀる。 
2.タᐃしたテー࣐について、࢖ࣛ࡞ࡲࡊࡲࡉフステージに࠶るேࠎのከᵝࢽ࡞ーࢬにᑐᛂした援助᪉

法を㏣究することࡁ࡛ࡀる。 
3.タᐃしたテー࣐について、࢖ࣛ࡞ࡲࡊࡲࡉフステージに࠶るேࠎのከᵝࢽ࡞ーࢬにᑐᛂした看護 

師の役割を㏣究することࡁ࡛ࡀる。 
 。れるྲྀࡀプࢵーシࢲションの୰࡛ࣜーࢵィスカࢹ.4

 
育成する⬟ຊ 
 

在宅におࡅるᝈ者と家族のከᵝࢽ࡞ーࢬにᑐᛂ࡛ࡁる援助᪉法ࡸ在宅医療を支える看護⫋の役割につ

いて᥈ồ࡛ࡁる⬟ຊを育成する。ࡲた、在宅看護のࣜーࢲーとしてࣜーࢲーシࢵプྲྀࡀれる⬟ຊを育

成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

テー࣐のỴᐃ 文⊩ࣞࣗࣅー、プࣞࢮン㈨ᩱస成のᡴち合ࡏࢃ 
                                         （守本） 

㸰  
C23'（慢性㛢ሰ性⫵⑌ᝈ）を主とする࿧྾ჾ⑌ᝈᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ⟇につ
いてのプࣞࢮンテーションとࢹィスカࢵション 

                                                       （守本） 

㸱 
 

㸲 
 

 
➽㦵格⣔㞀ᐖにࡾࡼ、άືに支㞀をࡁたすᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ⟇についての
プࣞࢮンテーションとࢹィスカࢵション 

                                                 （辻下）
㸳 
 

㸴 
 

 
⢾ᒀ病（合ే⑕を含む）ᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ᪉法についてのプࣞࢮンテーシ
ョンとࢹィスカࢵション                                                    

（𠮷村） 
㸵 

㸶  
⬻⾑管⑌ᝈにࡾࡼ㯞⑷の࠶るᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ᪉法についてのプࣞࢮン
テーションとࢹィスカࢵション 

                                               （ᇼෆ）

㸷 

10 
 

 
ࢵィスカࢹンテーションとࢮる課題とそのゎỴ᪉法についてのプࣞࡅᝈ者と家族の看護におࢇࡀ
ション 

                                                （松浦）
11 
 

12 
 

 
⬻༞୰後㑇⑕ᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ᪉法についてのプࣞࢮンテーションとࢹ
ィスカࢵション 

                                                  （守本）
13 
 

14 
 

 
ㄆ▱⑕⑌ᝈ者と家族の看護におࡅる課題とそのゎỴ᪉法についてのプࣞࢮンテーションとࢹィス
カࢵション                 

                                            （守本）
15 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
ྛ⮬、最᪂の文⊩ࣞࣗࣅーを行い㈨ᩱとする。 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
⯆味の࠶るテー࣐以እࡶ、文⊩᳨⣴➼࡛ணഛ▱㆑をᣢࡗてࢹィスカࢵションに臨むこと。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ 
プࣞࢮンテーションとࢹィスカࢵション、࠶るいはࢢループ࣡ーࢡ、プࣞࢮンテーション、ࢹィスカ
 ションࢵ

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ー（30㸣）ࣗࣅࣞ⫣についての文࣐のཧ加（40㸣） テー࡬ションࢵィスカࢹ
看護の役割についての⪃ᐹ（30㸣） 

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅰ（発達支援） 

ᢸ当教ဨ 山口ồ、服部ᚊᏊ、ᕷ村⏤⨾Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

成育看護学の基盤と࡞る小ඣの成㛗発達のㅖ理論を学び、௒᪥ⓗၥ題から、育ちの⎔ቃを᥈ࡾ、ぶの

㣴育態度ࡸ家族のၥ題を理ゎする。小ඣの発達評価から㐺ษ࡞発達支援を学び、小ඣと家族のࡼࡾࡼ

い成㛗発達をಁ㐍する包括ⓗ看護⬟ຊを育成する。 

小ඣをとࡲࡾく成育看護学おࡼび家族看護学の㛵㐃㡿域の文⊩を㉎ㄞし、小ඣの೺ᗣၥ題ࡀ小ඣと家

族に及ࡰすᙳ㡪を⪃ᐹし、ᙳ㡪を最小にする家族アセスメント⬟ຊを育成する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.成㛗発達のㅖ理論を理ゎし、発達をಁ㐍するたࡵのアプローࡀࢳ理ゎ࡛ࡁる。 
2.小ඣをྲྀࡾᕳく♫఍ⓗ⎔ቃをᤊえ、小ඣと家族に及ࡰすᙳ㡪を理ゎした発達支援ࡀ⪃ᐹ࡛ࡁる。 
3.成㛗発達評価のࢹンࣂーⅡを⏝いて、発達を評価し、㐺ษ࡞発達支援について理ゎ࡛ࡁる。 
4.小ඣの೺ᗣၥ題ࡀ、小ඣと家族に及ࡰすᙳ㡪を理ゎし、成㛗発達㜼ᐖを最小にするたࡵのアプロー

 。るࡁ࡛ࡀを⪃ᐹすることࢳ
5.೺ᗣၥ題ࡸ身体㞀ࡀいをᣢつ小ඣと家族のၥ題をᤊえ、♫఍㈨※をά⏝する支援ࡀ理ゎ࡛ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

小ඣの成㛗発達ࡸ発達の理論にࡼるアプローࢳを理ゎし、発達支援のල体ⓗアプローࢳを修得する 
小ඣの発達㐣程におࡅる㔜せ࡞ぶᏊ㛵ಀに基࡙ࡁ、೺ᗣ࡞成㛗発達をಁ㐍するල体ⓗアプローࢳを修
得する。発達㞀ࡀいඣの発達支援と家族支援を理ゎする。家族ᶵ⬟アセスメントを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

小ඣの成育㐣程とそのᙳ㡪を歴史ⓗ⫼ᬒから⪃ᐹし、発達のㅖ理論のᴫせについて理ゎする。  

（山口） 

㸰 Attachment(ぶᏊ㛵ಀ)の発達理論(%RZOE\)�理論・行ື・発達・࢖ࢱプから理ゎする(ஙᗂඣ期)。 
アࢳࢵࢱメント理論と⹢ᚅண㜵おࡼびࢡࣞࢢࢿト࡝࡞発達㐜⁫のၥ題について理ゎする。（山口） 

㸱 
 について理ゎする。 （山口）ࢳーの生理学ⓗ・⎔ቃ理論から発達のアプローࢼࣞࣈン࢙ロンフࣈ

㸲 
 

ஙᗂඣのᶵ⬟ⓗ・ᙧ態ⓗ・精神㐠ື発達の特ᚩとࣅࣁィー࢞ースト(+DYLJKXUVW)の発達課題を理ゎ 
する。                                     （山口） 

㸳 
 

 を理ゎするࢡスࢱフ࢖ン((ULFVVRQ)の⮬ᡃの発達とࣛࢯࢡ࢚ࣜ・のㄆ▱発達理論(3LDJHW)࢙アジࣆ
（ᕷ村） 

㸴 
 

ஙᗂඣ期の成㛗発達の評価(ࢹンࣂーⅡ)を理ゎし、発達の㐜れの評価及びアプローࢳを理ゎする。 
ஙᗂඣ期の生ά࣒ࣜࢬ(生体࣒ࣜࢬ)と⬻の発達を理ゎする。             （山口） 

㸵 ⏘後うつ状態に࠶るẕぶの㣴育のၥ題(ஙඣのㄆ▱・㛵ಀ性の発達の㐜れ)にᑐするẕᏊ支援とஙඣ
の発達支援を理ゎする。                             （服部） 

㸶 ᗂඣから学❺期の発達におࡅる㐟びࡸ体験学習と⬻の発達について理ゎする。身体㞀ࡀいをᣢつඣ
の学ࡪᶒ฼と学習にࡼる発達࡬のຠ果を理ゎする。                 （ᕷ村） 

㸷 ᛮ᫓期の⮬ᕫ☜❧のၥ題ࡸ発達㞀ᐖのၥ題を性、ẕ性性のどⅬから理ゎする。     （服部） 

10 
 

೺ᗣၥ題をᣢつ小ඣの看護におࡅる倫理ⓗ配៖(࢖ンフ࢛ーࢻ࣒アセント)及びᑐ㇟ࡸ家族のᚰ理
ⓗΰ஘・୙Ᏻ࡬のアプローࢳ(プࣞࣞࣃーション)を理ゎする。            （山口） 

11 ೺ᗣၥ題をᣢつ小ඣࡸ身体に㞀ࡀいの࠶るඣを支える制度ࡸ᪋⟇及び♫఍㈨※を理ゎする（ᕷ村） 

12 発達㞀ࡀいඣ(⮬㛢⑕・アス࢞࣌ー⑕ೃ⩌)の特ᚩと発達支援おࡼび家族支援を理ゎする。（ᕷ村） 

13 㔜度ᚰ身㞀ࡀいඣ(者)の治療ⓗケアを理ゎし、発達支援おࡼび家族支援を理ゎする。  （ᕷ村） 

14 㔜度ᚰ身㞀ࡀいඣ(者)の在宅看護及びࣞス࢖ࣃトケア฼⏝にࡼる家族支援を理ゎする。 （ᕷ村） 

15 ೺ᗣၥ題をᣢつ小ඣと家族看護(C)N$0�カルࣜ࢞ー家族看護モࢹル)を理ゎする。    （山口） 
         。プをస成し、೺ᗣၥ題をᣢつ小ඣと家族のၥ題をアセスメントするࢵ࣐コ࢚

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 ⴭ�୰ᇉၨヂ࢙アジࣆ.- ㄆ▱発達の科学࠘໭大㊰᭩ᡣࡪに学࢙アジࣆࠗ・
・ඣ❺ᚰ理学୕つの理論 ࢯࢡ࢚ࣜン㸭ࣆアジ࢙㸭シアーࢬ ᪂⿦∧ 㹆㸬㹕㸬メࣖ࢖（ⴭ）�大す ㄔ

୍㑻 （┘ヂ） 
・-2+N %RZOE\� (ⴭ) 㯮田実㑻・ᒸ田ὒᏊ・吉田ᜏᏊ(ヂ) ࠗẕᏊ㛵ಀの理論Ⅰឡ╔行ື࠘ᒾᓮ学⾡ฟ

∧♫� 1980. 
・ே間発達の生態学（࢚コロジー）―発達ᚰ理学࡬のᣮᡓ ࣈロンフ࢙ンࣞࣈンࢼー㸪ࣘࣜー(ⴭ)�☾

㈅ ⰾ㑻�⚟ᐩ ㆡ(ヂ) 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

᳨⣴ㄒから文⊩᳨⣴を行い、ྛ単ඖに㛵㐃する研究論文を」数⦅ㄞみࣞジࣗメをస成しておくこと。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏及び学生にࡼるプࣞࢮンテーション 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

ᤵᴗにᑐするྲྀ⤌（20㸣）プࣞࢮンテーション（30㸣㸸㐺ษ性、ጇ当性、㈨ᩱのస成度合い、発表の
ෆᐜと᪉法）、࣏ࣞート（50㸣㸸論理性、୍㈏性、⮬身の⪃え➼） 

その他 
 
 

2020.5.15-ᨵゞ 
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科目名 育成看護学特論Ⅱ（次世代育成支援） 

ᢸ当教ဨ 服部ᚊᏊ、⨾⏑⚈Ꮚ、୕田村୐⚟Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

次世代育成のたࡵの看護実㊶ຊを㧗ࡵることをࡡらい、ᛮ᫓期のぶ性育成から⏘後のᏊ育て支援 
えたᏊ育て支援をࡲルヘルスを㋃ࢱを㐃⥆⥺上࡛ᤊえ、⏘後のẕぶのメン࡛ࡲዷፎ前から⏘後、࡛ࡲ
行うたࡵ、基本と࡞る理論と看護の実㊶について学ࡪ。 
 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.次世代育成支援の理ᛕと᪋⟇を理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 
2.ぶ‽ഛ性のᴫᛕࡸᙧ成㐣程について理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 
3.ዷፎ・ฟ⏘・Ꮚ育て期のẕぶࡸ家族のᚰ理を理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 
4.⏘後のẕぶのメンࢱルヘルスについて理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 
5.家族ࡀᣑ大する時期に↔Ⅼを࠶てて、Ꮚ育て支援の在ࡾ᪉を⪃ᐹ࡛ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

理論ࡸ科学ⓗ᰿ᣐに基࡙いて次世代育成にྥࡅた看護のࡾ࠶᪉を᥈ồし、次世代育成に㈉⊩࡛ࡁる看
護を実㊶࡛ࡁるຊを育成する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

次世代育成支援とは１                              
次世代育成支援の⪃え᪉ 次世代育成支援の法ⓗᩚഛと制度             （服部） 

㸰 次世代育成支援とは㸰 
次世代育成支援の歴史ⓗኚ㑄                           （服部） 

㸱 
 

ぶ‽ഛ性１                                     
ぶ‽ഛ性のᴫᛕ                                （服部） 

㸲 
 

ぶ‽ഛ性㸰 
ぶ‽ഛ性のᙧ成                                （服部） 

㸳 
 

ぶ‽ഛ性㸱 
ぶ‽ഛ性ᙧ成と看護௓ධ                            （服部） 

㸴 
 

ぶ役割１ 
ẕぶ役割とその⋓得㐣程                            （服部） 

㸵 ぶ役割㸰 
∗ぶ役割とその⋓得㐣程                            （服部） 

㸶 ࿘⏘期のᚰ理 
ዷፎ・ฟ⏘・Ꮚ育て期のẕぶࡸ家族のᚰ理                    （⨾⏑） 

㸷 
 

ẕぶのメンࢱルヘルス１ 
ዷፎ前のᚰ理                                 （服部） 

10 
 

ẕぶのメンࢱルヘルス㸰 
ዷፎ期のᚰ理                                 （⨾⏑） 

11 
 

ẕぶのメンࢱルヘルス㸱 
⏘後のᚰ理                                  （服部） 

12 
 

家族ࡀᣑ大する時期のᏊ育て支援を⪃える１            
Ꮚ育て支援の⪃え᪉ ௒᪥のືྥと制度                     （服部） 

13 
 

家族ࡀᣑ大する時期のᏊ育て支援を⪃える㸰          
臨床࡛のྲྀࡾ⤌みの実際、⏘後ケアとᏊ育て支援                 （୕田村）

14 
 

家族ࡀᣑ大する時期のᏊ育て支援を⪃える㸱       
臨床࡛のྲྀࡾ⤌みの実際、⏘後ケアとᏊ育て支援                 （୕田村）

15 
 

                     ࡵとࡲ
Ꮚ育て支援の在ࡾ᪉を⪃ᐹする                         （服部） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

ᒸ野⚞治他、ࠗࢡロストーࢡからㄞみゎく⏘後の࿘⏘期メンࢱルヘルス࠘、༡山ᇽ 
❧ⰼ良அ、ࠗẕぶのメンࢱルヘルス・サ࣏ートࣁン࠘ࢡࢵࣈࢻ、医ṑ薬ฟ∧ 
᰿ケ山ග୍⦅ⴭ、ࠗẕ性と∗性のே間科学࠘、コロࢼ♫ 
その他、㛵㐃文⊩を㐺ᐅ⤂௓する。 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
㝶時ㄝ᫂する。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート（100㸣）࣏ࣞ

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅲ（ࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケア） 

ᢸ当教ဨ 服部ᚊᏊ、⨾⏑⚈Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルスの⥔ᣢቑ㐍を支える看護実㊶ຊを㧗ࡵるたࡵ、୙ዷࡸ性行ື、性ឤᰁ
⑕ࣜ࡝࡞プロࢡࢲティࣈヘルス上の೺ᗣၥ題と、それらの೺ᗣၥ題に௓ධするたࡵの理論について学
び、ࡉらにࣜプロࢡࢲティࢶ࢖ࣛࣈを㋃ࡲえたዷፎ、ฟ⏘࡝࡞性と生Ṫに㛵する೺ᗣを支える看護に
ついて⪃ᐹする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題を理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 
2.⤫計࡝࡞からዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題をㄞみゎくことࡁ࡛ࡀる。 
3.ࣜプロࢡࢲティࢶ࢖ࣛࣈを㋃ࡲえた性と生Ṫに㛵する೺ᗣを支える看護について⪃ᐹ࡛ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケア上の課題ࡸ௓ධのたࡵの理論ࡸ看護について理ゎすること࡛、
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアのたࡵの専門ⓗ▱㆑に㛵する教育ຊを修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスᴫほ 
 ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスのᴫᛕ、歴史ⓗኚ㑄、㏆年のືྥと課題          （服部） 

㸰 ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスと೺ᗣ行ື 
ࣜプロࢡࢲティࣈヘルス⥔ᣢྥ上のたࡵの೺ᗣ行ື、理論と研究のືྥ       （服部） 

㸱 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスとពᛮỴᐃ 
ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃するពᛮỴᐃሙ㠃、ពᛮỴᐃの理論、ពᛮỴᐃ支援  （服部） 

㸲 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題１ 
ዪ性のࡏࡸと㣗習័                              （⨾⏑） 

㸳 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題㸰 
Ꮚᐑ㢕ࢇࡀと೺ᗣ行ື                             （⨾⏑） 

㸴 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題㸱 
性行ືと性ឤᰁ⑕                               （服部） 

㸵 ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題㸲 
୙ዷ                                     （服部） 

㸶 ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題㸳 
性ᭀຊ⿕ᐖと⿕ᐖ者支援                            （服部） 

㸷 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルスに㛵㐃する೺ᗣ課題㸴 
 ート㹂㹔                                  （服部）ࢹ

10 
 

⤫計からࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題をㄞみゎく。              
ẕᏊに㛵するே口ື態、ಖ೺、ປാ࡝࡞の⤫計からࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題を 
᥈究する。                                  （服部） 

11 
 

ಖ೺⤫計からࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題をㄞみゎく。            
 ዪ性に㛵するே口ື態、ಖ೺、ປാ࡝࡞の⤫計からࣜプロࢡࢲティࣈヘルス上の課題を 

᥈究する。                                  （⨾⏑） 

12 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルス支援１ 
೺ᗣ教育（学級άື）とカ࢘ンセࣜンࢢ                     （⨾⏑） 

13 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルス支援㸰 
 実㊶౛                 （服部）、（ル࢟理論とス）ートの基本࣏ア・サࣆ

14 
 

ࣜプロࢡࢲティࣈヘルス支援㸱 
 ート                        （服部）ࢿィࢹートのコー࣏ア・サࣆ

15 
 

                                   ࡵとࡲ
      （服部） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

加⣡ᑦ⨾⦅、ࠗフ࢛ࣞンジࢡࢵ看護࠘、医ṑ薬ฟ∧ 
ᮌཎ㞞Ꮚ、ࠗ10代の性行ືと᪥本♫఍ そして:<S+教育のどⅬ࠘、ࢿ࣑ルࣦ࢓᭩ᡣ 
᪥本ඣ❺教育᣺⯆㈈ᅋෆ᪥本性教育༠఍、ࠗࠕⱝ者の性ࠖⓑ᭩࠘、小学㤋 
その他、㛵㐃文⊩を㐺ᐅ⤂௓する。 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
㝶時ㄝ᫂する。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏ 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート（100㸣）࣏ࣞ

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅳ（家族支援） 

ᢸ当教ဨ       服部ᚊᏊ、ᓠ༤Ꮚ、山㷂ࡅ࠶み 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 １年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 
ㅮ⩏ 

（୍部演習） 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

育成期のᖜᗈい看護実㊶ຊを育成することを目ᣦし、システ࣒としての家族についての理ゎを῝ࡵ、
育成期の家族を支援するたࡵの看護について⪃ᐹする。そのたࡵに、家族を理ゎするたࡵの基本と࡞
る理論ࡸ、)DPLO\ FHQWHUHG FDUH࡝࡞育成期の家族をケアするたࡵの理論とල体ⓗ࡞᪉法について学
 。ࡪ

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.家族を理ゎするたࡵの理論を理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。  
2.家族アセスメントについて理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。  
3.家族支援のල体ⓗ᪉法について理ゎしㄝ࡛᫂ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

家族支援ࡸ家族ケアのල体ⓗ᪉法の理ゎにࡼる家族ᵓ成ဨ඲体࡬のケアをㄪᩚ࡛ࡁるࢿ࣐ジメントຊ
を修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

家族とは     
家族ほの⫼ᬒ、家族のᶵ⬟とᙧ態のኚ໬、家族看護学とは              （  ） 

㸰 家族の発達  
 家族࿘期論、発達する家族                            （  ） 

㸱 
 

システ࣒としての家族    
 家族システ࣒論、システ࣒としての家族、家族システ࣒のᵓ㐀            （  ） 

㸲 
 

家族アセスメント  
 モࢹルの特ᚩ、家族看護㐣程                           （  ） 

㸳 
 

家族アセスメントのモࢹル１                            
カルࣜ࢞ー家族アセスメント・௓ධモࢹル                     （  ） 

㸴 
 

家族アセスメントのモࢹル㸰   
 家族生άຊ㔞モࢹル                               （  ） 

㸵 家族アセスメントのモࢹル㸱   
 家族看護࢚ン࣡ࣃーメントモࢹル                         （  ） 

㸶 家族ᙧ成と地域♫఍   
 地域♫఍と家族、生ά⎔ቃ、地域の㢼ᅵ、♫఍㈨※                 （服部） 

㸷 
 

家族支援の実㊶౛１                                  
病をࡶつᏊࡶ࡝家族࡬の実㊶                            （ᓠ） 

10 
 

家族支援の実㊶౛㸰                               
࿘⏘期に࠶る家族࡬の支援                             （ᓠ） 

11 
 

家族支援の実㊶౛㸱                            
合ే⑕ዷ⏘፬の家族支援                              （ᓠ） 

12 
 

家族看護と研究    
 家族看護におࡅる研究の特ᚩ、課題、ືྥ                     （  ） 

13 
 

育成期の家族支援を⪃ᐹする１                 
履修生のẕᏊをྲྀࡾᕳく家族࡬のྲྀࡾ⤌みの実際を家族看護のどⅬ࡛⪃える      （服部） 

14 
 

育成期の家族支援を⪃ᐹする㸰                              
履修生のẕᏊをྲྀࡾᕳく家族࡬のྲྀࡾ⤌みの実際を家族看護のどⅬ࡛⪃える      （服部） 

15 
 

                           ࡵとࡲ
               （服部） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
山ᓮࡅ࠶み・ཎ♩Ꮚ⦅、ࠗ家族看護学࠘、༡Ụᇽ 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
㝶時ㄝ᫂する。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏。ただし、➨13ㅮ、➨14ㅮは履修生の発表と඲体ウ㆟にࡗࡼて㐍ࡵる。 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート（100㸣）࣏ࣞ

その他 

 
 
 
 

ͤ2020.4.12 ⌧在 
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科目名 育成看護学特論演習 

ᢸ当教ဨ 服部ᚊᏊ、山口ồ、⨾⏑⚈Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 演習 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアࡸᏊ育て支援、Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖ࡬の支援࡝࡞育成看護学に㛵
するテー࣐を選び、それらにᑐして国ෆእの論文をࣜࢡティーࢡし、国際ⓗࡶྥື࡞㋃ࡲえࡀ࡞ら、
選択したྛテー࣐にᑐする看護の᪉法を࣑ࢮᙧᘧ࡛᥈究する。 

 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.育成看護学に㛵する課題をぢฟすことࡁ࡛ࡀる。 
2.ྛ課題にᑐして文⊩をࣜࢡティーࢡしከゅⓗに᳨ウすることࡁ࡛ࡀる。 
3.ྛ課題にᑐする看護の᪉法を᥈究することࡁ࡛ࡀる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
育成看護学分野におࡅる課題ࡸ課題にᑐする看護の᪉法を科学ⓗに᥈ồ࡛ࡁる⬟ຊを育成する。 
 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する看護᪉法の᥈究１ 
Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する            （山口） 

㸰 Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する看護᪉法の᥈究㸰                       
Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する           （山口） 

㸱 
 

Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する看護᪉法の᥈究㸱                       
Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する           （山口） 

㸲 
 

Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する看護᪉法の᥈究㸲                       
Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する           （山口） 

㸳 
 

Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する看護᪉法の᥈究㸳                       
Ꮚࡶ࡝の೺ᗣ㞀ᐖに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する           （山口） 

㸴 
 

Ꮚ育て支援に㛵する看護᪉法の᥈究１                         
Ꮚ育て支援に㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する              （服部） 

㸵 Ꮚ育て支援に㛵する看護᪉法の᥈究㸰                      
Ꮚ育て支援に㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する              （服部） 

㸶 Ꮚ育て支援に㛵する看護᪉法の᥈究㸱                           
Ꮚ育て支援に㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する              （服部） 

㸷 
 

Ꮚ育て支援に㛵する看護᪉法の᥈究㸲                             
Ꮚ育て支援に㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する              （服部） 

10 
 

Ꮚ育て支援に㛵する看護᪉法の᥈究㸳                       
Ꮚ育て支援に㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する              （服部） 

11 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する看護᪉法の᥈究１        
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する  （⨾⏑） 

12 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する看護᪉法の᥈究㸰     
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する   （⨾⏑） 

13 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する看護᪉法の᥈究㸱  
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する  （⨾⏑） 

14 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する看護᪉法の᥈究㸲 
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する  （⨾⏑） 

15 
 

ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する看護᪉法の᥈究㸳 
ዪ性のࣜプロࢡࢲティࣈヘルス・ケアに㛵する論文をㄞみゎࡁ看護᪉法を᥈究する   （服部） 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
それぞれのテー࣐に㛵㐃した研究論文➼の文⊩を⏝いる。 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
㝶時ㄝ᫂する。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
 。ᙧᘧ࡛行う࣑ࢮ
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

 ート（100㸣）࣏ࣞ

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

༟㉺した看護実㊶者に必せ࡞精神ಖ೺・医療・⚟♴・看護の制度と歴史について理ゎを῝ࡵる。ケア
をཷࡅる❧ሙのேからぢた精神ಖ೺・医療・⚟♴・看護サーࣅスの制度と歴史から、⌧状を理ゎし、
ேとしてᑛ㔜ࡉれて生ࡁてᬽらしていࡅることࡁ࡛ࡀる♫఍をᒎᮃする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.ㅖእ国(ⱥ国、⡿国)の精神医療・ேᶒ᧦護の歴史と制度と᪥本の⌧在の制度と歴史を理ゎする。 
2.ケアをཷࡅるேの❧ሙから、᪥本の精神医療の⌧状を理ゎする。 
3.ࣜカࣜࣂー、ࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションの⌧状と௒後のᒎᮃを᳨ウする。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神ಖ೺・医療・⚟♴・看護の制度と歴史について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの教育ຊを
修得する。 
 

 
 
   
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

᪥本の精神医療の歴史 
ᡃࡀ国の精神医療の歴史をㅮ⩏し、⌧在の精神医療の⌧状についてウ㆟する。 

       (川野) 

㸰 ᪥本の精神ಖ೺⚟♴法のኚ㑄 
᪥本の精神ಖ೺⚟♴法のኚ㑄についてㅮ⩏し、課題をウ㆟する。       

       (川野) 

㸱 
 

᪥本の精神看護の歴史と精神を病むேのேᶒ 
᪥本の精神看護の歴史をᴫほし、精神を病むேのேᶒを࡝のࡼうに理ゎしていたのか、そして⌧在
は࡝のࡼうにேᶒ᧦護にດࡵているのかについてㅮ⩏をし、体験஦౛を基にウ㆟する。 

 (川野) 

㸲 
 

ⱥ国の精神ಖ೺法 
ⱥ国の精神ಖ೺法についてㅮ⩏をし、地域精神医療とධ院精神医療の実際を学習する。 

  (川野) 

㸳 
 

ⱥ国の精神医療の᪉ྥ性 
ⱥ国࡝ࡀのࡼうにධ院୰ᚰの精神医療から地域精神医療にኚ㑄してࡁたのか、ᝈ者との共ྠ๰㐀と
はఱかを㈨ᩱを基にウ㆟する。                           (川野) 

㸴 
 

⡿国の地域精神医療のኚ㑄 
⡿国の地域精神医療の実際をㅮ⩏し、課題と฼Ⅼについてウ㆟する。            (川野) 

㸵 ⡿国の0HQWDO +HDOWK $FW のኚ㑄地域精神医療のኚ㑄 
⡿国の0HQWDO +HDOWK $FW ࡀ時代と共に࡝のࡼうにኚ໬してࡁたのかをᴫほし、௒後の⡿国の精神
ಖ೺制度とトࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアについてウ㆟する。             (川野) 

㸶 ࢢローࣂルヘルス 
ㅖእ国(ࣜࢱ࢖ア、࣋ルࢠー、ロシア、࢖ࢱ⋤国、࡝࡞)の精神医療の歴史をᴫほし、௒後の᪥本の
精神医療の在ࡾ᪉について᳨ウする。ࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションとは 
 ーションの歴史、理ᛕ、ព味をㅮ⩏する。                (川野)ࢮ࢖࣐ࣛーࣀ

㸷 
 

᪥本の精神医療のࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションの実際 
᪥本の精神医療࡛ࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションを実㊶している⤌⧊、άືについてㅮ⩏し、ࣀーࢮ࢖࣐ࣛ
ーションの理ᛕをල⌧໬するල体ⓗ࡞᪉法を理ゎする。             (川野、すฟ) 

10 
 

ㅖእ国のࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションの実際 
ⱥ国と⡿国(࢖࣡ࣁᕞ)の精神医療࡛ࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションを実㊶している⤌⧊、άືについてㅮ⩏
し、ࣀーࢮ࢖࣐ࣛーションの理ᛕをල⌧໬しているල体ⓗ࡞᪉法を理ゎする。         (川野) 

11 
 

医療ほᐹ法 
医療ほᐹ法制ᐃの⫼ᬒと㐠⏝の実際をㅮ⩏する。                             (川野) 

12 
 

ㅖእ国の精神㞀ᐖを᭷する≢⨥者の治療と᪥本の医療ほᐹ法病Ჷの治療と看護  
ⱥ国と⡿国(࢖࣡ࣁᕞ)࡛実㊶している看護についてㅮ⩏し、᪥本の⌧状とẚ㍑᳨ウする。 

                                                     (川野) 

13 
 

精神を病むேからみた精神ಖ೺⚟♴にかかࢃる♫఍㈨※の⌧状と課題 
♫఍㈨※の⌧状についてㅮ⩏し、㞀ᐖ者⥲合支援法のά⏝とゼၥ看護をはࡵࡌとする♫఍㈨※の⌧
状を、精神を病むேのどⅬからぢた課題と฼Ⅼについて体験஦౛をࡶとにウ㆟する。 

     (すฟ) 

14 
 

精神を病むேとその家族のࢽーࢻを‶たす地域精神医療サーࣅスの制度の᳨ウ 
ᡃࡀ国の⌧在の地域精神医療サーࣅス࡛୙㊊しているⅬをㅮ⩏し、௒後必せ࡞制度ࡸサーࣅスにつ
いてウ㆟する。                                                    

      (すฟ) 

15 
 

これからの᪥本の精神医療の制度 
精神を病むேとその家族のࢽーࢻを‶たす᪥本の精神医療の制度を᳨ウする༟㉺した精神看護実
㊶者の役割とᶵ⬟についてウ㆟する。             

             (川野、すฟ) 
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テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

CDUH 4XDOLW\ CRPPLVVLRQ(2016)�0RQLWHULQJ 0HQWDO +HDOWK $FWV 2015�16� 0HQWDO +HDOWK 5HIRUP 

⚟川ᦶ⪨、Ᏹబ⨾しおࡾ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�精神㞀ᐖ者࡬の精神科ケア・ࢿ࣐ジメントࢳー࣒及びࢳー࣒ෆに

おࡅる精神看護専門看護師(CNS)の役割と評価、⇃本大学医学部ಖ೺学科⣖せ、10�27-35 

法ົ┬、ཌ生ປാ┬(2014)�ᚰ身႙ኻ➼の状態࡛㔜大࡞他ᐖ行Ⅽを行ࡗたࡶのの医療及びほᐹ࡝࡞に㛵する法ᚊの

᪋行の状ἣについての᳨ウ⤖果。 

KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�VWI�KRXGRX�2U985200002JN0L-DWW�2U9852000002JN49.SGI 

ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ院精神㞀ᐖ者の地域移行にྥࡅたල体ⓗ᪉␎の௒後の᪉ྥ性。 

KWWS���ZZZ�PKOZ.JR.MS�ILOH�05-SKLQJLNDL-122010000-SKDNDLHQJRN\RNXVKRXJDLKRNHQIXNXVKLEX-.LNDNXND�000

051138.SGI 

C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK CDUH� 0RVE\ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習) ᪥本及びⱥ国と⡿国の精神医療サーࣅスに㛵する♫఍ⓗ⌧㇟と法ᩚഛに㛵する㈨ᩱを精
ㄞする。特に、஦௳と法との㛵ಀについてㄪ࡭る。 

(஦後学習) ௒回の学習ࡀ臨床のሙ࡛は࡝のࡼうに課題࠶ࡀるのかをࡲとࡵておく。精神看護専門看
護師として倫理ⓗ課題にẼ࡙ࡁ、⤌⧊の୰に࡝のࡼうにᥦゝ࡛ࡁるかをࡲとࡵる。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
᪥本の精神医療・看護の実際をケアをཷࡅるཷࡅᡭの❧ሙからみた฼ⅬとᨵၿⅬをグ㏙しているか
(30�)、 
༟㉺した精神看護実㊶者ࡀᢸうࡁ࡭役割とᶵ⬟についてゝ及しているか(30�)、 
文⊩・㈨ᩱをά⏝して῝くὝᐹしているか(20�)、 
論᪨に୍㈏性࠶ࡀるか(10�)、 
ෆᐜを༑分理ゎしࡸすくグ㏙しているか(10�)、のどⅬ࡛評価する。 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ、୰川ᬗ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

༟㉺した看護実㊶者に必せ࡞精神を病むேࠎの精神・身体状態の評価を学ࡪことからケアをཷࡅる❧
ሙのேの体験を理ゎする。ᵝ࡞ࠎ精神・身体状態を理ゎすること࡛、」㞧࡞ᚰと身体の状態にⱞしみ
ᢡࡾ合いをつࡅているேࠎの♫఍生ά支援のたࡵの評価᪉法を理ゎする。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேの精神㠃・身体㠃の評価᪉法を理ゎする。 
2.精神を病むேࡀ体験している生ά上のᅔ㞴ࡉを理ゎする評価᪉法を学ࡪ。 
3.精神を病むேの♫఍生άを支援する評価᪉法を学ࡪ。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
精神・身体状態の評価について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの教育ຊを修得する。 

 
 
  
 
 
  
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神を病むேの精神㠃・身体㠃を評価するព味 
精神を病むということࡀそのேとの身体㠃、精神㠃、♫఍㠃、そしてスࣕࢳࣜࣆル࡞㠃にᙳ㡪する
ことを理ゎする。そのたࡵに、必せ࡞精神㠃と身体㠃をアセスメントするどⅬをウ㆟する。 
⮬ᡃ、⮬ᕫ、ே格を評価するほᐹ᪉法、ᚰ理テスト、行ື特性を文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟す
る。                                       (川野) 

㸰 'S0-5と,C'-10 
ά⏝の௙᪉とデ᩿基‽を学習する。                         (川野) 

㸱 
 

'S0-5と,C'-10 
ケースࢵࢿࢢࣅトを⏝いてᵝ࡞ࠎ精神状態を'S0-5と,C'-10を⏝いてデ᩿にヱ当する࠶るいはし࡞
いとุ᩿した᰿ᣐをウ㆟する。                           (川野) 

㸲 
 

⤫合ኻㄪ⑕のデ᩿ 
⤫合ኻㄪ⑕の࣌ーࣃー஦౛についてሗ࿌し、'S0-5と,C'-10を⏝いてデ᩿基‽と↷合し、ウ㆟ 
する。                                      (川野) 

㸳 
 

Ẽ分㞀ᐖ 
ケースを⏝いてẼ分㞀ᐖのデ᩿について᳨ウする。特に、཮ᴟⅡᆺのぢᴟࡵについてウ㆟する。 

(୰川) 

㸴 
 

≀㉁౫Ꮡ 
஦౛を基に、'S0-5と,C'-10を⏝いてデ᩿基‽と↷合し、ウ㆟する。          (川野) 

㸵 ㄆ▱⑕ 
ケースを⏝いて、ㄆ▱⑕のデ᩿についてとスࣜࢡーࢽン᳨ࢢ査法についてウ㆟する。      

(川野) 

㸶 ඲⯡性ᶵ⬟評価 
*$)を⏝いて、カ⦎⏝のケースࢵࢿࢢࣆトを評価し、ㄗᕪについてウ㆟する。      (川野) 

㸷 
 

ᚰ理ᶵ⬟評価 
ᵝ࡞ࠎᚰ理テストのά⏝஦౛、㝈⏺をㅮ⩏する。それのᑻ度を⏝いた研究論文を᳨ウする。   
                                                   (すฟ) 

10 
 

身体ᶵ⬟評価 
精神⑌ᝈを病むேࡸࡾ⿕ࡀすい身体ᶵ⬟(ṑ、どຊ、⫈ຊ、ᚠ⎔、代ㅰ、ᰤ㣴、᤼ࡏつ、⓶⭵、㊊)
の評価᪉法を理ゎする。                             (すฟ) 

11 
 

発達ẁ㝵評価・発達課題評価 
ᬺ、ンの₞㐍ⓗ発達理論に基࡙いてࢯࢡ࢚ࣜ 年㱋とᚰ理発達のẁ㝵についてᶍᨃ஦౛を⏝いて評価
する。                                       (すฟ) 

12 
 

㝜性・㝧性⑕状評価 
%35S、3$NSSを⤂௓し、評価᪉法をᶍᨃ஦౛を⏝いて修得する。            (川野) 

13 
 

᪥ᖖ生ά⬟ຊ・セルフケア 
デ᩿のᡭᘬࡁに基࡙いて、᪥ᖖ生ά⬟ຊ($'/、,$'/)のά⏝を理ゎする。特に㛗期ධ院精神病者ࡀ
㛗期ධ院生άを㏦ࡗている間に⋓得࡛࡞ࡁかࡗた、࠶るいはά⏝し࡞いたࡵに႙ኻした᪥ᖖ生ά⬟
ຊの評価を᳨ウする。                                                      (川野) 

14 
 

ࣜカࣜࣂー評価・♫఍㐺ᛂຊ評価・㏥院ྍ⬟性評価 
5$S、,05について⤂௓し、ά⏝の௙᪉を᳨ウし、臨床࡛、特にᚰ理教育前後に評価する研究論文か
ら、臨床࡛のά⏝をウ㆟する。  
♫఍㐺ᛂ評価に㛵する国ෆእの文⊩を᳨ウし、臨床࡬のᛂ⏝をウ㆟する。 
㏥院ྍ⬟性評価表(川野ら)を⤂௓し、臨床࡛のά⏝野ྍ⬟性をウ㆟する。        (川野) 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ行うᵝ࡞ࠎ評価の臨床ά⏝ 
学習したᵝ࡞ࠎ評価を༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ臨床࡛の㐺ᛂと、ὀព஦㡯、᭦にスࢵࢱフ教育に
ついてウ㆟する。                                    (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 
༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ル
 ロカ࣡ࣄ
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⼥㐨⏨⦅、:RUOG +HDOWK 2UJDQL]DWLRQ(2005)�,C'-10精神おࡼび行ືの㞀ᐖ、医学᭩院 
᪥本神⤒学఍┘修、$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQཎⴭ(2014)�'S0-5 精神⑌ᝈの分㢮とデ᩿の
ᡭᘬࡁ、医学᭩院 
⚟田ಇஓ(2014)�ほᐹ者にࡼる精神科㡿域の⑕状評価ᑻ度ࢻ࢖࢞ ᨵゞ➨3∧、࡯ࡌう 
἟ึᯞ(2013)�臨床ᚰ理アセスメントの基♏、ࢼカࢽシࣖฟ∧ 
加⸨୕㑻┘ヂ$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQཎⴭ(2016)⤫合ኻㄪ⑕スࢡ࣌ト࣒ࣛ㞀ᐖおࡼび他の
精神病性㞀ᐖ⩌ 'S0-5セࣞࢡションࢬ、医学᭩院   
すᖹ直ヂ、(.+.ࢯࢡ࢚ࣜンⴭ(2011)�アࢹ࢖ンティティとࣛ࢖フサࢡ࢖ル、ㄔಙ᭩ᡣ 
᪥本神⤒精神薬理学఍(2016)�⤫合ኻㄪ⑕薬≀治療࢖ࣛࢻ࢖࢞ン、医学᭩院 
�臨床精神医学ࠖ⦅㞟ጤဨ఍⦅(2015)ࠕ精神科臨床評価ࣗࢽ࣐アル>2016年∧@、臨床精神科学➨44ᕳቑ
หྕ 
C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF 
DQG 0HQWDO +HDOWK CDUH� 0RVE\ 
༓ⴥ理ᜨ、ᐑ本᭷⣖(2009)�精神⑌ᝈを᭷するேのࣜカࣜࣂーに㛵㐃する文⊩ࣞࣗࣅー、᪥本看護科学
఍ㄅ、29(3)�85-91 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）精神看護学㡿域に㛵する学⾡論文࡛ά⏝している精神㠃、身体㠃、ᚰ理㠃の評価ᑻ度に
ついてㄪ࡭る。臨床࡛実際にά⏝している評価の✀㢮をㄪ࡭る。 

（஦後学習）ᵝ࡞ࠎ評価᪉法のうち、臨床にά⏝したᑻ度࠶ࡀれࡤ、その᭷ຠ性と㝈⏺をࡲとࡵてお
く。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション、体験஦౛のࡲとࡵとሗ࿌、臨床࡛౑⏝しているᑻ度の⤂௓ 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
精神を病むேは、࡝のࡼうに医療者に⮬分のⱞしみをࢃかࡗてࡶらえるのか、又、本ேࡶ、家族ࡶ
Ẽ࡙いてい࡞いⱞしみࡸᅔ㞴をぢつࡅて࡯しいと⪃えているか(40�)、そのたࡵにά⏝して࡯しいと
⪃える࡛ࢁ࠶うᑻ度とは࡝のࡼうࡶ࡞のか(30�)について、理ゎしࡸすくグ㏙する(30�)。 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ、୰川ᬗ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

༟㉺した看護実㊶者に必せ࡞精神を病むே࡬ࠎの治療ⓗアプローࢳの技法を学ࡪ。治療をཷࡅる❧ሙ
のேのどⅬから、精神ⓗ࡞治療・回復に必せ࡞ᵝ࡞ࠎ治療ⓗアプローࢳの技法の臨床࡬のά⏝のྍ⬟
性を学ࡪ。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேࡀ必せとしている治療技法を理ゎする。 
2.ከ⫋✀と共ྠしてᥦ౪する治療技法を理ゎする。 
3.精神看護専門看護師として精神科におࡅる治療ⓗアプローࢳの技法の実㊶࡬のά⏝ྍ⬟性を᥈る。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
ᵝ࡞ࠎ精神科治療技法について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの教育ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
  
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神を病むேࡀồࡵる治療技法 
精神を病むேの❧ሙからぢた、治療技法(治す技法、支える技法、ᣢࡗているຊを㧗ࡵる技法、 
♫఍生άを㏦ࡸࡾすくする技法、ᑐே㛵ಀࡀス࣒ースに㏦れる技法)ついて、体験஦౛を基に 
ิᣲし、それぞれの技法について文⊩を基にウ㆟する。   

              (川野) 

㸰 精神科薬≀療法  ᢠ精神病薬 
ᢠ精神病薬のຠ果と๪స⏝に㛵するㅮ⩏。特に、最᪂のᢠ精神病薬の㐺⏝ྍ⬟性と༴㝤性について
ウ㆟する。 

                                    (୰川) 

㸱 
 

精神科薬≀療法 ᢠうつ薬、ᢠ㌄薬 
ᢠうつ薬とᢠ㌄薬のຠ果と๪స⏝に㛵するㅮ⩏。特に、ᢠてࢇかࢇ薬࡝࡞他のᢠ精神病薬とのే⏝
に㛵するຠ果と༴㝤性についてウ㆟する。  

                     (୰川) 

㸲 
 

精神科薬≀療法 ᢠ୙Ᏻ薬、╧╀ᑟධ๣、その他のྥ精神薬 
ᢠ୙Ᏻ薬、╧╀ᑟධ๣に㛵する౑⏝᪉法と༴㝤性に㛵するㅮ⩏。その他のྥ精神薬と、⡿国࡛課題
にࡗ࡞ている治療⏝㯞薬の๪స⏝について文⊩を基にウ㆟する。  

           (川野) 

㸳 
 

薬≀療法の๪స⏝ 
看護師ࡀ発ぢするྍ⬟性ࡀ㧗い精神科薬≀療法の๪స⏝について、体験஦౛を基に文⊩と合ࡏࢃて
ウ㆟する。  

(川野) 

㸴 
 

薬≀療法の๪స⏝ 
精神を病むேとその家族ࡀいかに᪩く๪స⏝にẼ࡙くことࡀฟ᮶るたࡵの看護師の役割について
体験஦౛と文⊩を基にウ㆟する。 

    (川野) 

㸵 治療技法(精神分ᯒⓗ療法)  
精神分ᯒⓗ精神療法とコフートࡀ㛤発した精神分ᯒⓗ⮬ᕫᚰ理学にࡼる⮬ᕫឡと౫Ꮡについてそ
の技法、治療目ᶆ、ᑐ㇟、㝈⏺を教ᤵし、臨床࡛のά⏝᪉法をウ㆟する。 

                   (すฟ) 

㸶 治療技法(᮶ㄯ者୰ᚰ療法)  
ಶே精神療法の技法(᮶ㄯ者୰ᚰ療法、ே間㛵ಀ論ⓗ精神療法、)と、ᑐ㇟、ὀពⅬについてㅮ⩏を
する。精神療法の文⊩᳨ウと実㊶౛を基にその᭷ຠ性と㝈⏺についてウ㆟する。 

                                    (川野、すฟ) 

㸷 
 

治療技法(ືᶵ࡙ࡅ㠃接) 
ືᶵ࡙ࡅ㠃接の4つの୰ᚰⓗ࡞治療技法を学び、特に⮬ᕫỴᐃをಁす臨床࡬のᛂ⏝についてウ㆟し
、トࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアとの共通性について᳨ウする。                       (川野) 

10 
 

治療技法(ㄆ▱療法と行ື療法) 
ㄆ▱療法の技法(࢞ࢿティ࡞ࣈᛮ⪃のグ㘓（コ࣒ࣛ法 ABC法）、ᛮ⪃のドᣐࡀࡉし、責任ᖐᒓのぢ
直し、ᦆ得ẚ㍑表、ㄆ▱ⓗṍみのྠᐃ、㄂ᙇⓗ表⌧ࡸ㏫ㄝの฼⏝、⑕状ࡸⱞ③の程度について 
スケール（ᑻ度）࡛表⌧、࢖メージの⨨ࡁ᥮え、ㄆ▱ⓗࣜࣁーサル、⮬ᕫ教♧法、ᛮ⪃୰᩿法、Ẽ
ᬕらしの฼⏝、直接ⓗ࡞論த、άືスケジࣗールをグ㘓する、➼)、治療目ᶆ、ᑐ㇟、⚗ᚷを教ᤵ
し、文⊩と体験஦౛から᭷ຠ性と㝈⏺をウ㆟する。  

                                (川野) 

11 
 

治療技法(ㄆ▱行ື療法)  
ㄆ▱行ື療法の技法(άືグ㘓表、ὀពそらし法、ẁ㝵࡙ࡅ、アサーション・トࣞーࢽンࢢ、ᛮ⪃
೵Ṇ法、ロールプࣞ࢖ンࢢ、➼)、治療目ᶆ、ᑐ㇟、⚗ᚷを教ᤵし、文⊩と体験஦౛から᭷ຠ性と
㝈⏺をウ㆟する。                                  (川野) 
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ᤵᴗ計⏬ 

12 
 

治療技法(ゎỴ療法)  
ゎỴ療法の治療技法、治療目ᶆ、ᑐ㇟、㝈⏺を教ᤵし、実㊶౛と文⊩からά⏝᪉法をウ㆟する。 

(川野) 

13 
 

治療技法(家族療法)  
家族療法のㅖ理論と技法(コࢽ࣑ࣗケーションὴ家族療法、精神ຊືⓗ家族療法、ᵓ㐀ὴ家族療 
法、ከ世代ὴ家族療法、ᡓ␎ὴ家族療法、ࣀ࣑ࣛὴ�システ࣒論ⓗ家族療法)、治療目ᶆ、ᑐ㇟、 
⚗ᚷを教ᤵし、文⊩と体験஦౛から᭷ຠ性と㝈⏺をウ㆟する。 

            (川野) 

14 
 

治療技法(㞟ᅋ精神療法)  
㞟ᅋ精神療法の治療目ᶆ、技法、㞟ᅋᵓ成ဨ、コ・セࣛࣆストとの㐃ᦠ、㞟ᅋの発ᒎẁ㝵、ルール
について教ᤵし、文⊩と体験஦౛から᭷ຠ性と㝈⏺をウ㆟する。㞟ᅋ精神療法を᥎㐍するセࣛࣆス
トの役割について᳨ウする。 

                    (川野、すฟ) 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ行うᵝ࡞ࠎ治療技法の臨床ά⏝ 
༟㉺した精神看護実㊶者ࡀᢸう治療ⓗアプローࢳの技法をウ㆟し、࡝のࡼう࡞ሙ࡛、࡝のࡼう࡞技
⾡を、࡝のࡼうࢽ࡞ー࠶ࡀࢻるᑐ㇟者にᥦ౪するのか、看護の⊂⮬性と༠ാ、そしてࣘーࢨーཧ加
ᆺの治療ⓗアプローࢳの技法についてウ㆟する。                  

         (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

ⓑ▼⿱Ꮚ(2014)�看護のたࡵのㄆ▱行ື療法、㔠๛ฟ∧ 

⳥ụᏳᕼᏊ、బ⸨⨾奈Ꮚヂ、'. 7XUNLQJWRQらⴭ(2016)�ࣜカࣜࣂーをࡊࡵす⤫合ኻㄪ⑕のㄆ▱行ື療法࣡ーࢵࣈࢡ

  ᫍ࿴᭩ᗑ、ࡪの技法を学ࡵᡠすたࡾつうࠖをྲྀࡩࠕの⚾  ࢡ

Ṋ⸨Ύᰤヂ、-.).7.%XJHQWDOⴭ(2007)�サ࢖コセࣛࣆストのⱁ⾡ⓗᡭ⭎、ᫍ࿴᭩ᗑ 

加⸨ᩄ(2005)�⤫合ኻㄪ⑕のㄒࡾとഴ⫈(%0からN%0࡬、㔠๛ฟ∧ 

ᮎ田ΎᏊ、ᢪ஭ᑦᏊ、田ᓮ຾ஓ、他⦅ⴭ(2011)�コࢽ࣑ࣗケーション研究法、ࢼカࢽシࣖฟ∧ 

᪥本家族研究・家族療法学఍(2013)�家族療法テ࢟ストࢡࢵࣈ、㔠๛ฟ∧ 

C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK CDUH� 0RVE\ 

▮⃝⨾㤶Ꮚ⦅(2018)�基♏から学ࡪᚰ理療法、ࢼカࢽシࣖฟ∧ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習) ձ▮⃝⨾㤶Ꮚ⦅(2018)�基♏から学ࡪᚰ理療法、ࢼカࢽシࣖฟ∧を஦前にᢒㄞしておく。ղ臨床࡛
実㊶している精神科におࡅる治療ⓗアプローࢳの技法をሗ࿌࡛ࡁるࡼうに㈨ᩱ࡝࡞をࡲ
とࡵておく。 

(஦後学習) ᪥本サ࢖コセࣛࣆー学఍࡝࡞、精神科㡿域࡛実㊶にά⏝している治療技法を᳨ウする学
఍࡝࡞にཧ加して、治療技法の理ゎを῝ࡵる。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
精神を病むேとその家族ࡀ必せとしている治療ⓗアプローࢳの技法について(40�)、༟㉺した精神看
護実㊶者ࡀ身に௜ࡅる治療ⓗアプローࢳの技法について(30�)、ከ⫋専門家と技⾡を共᭷しそれぞれ
の役割の㐙行について(20�)、理ゎし᫆くグ㏙する(10�)。 

その他 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　34



 

26 

科目名 精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

༟㉺した看護実㊶者に必せ࡞精神を病むே࡬ࠎの精神看護理論と援助技法を学ࡪ。精神を病むேの≀
のぢ᪉から、Ᏻ඲࡛、Ᏻᚰして治療・看護をཷࡅ、♫఍に㐺ᛂⓗに、そして⮬❧して生άするたࡵの
支援として、㧗度࡞実㊶者に必せ࡞看護理論と援助技法を学ࡪ。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேࡀ必せとしている精神看護理論を理ゎする。 
2.精神を病むேࡀᏳ඲࡛Ᏻᚰして回復に㏄えるたࡵの援助技法を学ࡪ。 
3.精神看護専門看護師として精神看護理論と援助技法との㛵㐃を理ゎし、ㄝ࡛᫂ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神看護学を支える看護理論と援助技法について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの教育ຊを修
得する。 

 
 
  
 
 
  
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ᑐே㛵ಀ理論) 
る࡞ᑐே㛵ಀの理論にࡁ実㊶のሙ࡛ಙ㢗࡛、ࡀー、እ口⋢Ꮚのᑐே㛵ಀ理論ࣅル࣋フロー、トࣛ࡮
のか、その課題とጇ当性について文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。ᑐே㛵ಀ発ᒎのㅖẁ㝵࡛、
医療者ࡀὀពする必せ࠶ࡀる課題を᳨ウする。 

                   (川野) 

㸰 精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ᑐே㛵ಀ理論)➨୍ẁ㝵 
ᑐே㛵ಀ論の➨୍ẁ㝵࡛࠶るࠕฟ఍いの時期ࠖに必せ࡞援助技法の特ᚩ 

                   (川野) 

㸱 
 

精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ᑐே㛵ಀ理論)➨஧ẁ㝵 
ᑐே㛵ಀ論の➨஧ẁ㝵࡛࠶るࠕ㛵ಀの発ᒎの時期ࠖに必せ࡞援助技法の特ᚩ 

                   (川野) 

㸲 
 

精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ᑐே㛵ಀ理論)➨୕ẁ㝵 
ᑐே㛵ಀ論の➨୕ẁ㝵࡛࠶るࠕ㛵ಀの終⤖の時期―᪂た࡞ேとのฟ఍い࡬のᶫΏしの時期 にࠖ必せ
  援助技法の特ᚩ࡞

                  (川野) 

㸳 
 

精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢ)   
ジーン・࣡トࢯンのࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢ理論ࡀ、精神を病むேと医療者との間࡛ಙ㢗࡛ࡁる㛵ಀ
ᙧ成の理論に࡞るのか、その課題とጇ当性について文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。 

                         (川野、すฟ) 

㸴 
 

精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢ)㸫援助技法   
の理論を、実際に精神を病むேとの㛵ಀ࡛⏝いる技法を、体験஦౛を基にウࢢンケアࣜン࣐ーࣗࣄ
㆟する。 

                         (川野、すฟ) 

㸵 精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ࣗࣄーࢽ࣐スティࢼࢡࢵーシンࢢ) 
ジョセフィン・ࣆーࢱーࢯンとロࣞࣛࢹࢷ・ࢱࢵーࢻのࣗࣄーࢽ࣐スティࢼࢡࢵーシンࢢの理論 
るのか、その課題とጇ当性について文࡞精神を病むேと医療者との間࡛ಙ㢗㛵ಀᵓ⠏の理論に、ࡀ
⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。 

                          (川野) 

㸶 精神看護にά⏝࡛ࡁる看護理論(ࣗࣄーࢽ࣐スティࢼࢡࢵーシンࢢ)㸫援助技法 
の理論を、実際に精神を病むேに㐺ᛂする援助技法を、体験஦౛ࢢーシンࢼࢡࢵスティࢽ࣐ーࣗࣄ
からウ㆟する。 

                         (川野) 

㸷 
 

服薬⥅⥆支援 
ධ院ᝈ者と㏥院したᝈ者ࡀ服薬を⥅⥆࡛ࡁるたࡵのᕤኵと技⾡に㛵する文⊩と体験஦౛から、ᮃࡲ
れる看護師の役割についてウ㆟する。 

              (川野) 

10 
 

᪥ᖖ生ά技⬟カ⦎(SS7) 
SS7の目ⓗ、ᑐ㇟、᪉法、評価᪉法をㅮ⩏する。実᪋したSS7の体験஦౛からそのຠ果と課題をウ㆟
する。                             

   (川野、すฟ) 

11 
 

ᚰ理教育 
ᚰ理教育の目ⓗ、ᑐ㇟、᪉法、評価᪉法をㅮ⩏する。実᪋したᚰ理教育の体験஦౛から、そのຠ果
と課題をウ㆟する。                                 (川野) 

12 
 

精神科ゼၥ看護 
精神科ゼၥ看護の目ⓗ、᪉法、病状ᝏ໬の᪩期発ぢ、༴ᶵ௓ධ、ཷデ⥅⥆、服薬⥅⥆、᪥ᖖ生ά支
援࡝࡞の௓ධ技⾡の特Ṧ性をㅮ⩏し、文⊩と体験஦౛から課題とケアのཷࡅᡭにとࡗての฼Ⅼにつ
いてウ㆟する。                           (川野・ࢤストスࣆーカー) 
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 ᤵᴗ計⏬ 13 
 

㏥院支援 
㏥院支援の技法を文⊩と体験஦౛を基に᳨ウする。最ࡶ課題に࡞ることはఱかを᫂らかにし、その
たࡵにධ院୰に࡛ࡁる治療技⾡を㏥院支援の❧ሙからウ㆟する。ⱥ国࡛実᪋しているࣆアサ࣏ーࢱ
ーの✚ᴟⓗά⏝について、᪥本の精神医療࡛の課題について᳨ウする。              (川野) 

14 
 

地域移行支援 
地域移行支援を実際に行ࡗているCNSをࢤストスࣆーカーにᣍࡁ、実㊶౛を⤂௓してࡶらい、課題
と精神看護専門看護師ࡁ࡛ࡀる役割とᶵ⬟についてウ㆟する。 

    (川野、ࢤストスࣆーカー) 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ行うᵝ࡞ࠎ援助技法と看護理論の㛵㐃性 
看護理論と援助技法との㛵ಀを理ゎし、ㄝ࡛᫂ࡁる。   

 (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

ᵽ口㍤ᙪⴭ(2016)�௒᪥の精神科治療ᣦ㔪 ➨ 2 ∧、医学᭩院 

浦部ᬗኵ、ᓥ田࿴ᖾ(2017)�௒᪥の治療薬 2017、༡山ᇽ 

す園ᫀஂ⥲┘修、ụῡᜨ⨾┘ヂ(5.3./REHUPDQ ⴭ)(2008)�アル、ᫍ࿴᭩ࣗࢽ࣐・テーションࣜࣅࣁンの࣐ࣜーࣂࣜ

ᗑ 

ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ院精神㞀ᐖ者の地域移行にྥࡅたල体ⓗ᪉␎の௒後の᪉ྥ性。 

ⓑ▼⿱Ꮚ(2014)�看護のたࡵのㄆ▱行ື療法、㔠๛ฟ∧ 

川野㞞㈨(2017 年発หணᐃ)�トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケア、精神看護ฟ∧  

᪥本神⤒精神薬理学఍(2016)�⤫合ኻㄪ⑕薬≀治療࢖ࣛࢻ࢖࢞ン、医学᭩院 

⳥ụᏳᕼᏊ、బ⸨⨾奈Ꮚヂ、'. 7XUNLQJWRQ らⴭ(2016)�ࣜカࣜࣂーをࡊࡵす⤫合ኻㄪ⑕のㄆ▱行ື療法࣡ーࢵࣈࢡ

   ࢡ

⚾のࡩࠕつうࠖをྲྀࡾᡠすたࡵの技法を学ࡪ、ᫍ࿴᭩ᗑ 

大ᓥᕑ、加⸨大ឿ(2015)�,05 ධ門、,05 

C.A. Shea, L.R. Pelletier, E.C. Poster, et al(1999):Advanced Practice Nursing in Psychiatric and Mental Health 
Care, Mosby N. Evans, B. Hannigan(2016):Therapeutic Skills for Mental Health Nurses, Open University 
Press 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習) 臨床࡛実㊶している援助技法についてࡲとࡵておく。精神看護の理論を復習する。 

(஦後学習) 臨床࡛実㊶している援助技法を精神看護の理論࡛ㄝ᫂する。 

ᤵᴗのᙧᘧ ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション、実㊶ሗ࿌、஦౛᳨ウ、ࢤストスࣆーカー 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
ᵝ࡞ࠎ看護理論と援助技法の୰から、これ࡛ࡲの実㊶౛を⤂௓し文⊩᳨ウを加えて、⮬分ࡀ最ࡶ大
஦にしている⪃え᪉(40�)と援助技法(40�)について、୍㈏性をᣢࡗて論㏙する(20�)。 

その他 
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科目名 地域移行支援精神看護学特論 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

専門看護師として、主に1年以上ධ院している精神を病むேにᑐして、家族㛵ಀ、♫఍㈨※、₯在⬟ 
ຊ、ࣜカࣜࣂーをアセスメントし、そのேࡀᏳᚰして地域生άに移行࡛ࡁる看護を実㊶する⬟ຊを身
に௜ࡅる。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.地域移行支援のᑐ㇟と支援。 
2.㛗期ධ院ᝈ者の᪥ᖖ生ά⬟ຊ、♫఍㐺ᛂ⬟ຊを理ゎし、支援する技⾡。 
3.㛗期ධ院ᝈ者の家族支援、地域の㈨※を理ゎし、㐃ᦠして支援する技⾡。 
4.㛗期ධ院ᝈ者の₯在⬟ຊ㛤発とࣜカࣜࣂーを支援する技⾡。 
5.地域移行支援ᶵ⬟ᙉ໬・地域ᐃ╔に㛵するྲྀࡾ⤌みと技法。 
6.地域移行支援を実㊶する時の他⫋✀専門家とのㄪᩚ、コンサルテーションの技㔞。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
᪥本ࡸㅖእ国のケアࢿ࣐ジメントモࢹルを学び、ケアに㛵するࢿ࣐ジメントຊを修得する。 
 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

地域移行支援のᑐ㇟と支援 
1年以上の㛗期ධ院精神㞀ᐖ者及び、ᮍཷデ・ཷ療୰᩿➼の精神㞀ᐖ者にᑐする支援。 
᪩期ᑐᛂとࣆアサ࣏ーࢱーのά⏝。                         (川野) 

㸰 㛗期ධ院ᝈ者ࡀ体験している᪥ᖖ生ά⬟ຊと♫఍㐺ᛂ⬟ຊྥ上の技⾡ 
᪥ᖖ生ά⬟ຊと♫఍㐺ᛂ⬟ຊを㧗ࡵるたࡵに必せ࡞、直接ケア技⾡、間接ケア技⾡、SS7について
文⊩᳨ウと体験஦౛からウ㆟する。                                                (川野) 

㸱 
 

㛗期ධ院ᝈ者の᪥ᖖ生ά⬟ຊと♫఍㐺ᛂ⬟ຊྥ上の技⾡ 実㊶౛ 
㣗஦の支度、Ὑ℆、㔠㖹管理、㊃味、᪥୰の㐣ࡈし᪉、཭ே、㟁ヰ、࢖ンࢱーࢵࢿトのά⏝、࡝࡞
のຊ㔞を㧗ࡵるのに᭷ຠ࡞技⾡と㝈⏺を実㊶౛から᳨ウする。ࡲた、実㊶ሗ࿌を行う。  (川野) 

㸲 
 

㛗期ධ院ᝈ者の家族ࡀồࡵている支援、地域の㈨※の理ゎ 
必せとしࡀ家族、࡝࡞ケア、ゼၥ看護ステーション、ᑵປ移行・ᑵປ⥅⥆支援、᪥ᖖ生ά支援࢖ࢹ
ている支援おࡼび地域࡛ά⏝࡛ࡁる㈨※について、文⊩᳨ウ、㈨ᩱ、体験஦౛からウ㆟する。 

(川野、すฟ) 

㸳 
 

㛗期ධ院ᝈ者を支援するከ⫋✀㐃ᦠ 
ಖ೺・医療・⚟♴・看護の専門⫋と医療以እの専門⫋、㠀専門⫋ࡀ㛗期ධ院ᝈ者を支援しているこ
とを文⊩᳨ウ、体験஦౛からウ㆟し、それらの専門⫋・㠀専門⫋のຠ果ⓗ࡞㐃ᦠについてウ㆟する
。ከ⫋✀専門家ࡀ共ྠする際のㄪᩚ、コンサルテーションに㛵する஦౛᳨ウ。  (川野、すฟ) 

㸴 
 

㛗期ධ院ᝈ者ࡀഛえている₯在⬟ຊ㛤発 
ၥ題Ⅼ・課題にࡤかࡾ目をྥࡅずに、ᵝ࡞ࠎ体験を共にすること࡛理ゎ࡛ࡁる、࠶るいは発᥹して
᫂ⓑに࡞る₯在⬟ຊを㛤発するᡭ法に㛵して、文⊩᳨ウと体験஦౛からウ㆟する。 

 (川野、すฟ) 

㸵 㛗期ධ院ᝈ者のࣜカࣜࣂーを支援する技⾡ (ストࣞンࢢスモࢹル、ࣜ カࣜࣂーに基࡙くᚰ理教育) 
,05・⑌病管理とࣜカࣜࣂーのᚰ理教育のᡭ法についてテ࢟ストから理ゎする。  

   (川野、すฟ) 

㸶 㛗期ධ院ᝈ者のࣜカࣜࣂーを支援する技⾡ (ストࣞンࢢスモࢹル、ࣜ カࣜࣂーに基࡙くᚰ理教育) 
実㊶౛ 
,05・⑌病管理とࣜカࣜࣂーの実㊶౛を౛♧し、その成果と課題についてウ㆟する。(川野、すฟ) 

㸷 
 

地域移行支援ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷ࡛の精神看護専門看護師の役割とᶵ⬟ 
地域移行ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷの᪋タ基‽、ಶ別計⏬、ከ⫋✀にࡼる支援、看護師ࡀ行う支援について㈨ 
ᩱ、文⊩から学ࡪ。精神科ㄆᐃ看護師との共ྠ、┦஫の役割期ᚅについてウ㆟する。地域移行支援
を行う際に生ࡌる倫理ⓗ課題をㄪᩚする役割について実㊶౛に基࡙ࡁウ㆟する。      (川野) 

10 
 

地域移行支援ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷ࡛の精神看護専門看護師の役割とᶵ⬟ 実㊶౛ 
㏥院ពḧႏ㉳、᪥ᖖ生ά⬟ຊ、ఫᒃ☜ಖ、㏥院後の医療☜ಖ࡝࡞のたࡵに実㊶するᚰ理教育、ࣆア
サ࣏ーࢱー、⑕౛᳨ウ఍の実㊶άືをCNSのࢤストスࣆーカーにሗ࿌してࡶらい、精神専門看護師
の役割とᶵ⬟に㛵して理ゎを῝ࡵる。                             (川野、ࢤストスࣆーカー) 

11 
 

地域ᐃ╔࡬の支援 $C7(包括ⓗ地域生ά支援プロ࣒ࣛࢢ) 
ⱥ国、⡿国、᪥本の$C7の実際とその課題について、ぢ⪺ሗ࿌、実㊶ሗ࿌の文⊩からウ㆟し、᪥本
࡛実᪋する上࡛の課題とそのゎỴ⟇についてウ㆟する。                               (川野) 

12 
 

地域ᐃ╔࡬の支援 $C7(包括ⓗ地域生ά支援プロ࣒ࣛࢢ) 実㊶౛ 
$C7を実㊶しているࢤストスࣆーカーから実㊶に必せ࡞、㛵ಀᙧ成の技法、服薬を必せとᛮ࡞ࢃ 
いᑐ㇟࡬の支援技⾡、医療ཷࡅたいとᛮ࡞ࢃいᑐ㇟を医療に⧅ࡄ技⾡を学び、その特Ṧ性を理ゎ 
する。                                                         (川野、ࢤストスࣆーカー) 

13 
 

ケアࢿ࣐ジメントモࢹル 
ⱥ国、⡿国、᪥本のケアࢿ࣐ジメントモࢹルの実際について、ぢ⪺㘓、文⊩、体験஦౛からウ㆟ 
し、᭷ຠ性と課題について᳨ウする。                                                (川野) 
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 ᤵᴗ計⏬ 
 

14 
 

㛗期ධ院ᝈ者ࡀ෌発、෌ධ院を㜵Ṇする࢖ࣛࢡシスプࣛン 
ᝈ者と共にస成する࢖ࣛࢡシスプࣛンとはఱか、࢖ࣛࢡシスプࣛンのά⏝支援の᪉法について理ゎ
する。                                                                           (川野) 
 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ、㛗期ධ院を⥆ࡅているᝈ者とその家族のぢ᪉、⪃え᪉、ࢽーࢻを‶た
す技法の臨床ᛂ⏝ྍ⬟性についてこれ࡛ࡲの学習ෆᐜを᣺ࡾ㏉ࡾ、ウ㆟し、⮬分の⪃えを᫂☜にす
る。精神看護専門家看護師として必せ࡞、ㄪᩚ、倫理ㄪᩚ、教育、研究、コンサルテーションの役
割をウ㆟する。                                         (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 
༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ル
 ロカ࣡ࣄ
川野㞞㈨⥲⦅㞟(2017)�精神看護࢟ー࣡ーࢻ、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 
⚟川ᦶ⪨、Ᏹబ⨾しおࡾ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�精神㞀ᐖ者࡬の精神科ケア・ࢿ࣐ジメントࢳー࣒及び
 る精神看護専門看護師(CNS)の役割と評価、⇃本大学医学部ಖ೺学科⣖せ、10�27-35ࡅෆにお࣒ーࢳ
Ᏻ⸨‶代、川野㞞㈨、㇂ከỤᏊ、他(2015)�精神㞀ࡀい者ࡀ病院から地域࡬移行するᛮいの理ゎ、࢖ン
   ルNXUVLQJ CDUH 5HVHDUFK� 14(1)� 81-88ࢼショࢼーࢱ
Ἑᮾ田༤(2009)��ーションཎ理とはఱかࢮ࢖࣐ࣛーࣀேᶒと共生のཎ理の᥈ồ、⌧代᭩㤋 
ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ院精神㞀ᐖ者の地域移行にྥࡅたල体ⓗ᪉␎の௒後の᪉ྥ性。 

KWWS���ZZZ�PKOZ.JR.MS�ILOH�05-SKLQJLNDL-122010000-SKDNDLHQJRN\RNXVKRXJDLKRNHQIXNXVKLEX-.

LNDNXND�000051138.SGI 

ཌປ┬(2017)�㛗期ධ院精神㞀ᐖ者の地域移行にྥࡅたල体ⓗ᪉⟇。 
KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�ILOH�05-SKLQJLNDL-12301000-5RXNHQN\RNX-SRXPXND�0000052710.SGI 

Ᏹబ⨾しおࡾ、୰山ὒᏊ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�෌ධ院ண㜵を目ⓗとした精神㞀ᐖ者࡬の看護ケアの実
態、᪥本精神ಖ೺看護学఍ㄅ、23(1)� 70-80 
Ᏹబ⨾しおࡾ、吉田ᬛ⨾、㧗山良Ꮚ、他(2015)�在宅療㣴移行支援(7UDQVLWLRQDO CDUH)におࡅる専門
看護師のάື実態と評価、看護、67(7)� 78-90 
園田㡰୍(2010)�$C7とはఱか、吉ഛ国際大学臨床ᚰ理研究┦ㄯᡤ⣖せ、7ྕ、45-50 
川野㞞㈨(2018)�トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケア、精神看護ฟ∧  
C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF 
DQG 0HQWDO +HDOWK CDUH� 0RVE\  

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）地域移行ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷに㛵する法ᚊと実㊶౛のሗ࿌をㄪ࡭る。ᝈ者と家族、地域のಖ೺
医療⚟♴サーࣅスの❧ሙからの体験ㄯࡸ地域移行にಀることを࡝のࡼうにཷࡅṆࡵたの
かという研究ሗ࿌をㄪ࡭る。 

（஦後学習）地域移行ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷ࡛生ࡌうる倫理ⓗ課題についてࡲとࡵておく。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション、実㊶ሗ࿌、ࢤストスࣆーカー、஦౛᳨ウ 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
㛗期ධ院ᝈ者とその家族の課題とຊの࠶るഃ㠃を評価する技⾡(30�)とその技⾡を実㊶する᪉法
(30�)に㛵して、ከ⫋✀㐃ᦠのどⅬから(20�)から୍㈏性の࠶るグ㏙(20�)をする。 

その他 
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科目名 急性期精神看護学特論 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 ㅮ⩏ 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

専門看護師として、急性期の状態に࠶る精神を病むேにᑐして、そのேと家族ࡀᏳᚰして治療ࡅཷࡀ
られるアセスメントのどⅬと技⾡、そして᪩期に治療ࡅཷࡀられる支援、急性期の治療・看護を実㊶
する⬟ຊを身に௜ࡅる。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.病Ẽを発⑕した時期に精神を病むேࡀ体験している状態の理ゎと支援。 
2.精神を病むேと家族࡬の᪩期௓ධ、支援。 
3.急性期にᏳᚰして治療をཷࡅることࡁ࡛ࡀる技⾡。 
4.ᝈ者ࡸ家族の཯ᛂࡸゝືにᑐして㝜性ឤ᝟をᢪく時の⮬ᕫ理ゎと⮬ᕫの❧て直し。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
急性期の精神看護学について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教育ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者と家族に支援する精神看護専門看護師の役割 
急性期の状態のᝈ者をアセスメントする技⾡、急性期の状態に࠶る家族࡬の支援の技⾡、ከ⫋✀専
門家のㄪᩚ技⾡、行ື制㝈࡝࡞にࡼるேᶒに配៖した倫理ㄪᩚ技⾡について、文⊩᳨ウと体験஦౛
からウ㆟する。㝜性ឤ᝟をᢪいたとࡁのࢳー࣒の支援について体験஦౛を基にウ㆟する。 (川野) 

㸰 急性期の状態に࠶るᝈ者と家族ࡀ体験していること、医療者にᮃむことの理ゎ 
ᝈ者と家族ࡀ体験していることを、研究論文、ᝈ者のᡭグ、ᝈ者の体験ㄯのሗ࿌、医療者の体験஦
౛を基にウ㆟をする。                               (川野) 

㸱 
 

᪩期௓ධのㅖእ国のᡭ法とືྥ 
㛵ಀ࡙くࡾ、精神病ᮍ治療期間('83)、ⱝ者࡬の᪩期௓ධのㅖእ国のᡭ法(⡿国、ⱥ国、࢜ーストࣛ
ࣜア、࡝࡞)、᪩期発ぢ・᪩期治療、᪩期௓ධの༴㝤性について文⊩᳨ウを行い、ウ㆟をする。 

(川野、すฟ) 

㸲 
 

᪥本におࡅる᪩期௓ධの実㊶౛(ᮾி㒔、୕㔜┴、㛗ᓮ┴) 
᪥本࡛の᪩期௓ධの実㊶者࡛࠶るCNSをࢤストにᣍࡁ、実㊶のᡭ法、᭷ຠ性と課題、倫理ⓗ課題、
᭦に、ၨ発άືについてఛい、文⊩᳨ウを基にウ㆟をする。      (川野、ࢤストスࣆーカー) 

㸳 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者と家族ࡀᏳᚰしてධ院治療のሙをཷࡅධれられる地域㐃ᦠ・ከ⫋✀㐃ᦠ 
ධ院に⮳る࡛ࡲの地域࡛の支援とその㐃ᦠ、ከ⫋✀㐃ᦠに㛵する文⊩᳨ウと体験஦౛から、ᝈ者と
家族ࡀᏳᚰ࡛ࡁる専門看護師の役割とᶵ⬟についてウ㆟する。地域医療をᢸう他⫋✀とのㄪᩚ、コ
ンサルテーションに㛵して体験஦౛を基にウ㆟する。                       (川野) 

㸴 
 

トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアの実㊶౛ 
特に、行ື制㝈は෌ト࣐ࣛ࢘体験にࡸࡾ࡞すいの࡛、急性期病Ჷ、スーࣃーᩆ急病Ჷ࡛実㊶してい
るトࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアについて⤂௓し、精神看護専門看護師ࣜࡀーࢲーシࢵプをྲྀࡗて倫
理ⓗ課題をㄪᩚし、スࢵࢱフに教育し、臨床にᛂ⏝するෆᐜと᪉法と学ࡪ。             (川野) 

㸵 急性期病Ჷ、スーࣃーᩆ急病Ჷ࡛の看護 
急性期ධ院精神看護࡛必せ࡞医療を⿵᏶する技⾡、生άを支援する技⾡、Ᏻ඲を☜ಖする技⾡、家
族࡬の支援に㛵して、文⊩᳨ウと実㊶౛からウ㆟する。                (川野) 

㸶 ⯆ዧ・攻ᧁⓗに࡞らࡊるを得࡞いᝈ者の理ゎと支援(C9333) 
ᝈ者ࡀ⯆ዧ・攻ᧁⓗに࡞らࡊるを得࡞いせᅉとᝈ者ࡀ体験している病の状態を文⊩᳨ウと実㊶౛か
ら理ゎし、ᝈ者と医療者┦஫のᏳ඲と、෌度、⯆ዧ・攻ᧁⓗに࡞ら࡞いたࡵの支援技⾡を学ࡪ。 

(川野) 

㸷 
 

᪩期に㝸㞳をゎ除する看護技⾡ 
㝸㞳は、最後の選択⫥の୍つ࡛࠶ること、ᝈ者と家族には↓ຊ࡞ឤ᝟をᘬࡁ㉳こす体験にࡾ࡞、෌
ト࣐ࣛ࢘体験にࡸࡾ࡞すいこと、を理ゎし、㝸㞳の必せ性、㝸㞳ゎ除の目ᶆ、㝸㞳時の看護師のケ
ア、ࢽーࢻを‶たす支援、㝸㞳時のᏳ඲☜ಖ、᪩期の㝸㞳ゎ除について文⊩᳨ウと体験஦౛を基に
ウ㆟する。                                    (川野) 

10 
 

᪩期にᣊ᮰をゎ除する看護技⾡ 
ᣊ᮰は、最後の選択⫥の୍つ࡛࠶ること、最ࡶᙉ度の行ື制㝈࡛࠶ること、そして㝸㞳ྠᵝにᝈ者
と家族には↓ຊ࡞ឤ᝟をᘬࡁ㉳こす体験にࡾ࡞、෌ト࣐ࣛ࢘体験にࡸࡾ࡞すいこと、を理ゎし、ᣊ
᮰の必せ性、ᣊ᮰ゎ除の目ᶆ、ᣊ᮰時の看護師のケア、ࢽーࢻを‶たす支援、ᣊ᮰時のᏳ඲☜ಖ、
᪩期のᣊ᮰ゎ除について஦౛を基にウ㆟する(஦౛᳨ウ)。                 (川野) 

11 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者࡬の薬≀療法と看護 
服薬をᮃ࡞ࡲいᝈ者に、ࡲずಙ㢗㛵ಀをᵓ⠏すること、そして薬๣師、精神科医と༠ാして服薬の
必せ性を実ឤする支援、๪స⏝の᪩期発ぢ、家族ࡀᏳᚰ࡛ࡁる支援について文⊩᳨ウと体験஦౛を
基にウ㆟する。                                   (川野) 

12 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者࡬のከ⫋✀専門家にࡼるᚰ理教育 
ከ⫋✀専門家ࡀ実᪋する急性期の状態に࠶るᝈ者࡬のᚰ理教育プロ࣒ࣛࢢ、実᪋᪉法、評価、他の
治療との㛵ಀ性について文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。                         (川野) 
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 ᤵᴗ計⏬ 

13 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者の家族࡬のከ⫋✀専門家にࡼるᚰ理教育 
ከ⫋✀専門家ࡀ実᪋する急性期の状態に࠶るᝈ者の家族࡬の家族のࢽーࢻにᛂえるᚰ理教育プロ
 実᪋᪉法、評価について文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。                 (川野)、࣒ࣛࢢ

14 
 

急性期の状態に࠶るᝈ者の家族࡬のከ⫋✀専門家にࡼるᚰ理教育の実㊶౛ 
ከ⫋✀専門家ࡀ急性期の状態に࠶るᝈ者の家族࡬の家族のࢽーࢻにᛂえるᚰ理教育プロ࣒ࣛࢢの
実㊶౛を⤂௓し、文⊩᳨ウと体験஦౛を基にウ㆟する。                               (川野) 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ、急性期の状態に࠶るᝈ者とその家族に支援する技法の臨床ᛂ⏝ྍ⬟性 
これ࡛ࡲの学習から急性期の状態に࠶るᝈ者と家族ࡀᏳᚰして治療をཷࡅられ、᪩期に回復してい
く支援のたࡵに、ㄆᐃ看護師ࡸከ⫋✀専門家と༠ാしてᒎ㛤する、༟㉺した看護実㊶者の看護の⪃
え᪉と▱㆑、技⾡についてウ㆟する。                        (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

㔪間༤ᙪ┘ヂ、3. )UHQFK�HW.DO.�⦅ⴭ(2011)�精神病᪩期௓ධ、᪥本評論♫ 

法ົ┬、ཌ生ປാ┬(2014)�ᚰ身႙ኻ➼の状態࡛㔜大࡞他ᐖ行Ⅽを行ࡗたࡶのの医療及びほᐹ࡝࡞に㛵する法ᚊの

᪋行の状ἣについての᳨ウ⤖果。 

KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�VWI�KRXGRX�2U985200002JN0L-DWW�2U9852000002JN49.SGI 

ụῧᚿ஀、田஭㞞Ꮚ、୰野⥤⨾他(2011)�倫理ⓗุ᩿を基盤としたᢚ制についてのㄪ査。᪥本看護倫理学఍ㄅ。3(1) 

すụ⤮⾰Ꮚ、୕宅⨾ᬛ、ᮎᏳẸኵ他(2013)�඲国の精神科病床を᭷する᪋タにおࡅる行ື制㝈最小໬ጤဨ఍の実態

に㛵するㄪ査 㐠Ⴀの在ࡾ᪉と看護⫋の役割、᪥本精神科看護学⾡㞟఍ㄅ、56(2)� 266-270 

野田ᑑᜨ、ᮡ山直ஓ、୕宅⨾ᬛ他(2013)�行ື制㝈の国際ẚ㍑ ᪥本フィンࣛンࢻ精神科急性期医療におࡅる㝸㞳

・身体ⓗᣊ᮰研究から、精神科治療学、28(10) 1265-1271 

Ᏹబ⨾しおࡾ、田୰⨾ᜨᏊ、Ọ஭ඃᏊ他(2014)�精神科看護実㊶実⥺におࡅる倫理ⓗ課題とᑐฎ᪉法の実態、᪥本

精神ಖ೺看護学఍ㄅ、23(1)� 112-131 

川野㞞㈨(2018)�トࣛ࢖࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケア、精神看護ฟ∧  

大す⋹Ꮚ、他(2012)�スーࣃーᩆ急病Ჷධ院ᝈ者の家族ࡀ看護師にồࡵるケア、᪥本精神科ᩆ急学఍ㄅ、15� 75-82 

᪥本神⤒精神薬理学఍(2016)�⤫合ኻㄪ⑕薬≀治療࢖ࣛࢻ࢖࢞ン、医学᭩院 

�臨床精神医学ࠖ⦅㞟ጤဨ఍⦅(2015)ࠕ精神科臨床評価ࣗࢽ࣐アル>2016年∧@、臨床精神科学➨44ᕳቑหྕ 

C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK CDUH� 0RVE\ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

（஦前学習）急性期精神看護、スーࣃーᩆ急病Ჷの看護に㛵するሗ࿌をㄪ査する。ᝈ者と家族の❧ሙ
からの体験ㄯࡸᝈ者と家族࡝ࡀのࡼうに医療・看護をཷࡅṆࡵたのかという研究ሗ࿌を
ㄪ࡭る。㝜性ឤ᝟をᢪく看護師࡬の支援に㛵する文⊩をㄪ࡭る。 

（஦後学習）精神看護専門看護師ࡀ実㊶している急性期のᑐ㇟にᑐするㄪᩚ、倫理ㄪᩚ、コンサル 
テーション、研究、教育の実㊶をࡲとࡵておく。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ㅮ⩏、ࢹィスカࢵション、実㊶ሗ࿌、ࢤストスࣆーカー、஦౛᳨ウ 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
急性期の状態に࠶るᝈ者と家族ࡀᏳᚰして医療をཷࡅられる看護師の役割(40�)、ケア技⾡(30�)、
ከ⫋✀㐃ᦠ・地域㐃ᦠ(20�)に㛵して、論理ⓗにグ㏙(10�)する。 

その他 
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科目名 精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 演習 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

༟㉺した看護実㊶者に必せ࡞精神を病むேとその家族࡬の治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を身に௜ࡅる。
治療をཷࡅる❧ሙのேのどⅬから、ከ⫋✀と㐃ᦠした精神ⓗ࡞治療・回復に必せ࡞ᵝ࡞ࠎ㧗度࡞治療
技法を修得する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேࡀ必せとしている治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を修得する。 
2.ከ⫋✀と共ྠしてᥦ౪する治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を修得する。 
3.精神看護専門看護師としての実㊶࡬のά⏝ྍ⬟性を᥈る。 

 
育成する⬟ຊ 
 

 
ᵝ࡞ࠎ精神科技法について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教育ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 カ࢘ンセࣜンࢢの基本技⾡ 1 
共ឤ、ཷᐜ、⮬ᕫ୍⮴のᴫᛕを実㊶する᪉法を演習࡛身に௜ࡅる。 

(川野、すฟ) 

2 カ࢘ンセࣜンࢢの基本技⾡  2 
ಙ㢗、Ᏻᚰ、౫Ꮡ、㌿移のᴫᛕを、஦౛を基に実㊶ⓗに理ゎする。 

(川野、すฟ) 

3 1ᑐ1の▷期精神療法 ᑟධ期の技法 
᮶ㄯ者ࡀ最ࡶ┦ㄯしたいことを୰ᚰにヰ題をᒎ㛤し、ヰ題ࡀኚࢃら࡞い程度に᮶ㄯ者の精神状態、
身体状態、♫఍ⓗ状態をほᐹࡸၥいか࡝࡞ࡅの技法を⏝いてアセスメントし、᮶ㄯ者の課題を᫂☜
にして、㠃接者のุ᩿を᮶ㄯ者にఏえ、㠃接者ࡀฟ᮶る⠊ᅖを᮶ㄯ者にఏえて、セࢵションの回数
(୍⯡ⓗには6回から12回)と㢖度(୍⯡ⓗには㐌2回)をఏえ、᮶ㄯ者のពྥをඃඛして共にྲྀࡾ⤌む
を実᪋しࢢン࢖回数を共᭷する技法について体験஦౛を基にロールプࣞࡸ課題と治療の㢖度ࡁ࡭
て身に௜ࡅる。                                   

 (川野、すฟ) 

4 1ᑐ1の▷期精神療法 ᒎ㛤期の技法 
5回から10回のセࢵション࡛、ྲྀࡾ⤌む課題について、回復の度合いを☜ㄆし、᮶ㄯ者のດຊをㄆ
たල体ⓗ援助技法をάࡌ㠃接者の技法にᛂ、࡝࡞別の᪉⟇をᥦ᱌するࡀ支ᣢし、時には㠃接者、ࡵ
⏝して、回復にྥかう支援をする技法について体験஦౛を基にロールプࣞ࢖ン࡛ࢢ身に௜ࡅる。 

                                 (川野、すฟ) 

5 1ᑐ1の▷期精神療法 終⤖期の技法 
課題ࡀゎỴすることࡀண᝿࡛ࡁる前の回に、次回࡛終஢することをఏえ、最終回࡛は、௒回のセࢵ
ション࡛᮶ㄯ者はఱを学ࢇだか、ఱを修得した、௒後ྠᵝ࡞課題ࡀ生ࡌたとࡁに࡝のࡼうに௒回の
学習をά⏝するか、㠃接者にᑐしてឤࡌたこと、ᨵၿした᪉ࡀ良いことを表⌧࡛ࡁるࡼうに఍ヰを
すすࡵ、㠃接者は、௒回のセࢵション࡛⮬分⮬身ࡀ学習した஦、᮶ㄯ者に௒後期ᚅすることをఏえ
て、㛵ಀを終⤖する技法について体験஦౛を基にロールプࣞ࢖ン࡛ࢢ身に௜ࡅる。 

       (川野、すฟ) 

6 ㄆ▱行ື療法 ⮬分のㄆ▱と行ື、そしてឤ᝟にẼ࡙くたࡵのゝㄒⓗ技法 
ὀពそらし法、アサーション・トࣞーࢽンࢢ、ᛮ⪃೵Ṇ法をロールプࣞ࢖ン࡛ࢢ実᪋し、⮬分のㄆ
▱と行ື、ឤ᝟にẼ࡙く技法を身に௜ࡅる。  

                    (川野) 

7 ㄆ▱行ື療法  ࣡ーࢡシート 
$%C法にࡼる࣡ーࢡシートを⏝いてㄆ▱行ື療法を実㊶する技法について体験஦౛を基にロールプ
   。るࡅ身に௜࡛ࢢン࢖ࣞ

                                            (川野) 

8 家族精神療法 プロ࣒ࣛࢢの❧᱌ 
௬ᐃしたᝈ者の家族(౛えࡤ、㟷年期࡛急性期の状態࡛ධ院したᝈ者の家族、成ே期のẼ分㞀ᐖ(
うつ状態)࡛እ᮶通院しているᝈ者と家族、ᘬࡁこࡾࡶ㟷年のᝈ者と家族、成ே期の発達㞀ᐖのᝈ
者と家族、࡝࡞)をᑐ㇟に実᪋する家族療法の治療目ᶆ、技法を᫂☜にする。          

           (川野) 

9 家族精神療法 実᪋と評価 ձ 
௬ᐃしたᝈ者家族(౛えࡤ、㟷年期࡛急性期の状態࡛ධ院したᝈ者の家族、成ே期のẼ分㞀ᐖ(うつ
状態)࡛እ᮶通院しているᝈ者と家族、ᘬࡁこࡾࡶ㟷年のᝈ者と家族、成ே期の発達㞀ᐖのᝈ者と
家族、࡝࡞)をᑐ㇟に᫂☜にした治療目ᶆ、技法をロールプࣞ࢖ン࡛ࢢ身に௜ࡅる。 

                                      (川野) 

10 精神療法ⓗアプローࢳ 実㊶ሗ࿌ スーࣃーࣅジョン ձ 
実㊶した㛗期精神療法ⓗアプローࢳをሗ࿌し、そこ࡛౑⏝している技法の᭷ຠ性と㝈⏺、良いⅬと
ᨵၿࡀ必せ࡞Ⅼ、᮶ㄯ者にとࡗてᏳᚰ࡛ࡁる技法か࡝うか、についてスーࣃーࣅジョンをཷࡼ、ࡅ
                  。る技法を修得する࠶ࡀトࢵフィࢿ࣋ຠ果ⓗ࡛᮶ㄯ者にࡾ

    (川野、すฟ) 
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11 精神療法ⓗアプローࢳ 実㊶ሗ࿌ スーࣃーࣅジョン ղ 
実㊶した㛗期精神療法ⓗアプローࢳをሗ࿌し、そこ࡛౑⏝している技法の᭷ຠ性と㝈⏺、良いⅬと
ᨵၿࡀ必せ࡞Ⅼ、᮶ㄯ者にとࡗてᏳᚰ࡛ࡁる技法か࡝うか、についてスーࣃーࣅジョンをཷࡼ、ࡅ
 。る技法を修得する࠶ࡀトࢵフィࢿ࣋ຠ果ⓗ࡛᮶ㄯ者にࡾ

                  (川野、すฟ) 

12 精神療法ⓗアプローࢳ 実㊶ሗ࿌ スーࣃーࣅジョン ճ 
実㊶した㛗期精神療法ⓗアプローࢳをሗ࿌し、そこ࡛౑⏝している技法の᭷ຠ性と㝈⏺、良いⅬと
ᨵၿࡀ必せ࡞Ⅼ、᮶ㄯ者にとࡗてᏳᚰ࡛ࡁる技法か࡝うか、についてスーࣃーࣅジョンをཷࡼ、ࡅ
 。る技法を修得する࠶ࡀトࢵフィࢿ࣋ຠ果ⓗ࡛᮶ㄯ者にࡾ

                  (川野、すฟ) 

13 㞟ᅋ精神療法 プロ࣒ࣛࢢの❧᱌  
௬ᐃした㞟ᅋ(౛えࡤ、㛗期ධ院⤫合ኻㄪ⑕ᝈ者、㟷年期࡛急性期の状態࡛ධ院したᝈ者又はその
家族、እ᮶通院している精神㞀ᐖ者又はその家族、࡝࡞)をᑐ㇟に実᪋する㞟ᅋ療法の治療目ᶆ、
技法を᫂☜にする。 

              (川野、すฟ) 

14 㞟ᅋ精神療法 実᪋と評価 
௬ᐃした㞟ᅋ(౛えࡤ、㛗期ධ院⤫合ኻㄪ⑕ᝈ者、㟷年期࡛急性期の状態࡛ධ院したᝈ者又はその
家族、እ᮶通院している精神㞀ᐖ者又はその家族、࡝࡞) をᑐ㇟に᫂☜にした㞟ᅋ療法の治療目ᶆ
、技法をロールプࣞ࢖ン࡛ࢢ身に௜ࡅる。  

              (川野、すฟ) 

15 ༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ行うᵝ࡞ࠎ援助技法の臨床ά⏝ 
༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ実᪋する治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を臨床࡛ά⏝する際の課題を᫂☜ 
にする。 

 (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

⊁野ຊඵ㑻┘ヂ*. 2. *DEEDUGⴭ(2012)�精神ຊືⓗ精神療法�基本テ࢟スト�ᒾᓮ学⾡ฟ∧♫ 

ⓑ▼⿱Ꮚ(2014)�看護のたࡵのㄆ▱行ື療法、㔠๛ฟ∧ 

᪥本家族研究・家族療法学఍(2013)�家族療法テ࢟ストࢡࢵࣈ、㔠๛ฟ∧ 

⳥ụᏳᕼᏊ、బ⸨⨾奈Ꮚヂ、'. 7XUNLQJWRQらⴭ(2016)�ࣜカࣜࣂーをࡊࡵす⤫合ኻㄪ⑕のㄆ▱行ື療法࣡ーࢵࣈࢡ

  ᫍ࿴᭩ᗑ、ࡪの技法を学ࡵᡠすたࡾつうࠖをྲྀࡩࠕの⚾  ࢡ

Ṋ⸨Ύᰤヂ、-.).7.%XJHQWDOⴭ(2007)�サ࢖コセࣛࣆストのⱁ⾡ⓗᡭ⭎、ᫍ࿴᭩ᗑ 

加⸨ᩄ(2005)�⤫合ኻㄪ⑕のㄒࡾとഴ⫈(%0からN%0࡬、㔠๛ฟ∧ 

ᮎ田ΎᏊ、ᢪ஭ᑦᏊ、田ᓮ຾ஓ、他⦅ⴭ(2011)�コࢽ࣑ࣗケーション研究法、ࢼカࢽシࣖฟ∧ 

C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK CDUH� 0RVE\  

N. (YDQV� %. +DQQLJDQ(2016)�7KHUDSHXWLF SNLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK NXUVHV� 2SHQ 8QLYHUVLW\ 3UHVV 

 
 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習) ձN. (YDQV� %. +DQQLJDQ(2016)�7KHUDSHXWLF SNLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK NXUVHV� 2SHQ 
8QLYHUVLW\ 3UHVVを஦前にᢒㄞする。ղ精神看護学特論Ⅲのෆᐜを復習しておく。 

(஦後学習)  治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を臨床࡛実㊶したら、᭷ຠ性と㝈⏺について文⊩をά⏝して
たෆࡗ❧役ࡀ実᪋し、その時の課題と学習したことࡤれ࠶ࡀておく。教育のᶵ఍ࡵとࡲ
ᐜをࡲとࡵておく。⮬分の臨床に必せ࡞治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を᫂☜にしていく。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ㅮ⩏、演習、ロールプࣞ࢖ンࢢ、プロ࣒ࣛࢢస成と発表、975、ࣜフࣞࢡション、スーࣃーࣅション 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
⮬分の臨床に最ࡶά⏝࡛ࡁる治療ⓗ࡞アプローࢳの技法をᢳฟし、その技法、目ⓗ、ᑐ㇟、᪉法、

の技法か(40�)、ᝈ者と家族のどⅬからᏳᚰしてཷࢳアプロー࡞治療ⓗ࡞⬟ྍ㊶を᫂☜にする。実࡝࡞
 。㈏しているか(20�)というどⅬ࡛評価する୍ࡀの技法か(40�)、論᪨ࢳアプロー࡞られる治療ⓗࡅ

その他 
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科目名 精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技法） 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 演習 

単位区分 選択 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

精神看護理論に支えられた༟㉺した精神看護実㊶者に必せ࡞精神を病むேとその家族࡬のᵝ࡞ࠎ援助
技法を身につࡅる。精神を病むேの≀のぢ᪉から、Ᏻ඲࡛、Ᏻᚰして治療・看護をཷࡅ、♫఍に㐺ᛂ
ⓗに、そして⮬❧して生άするたࡵの支援として、㧗度࡞精神看護実㊶者に必せ࡞援助技法を修得す
る。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神看護理論に基࡙く精神を病むேࡀᏳ඲࡛Ᏻᚰして回復にྥかえるたࡵの㧗度࡞援助技法を修得
する。 
2.ᝈ者と家族ࡀಙ㢗してཷࡅられる㧗度࡞援助技法を修得する。 
3.精神看護専門看護師としての実㊶࡬のά⏝ྍ⬟性を᥈る。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神看護学の実㊶を支える精神看護理論と援助技法について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの
実㊶ຊと教育ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ᑐே㛵ಀ論に基࡙く援助技法 
ᑐே㛵ಀ論の発ᒎẁ㝵にᛂࡌた援助技法の実際についてロールプࣞ࢖ンࢢを⏝いて修得する。 

(川野、すฟ) 

㸰 ࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢと援助技法 
ジーン・࣡トࢯンのࣗࣄー࣐ンケアࣜンࢢの理論に基࡙く援助技法の実際を、演習を通して身につ
 。るࡅ

 (川野) 

㸱 
 

 の理論と援助技法ࢢーシンࢼࢡࢵスティࢽ࣐ーࣗࣄ
の実Ꮡ主⩏の理論に基࡙く援助技法の実際を、演習を通して身につࢢーシンࢼࢡスティࢽ࣐ーࣗࣄ
 。るࡅ

 (川野) 

㸲 
 

精神を病むேࡀᏳᚰして薬≀療法をཷࡅられるたࡵの支援 服薬教ᐊ、服薬支援 
文⊩ࡸ㈨ᩱをά⏝し、体験஦౛を含ࡵてウ㆟をし、ಶே及び又は㞟ᅋの服薬ᣦᑟ教ᐊ࠶るいは服薬
支援プロ࣒ࣛࢢを❧᱌する。                        

  (川野) 

㸳 精神を病むேࡀᏳᚰして薬≀療法をཷࡅられるたࡵの支援 服薬教ᐊ、服薬支援 ロールプࣞ࢖ン
 ࢢ
❧᱌したプロ࣒ࣛࢢを実᪋し、実行した技法とそのプロ࣒ࣛࢢのෆᐜに㛵して、学生、教ဨと共に
良いⅬとᨵၿすることࡀ必せ࡞Ⅼをウ㆟して、ࡾࡼ良いプロ࣒ࣛࢢを❧᱌しᨵၿすࡁ࡭技法を᫂☜
にする。プࣞࢮンテーションとウ㆟。                                  

 (川野) 

㸴 トࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアの臨床࡬のᒎ㛤―ձ 
臨床࡛実᪋ྍ⬟࡞トࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアを❧᱌する。 
ᝈ者との共ྠのྍ⬟性をウ㆟する。             

     (川野) 

㸵 
 

トࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアの臨床࡬のᒎ㛤―ղ 
❧᱌したトࣛ࢖・࣐࢘ンフ࢛ーࢻ࣒ケアのෆᐜの実⌧するたࡵに必せ࡞᪉⟇を᳨ウする。⤌⧊にാ
࡝、るとしたらࡅかࡁ家族にാࡸるか、ᝈ者ࡅかࡁうにാࡼの࡝、このㄡに࡝、るとしたらࡅかࡁ
のࡼうにㄝ᫂し、ཧ加してࡶらうかをウ㆟する。                    

           (川野) 

㸶 
 

᪥ᖖ生ά技⬟カ⦎(SS7) プロ࣒ࣛࢢの❧᱌ 
௬ᐃした(౛えࡤ、㛗期ධ院⤫合ኻㄪ⑕ᝈ者、急性期の㟷年期のᝈ者、地域࡛ᬽらす慢性期精神㞀
ᐖ者、࡝࡞)ᑐ㇟にᥦ౪するSS7の᪉法、技法、⎔ቃ、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、コ・ࣜーࢲーの役
割を⪃えたプロ࣒ࣛࢢをస成する。                            
(川野) 

㸷 
 

᪥ᖖ生ά技⬟カ⦎(SS7) 実᪋と評価 
స成したプロ࡛࣒ࣛࢢロールプࣞ࢖ンࢢを、役割をኚえて実᪋し、実行した技法とそのプロ࣒ࣛࢢ
のෆᐜに㛵して、学生、教ဨと共に良いⅬとᨵၿすることࡀ必せ࡞Ⅼをウ㆟して、ࡾࡼ良いプロࢢ
 。技法を᫂☜にするࡁ࡭を❧᱌し、ᨵၿす࣒ࣛ

                 (川野) 

10 ᝈ者࡬のᚰ理教育 プロ࣒ࣛࢢの❧᱌ 
௬ᐃしたᑐ㇟(౛えࡤ、㛗期ධ院⤫合ኻㄪ⑕ᝈ者、急性期の㟷年期のᝈ者、地域࡛ᬽらす慢性期精
神㞀ᐖ者、࡝࡞)にᥦ౪するᚰ理教育のプロ࣒ࣛࢢを❧᱌する。 

           (川野) 
 

11 ᝈ者࡬のᚰ理教育 実᪋と評価 
స成したプロ࡛࣒ࣛࢢロールプࣞ࢖ンࢢを実᪋し、実行した技法とそのプロ࣒ࣛࢢのෆᐜに㛵して
、学生、教ဨと共に良いⅬとᨵၿすることࡀ必せ࡞Ⅼをウ㆟して、ࡾࡼ良いプロ࣒ࣛࢢを❧᱌し、
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ᨵၿすࡁ࡭技法を᫂☜にする。  
                        (川野) 

12 
 

精神を病むᝈ者の家族࡬のᚰ理教育 プロ࣒ࣛࢢの❧᱌ 
௬ᐃした家族(౛えࡤ、急性期の⤫合ኻㄪ⑕の家族、㛗期ධ院の精神㞀ᐖ者の家族、ึ発の㟷年期
のᝈ者の家族、ᝈ者ࡀ家ᗞ࡛ᭀຊ行Ⅽ࠶ࡀるたࡵに㏥院をたࡵらう家族、࡝࡞)をᑐ㇟に、ᚰ理教
育の᪉法、技法、⎔ቃ、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、コ・ࣜーࢲーの役割を⪃えたプロ࣒ࣛࢢをస成
する。    

                           (川野) 

13 
 

家族࡬のᚰ理教育 実᪋と評価 
స成したプロ࡛࣒ࣛࢢロールプࣞ࢖ンࢢを実᪋し、実行した技法とそのプロ࣒ࣛࢢのෆᐜに㛵して
、学生、教ဨと共に良いⅬとᨵၿすることࡀ必せ࡞Ⅼをウ㆟して、ࡾࡼ良いプロ࣒ࣛࢢを❧᱌し、
ᨵၿすࡁ࡭技法を᫂☜にする。   

                         (川野) 

14 
 

精神科ゼၥ看護 
ᝈ者と家族ࡀᏳᚰしてཷࡅられる、精神科࡛必せ࡞ゼၥ看護の援助技法をᩚ理し、ゼၥ前からゼၥ
時、ゼၥ後の援助技法をල体ⓗに計⏬する。   

                       (川野、ࢤストスࣆーカー) 

15 
 

༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ行うᵝ࡞ࠎ治療ⓗ࡞アプローࢳの技法の臨床ά⏝ 
༟㉺した精神看護実㊶者ࡀ実᪋する治療ⓗ࡞アプローࢳの技法を臨床࡛ά⏝する際の課題を᫂☜
にする。 

 (川野、すฟ) 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

す園ᫀஂ⥲┘修、ụῡᜨ⨾┘ヂ(5.3./REHUPDQⴭ)(2008)�アル、ᫍ࿴᭩ࣗࢽ࣐・テーションࣜࣅࣁンの࣐ࣜーࣂࣜ

ᗑ 

C.$. SKHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.C. 3RVWHU� HW DO(1999)�$GYDQFHG 3UDFWLFH NXUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK CDUH� 0RVE\ 

✄田ඵ㔜Ꮚ┘ヂ(+.3HSXODXⴭ)(1973)�ே間㛵ಀの看護論―精神ຊ学ⓗ看護のᴫᛕᯟ、医学᭩院 
㛗㇂川ᾈ、川野㞞㈨ヂ(/.=XGHUDUG� )(1983)� 医学᭩院、ࢢーシンࢼࢡࢵスティࢽ࣐ーࣗࣄ

川野㞞㈨、㛗㇂川ᾈヂ(-.:DWVRQⴭ)(2003) �࣡トࢯン21世⣖の看護論 㸫࣏ストモࢲン看護と࣏ストモࢲンを㉸え

て㸫、医学᭩院 

大ᓥᕑ、加⸨大ឿ(2015):IMR ධ門、IMR 

 
 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習) ձ精神看護学特論Ⅳのෆᐜを復習しておくことと ղ臨床࡛実㊶した援助技法のఱࡀ᭷
ຠ࡛ఱࡀ課題だࡗたかを࣏ࣞート1ᯛ程度にࡲとࡵておく。 

(஦後学習) 修得した援助技法を臨床にᛂ⏝したら、文⊩をά⏝して課題と฼Ⅼをࡲとࡵておく。ス
 。るࡵとࡲその時の教育の技⾡を、ࡤれ࠶ࡀフに教育をするᶵ఍ࢵࢱ

ᤵᴗのᙧᘧ 演習、ウ㆟、プロ࣒ࣛࢢの発表、ࣜフࣞࢡション、ロールプࣞ࢖ンࢢ、スーࣃーࣆジョン 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題࣏ࣞート(100�) 
⮬分の臨床に最ࡶά⏝࡛ࡁる援助技法をᢳฟし、その技法、᪉法、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、࡝࡞

を᫂☜にする。実㊶ྍ⬟࡞ෆᐜか(30�)、精神看護の理論とᩚ合性࠶ࡀるか(30�)、ᝈ者と家族のどⅬ
からᏳᚰしてཷࡅられるプロ࣒ࣛࢢか(30�)、分かࡸࡾすいプロ࣒ࣛࢢのグ㏙か(10�)というどⅬ࡛評
価する。 

その他  
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科目名 精神看護学実習 アセスメント 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 前期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

精神を病むேとその家族の精神状態、身体状態、♫఍生ά⬟ຊ、㏥院ྍ⬟性、ࢯーシࣕルサ࣏ート࡞

のアセスメントを行い、それらアセスメントを⤫合し、精神看護専門看護師として看護計⏬を❧᱌࡝

し、支援の実㊶⬟ຊを修得する。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேを精神ᶵ⬟、身体状態、♫఍生άຊ、㏥院ྍ⬟性、ࢯーシࣕルサ࣏ート࡝࡞のどⅬか

ら⥲合ⓗにアセスメント࡛ࡁる。 

2.⥲合ⓗ࡞アセスメントから、ᝈ者の課題を特ᐃし、ᣢࡗているຊと合ࡏࢃてᝈ者の㛗期目ᶆ、▷期

目ᶆをタᐃし、看護計⏬をᝈ者と共に計⏬し、実㊶࡛ࡁる。 

3. ケースカンフࣞ࢓ンスࡸ家族との㠃ㄯࡾࡼ、精神を病むேとその家族の⌧在の状態を⥲合ⓗにアセ

スメントし、他⫋✀専門家（精神科医・臨床ᚰ理士・సᴗ療法士・♫఍⚟♴士・薬๣師࡝࡞）と共

に支援計⏬を❧᱌し、実㊶࡛ࡁる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神を病むேとその家族の包括ⓗ࡞アセスメントを実㊶して༟㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教
育ຊを㧗ࡵる。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 

1 

2 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

実習病院 ࣁートࣛンࢻしࢇࡉࡂ 

実習期間 7 ᭶ 25 ᪥から 9 ᭶ 15 ᪥࡛ࡲの間の 2 㐌間 

実習ෆᐜ 

ձ」㞧࡞ၥ題をᢪえた精神を病むேを 1 名࡞いし 2 名ཷࡅᣢち、精神状態、身体状態、♫఍生άຊ、

㏥院ྍ⬟性、ࢯーシࣕルサ࣏ート࡝࡞のどⅬから⥲合ⓗにアセスメントを行う。 
ղ⥲合ⓗ࡞アセスメントから、ᝈ者の課題を特ᐃし、ᣢࡗているຊと合ࡏࢃてᝈ者の㛗期目ᶆ、▷

期目ᶆをタᐃし、看護計⏬をᝈ者と共に計⏬し、実㊶する。 
ճ他⫋✀専門家からの᝟ሗࡸケースカンフࣞ࢓ンス࡝࡞を通ࡌて、精神⑕状ࡸフィジカルアセスメ

ントを行う。 
մケースカンフࣞ࢓ンスࡸ家族との㠃ㄯ࡝࡞を通ࡌて、家族の⑌ᝈにᑐする理ゎࡸ家族ᶵ⬟࡝࡞を

アセスメントし、家族を࢚ン࣡ࣃーメントする看護計⏬を他⫋✀専門家と共に❧᱌し、実㊶する。 
յ１㐌目࡛ཷࡅᣢちᝈ者・家族のアセスメントを実᪋し、看護計⏬を❧᱌する。その後、計⏬を実

㊶し、評価、෌アセスメントを行う。 
カンフࣞ࢓ンス 

ձ実習病院の精神看護専門看護師とᢸ当教ဨからᐃ期ⓗ࡞スーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

ղアセスメントの᪉法、㐺ษ࡞ᑻ度の౑⏝、アセスメント⤖果のุ᩿のスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

ճ看護計⏬の❧᱌、実㊶、評価についてスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

⼥㐨⏨⦅、:RUOG +HDOWK 2UJDQL]DWLRQ(2005)�,C'-10精神おࡼび行ືの㞀ᐖ、医学᭩院 

᪥本神⤒学఍┘修、$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQཎⴭ(2014)�'S0-5 精神⑌ᝈの分㢮とデ᩿のᡭᘬࡁ、医学

᭩院 

⚟田ಇஓ(2014)�ほᐹ者にࡼる精神科㡿域の⑕状評価ᑻ度ࢻ࢖࢞ ᨵゞ➨3∧、࡯ࡌう 

἟ึᯞ(2013)�臨床ᚰ理アセスメントの基♏、ࢼカࢽシࣖฟ∧ 

᪥本神⤒精神薬理学఍(2016)�⤫合ኻㄪ⑕薬≀治療࢖ࣛࢻ࢖࢞ン、医学᭩院 

�臨床精神医学ࠖ⦅㞟ጤဨ఍⦅(2015)ࠕ精神科臨床評価ࣗࢽ࣐アル>2016 年∧@、臨床精神科学➨ 44 ᕳቑหྕ 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習)精神看護学特論Ⅱのෆᐜを復習しておく。臨床࡛⏝いているアセスメントをᩚ理する。 
(஦後学習)学習したෆᐜを臨床にᛂ⏝࡛ࡁるྍ⬟性を᥈⣴する。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
実習。精神看護専門看護師と教ဨからᐃ期ⓗ࡞スーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

スーࣃーࢬ࢖ࣂをする精神看護専門看護師のពぢࡶཧ⪃にして実㊶ሙ㠃と実習࣏ࣞート࡛評価 
（100㸣） 

その他 
 
 
 

ͤ2020.3.5 ⌧在 
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科目名 精神看護専門看護師役割実習 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期 ᑐ㇟学年 1年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

精神看護専門看護師として、精神を病むேとその家族・௓護者࡬の支援を行うに当たࡾ、⤌⧊、看護

管理者ࡀ期ᚅする役割の理ゎを῝ࡵる。精神看護専門看護師ࡀά⏝している技法とその技法を⏝いる

᰿ᣐを理ゎし、役割にᛂࡌて౑い分ࡅる㧗度࡞臨床ุ᩿を学ࡪ。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.⤌⧊の୰࡛精神看護専門看護師ࡀ果たす直接ケア、コンサルテーション、ㄪᩚ、倫理ㄪᩚ、教育、

研究の㸴つの役割とᶵ⬟のᴫせを理ゎする。 

2.精神看護専門看護師の㧗度࡞臨床ุ᩿と技法を学び、実際に看護実㊶を行い、⮬ᕫの課題を᫂☜に

 。るࡁ࡛

3.医療ࢳー࣒ෆ࡛他⫋✀と㐃ᦠࡁ࡛ࡀ、┦ㄯ・ㄪᩚ・教育࡝࡞の役割を実᪋することࡁ࡛ࡀる。 

4.倫理ⓗၥ題に㛵して、倫理ㄪᩚࡁ࡛ࡀる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神看護専門看護師ࡀᢸう6つの役割について理ゎを῝ࡵ༟㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教育
ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 

1 

2 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

実習病院 ࣁートࣛンࢻしࢇࡉࡂ、᭷㤿㧗ཎ病院、ᮾிዪᏊ医科大学ඵ༓代医療センࢱー 

実習期間 1 ᭶ᮎから 3 ᭶ᮎ࡛ࡲの間の 2 㐌間 

実習ෆᐜ 

ձ஦前に教ဨ及び精神看護専門看護師のᣦᑟをཷࡅて実習計⏬を❧᱌する。 

ղ᪋タの࢚ࣜ࢜ンテーションをཷࡅ、実習病Ჷのᝈ者の生ά支援とケア実㊶άືについてのᴫせを

▱る。 

ճ精神看護専門看護師のᣦᑟのࡶと、精神看護専門看護師のᶵ⬟と役割（直接ケア、コンサル 

テーション、ㄪᩚ、倫理ㄪᩚ、教育、研究）について、஦౛᳨ウ఍ࡸ⑕౛カンフࣞ࢓ンス࡝࡞

 。るࡵ῝た、他⫋✀との㐃ᦠについて、理ゎをࡲ。て学習するࡌを通࡝࡞⏬のぢ学、ཧ࡬

մ精神看護専門看護師の臨床ุ᩿と技法をᢸ当教ဨと精神看護専門看護師のスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷ

 。るࡅてព味࡙ࡅ

カンフࣞ࢓ンス・スーࣃーࢬ࢖ࣂ 

ձ㐺ᐅ、精神看護専門看護師、ᣦᑟ教ဨからスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

ղ１・㸰㐌目終஢時にカンフࣞ࢓ンスを㛤ࡁ、助ゝをཷࡀ࡞ࡅら、実習を㐍ࡵる。 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ⨾しお(2007)ࡾ�精神看護ス࣌シࣕࣜストに必せ࡞理論と技法、᪥本看護༠఍ฟ∧఍ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

Ᏹబ⨾しおࡾ、田୰⨾ᜨᏊ、Ọ஭ඃᏊ他(2014)�精神科看護実⥺におࡅる倫理ⓗ課題とᑐฎ᪉法の実態、᪥本精神

ಖ೺看護学఍ㄅ、23(1)� 112-131 

野ᮎ⪷㤶ⴭ⦅㞟(2004)��ン精神看護ࢰ࢚ࣜᝈ者ケアとࢼースの支援のたࡵに、医ṑ薬ฟ∧ᰴᘧ఍♫ 

Ᏻ田ጁᏊ、山ෆ඾Ꮚ、山田ဏᶞᏊ、他(2012)�大学病院におࡅる専門㡿域の␗࡞る CNS の༠ാに㛵する研究、ᮌ村

看護教育᣺⯆㈈ᅋ看護研究㞟㘓、19� 69-80 

ᖹ஭ඖᏊ(2014)��ンࢰ࢚ࣜ身体とここࢁをつࡄ࡞かかࡾࢃ、௰林᭩林 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習)精神看護専門看護師の役割とᶵ⬟、そしてάືに㛵する文⊩をㄪ࡭る。精神看護専門看護
師に直接άືෆᐜを⫈ࡅるᶵ఍を✚ᴟⓗにసる。 

(஦後学習)学習した6つの役割を臨床のሙ࡛実㊶し、その体験をࡲとࡵる。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
実習。精神看護専門看護師と教ဨからᐃ期ⓗ࡞スーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

スーࣃーࢬ࢖ࣂをする精神看護専門看護師のពぢࡶཧ⪃にして実㊶ሙ㠃と実習࣏ࣞート࡛評価 
（100㸣） 

その他 
 
 

ͤ2020.3.5 ⌧在 
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科目名 直接ケア実習 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 後期から前期 ᑐ㇟学年 1年㹼2年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸲単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

精神を病むே及び�又はその家族を⥲合ⓗにアセスメントし、その⤖果ᑐ㇟に必せ࡞治療᪉法を選択

し、実᪋し、評価することを学ࡪ。 

 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.精神を病むேの精神状態、身体ᶵ⬟、♫఍㠃を⥲合ⓗにアセスメントして、精神を病むேࡀ必せと

しているセࣛࣆーを実᪋し、そのຠ果を評価する。 

2.精神を病むேの家族ࡀ必せとしているセࣛࣆーを実᪋し、そのຠ果を評価する。 

 
育成する⬟ຊ 
 

精神を病むேとその家族࡬の治療技法を実㊶して༟㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教育ຊを㧗ࡵ
る。 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 

 

 

 

 

 

5 

実習病院 ࣁートࣛンࢻしࢇࡉࡂ、᭷㤿㧗ཎ病院、ࡲࡸと精神医療センࢱー 
実習期間 3 ᭶ 1 ᪥から 9 ᭶ 15 ᪥࡛ࡲの間の 4 㐌間（180 時間） 
ᑐ㇟ᝈ者又は家族 」数名(セࣛࣆーにᛂࡌて㐺ษ࡞ᑐ㇟者数をỴࡵる。) 
学習ෆᐜ  
ձ精神を病むேの精神状態、身体ᶵ⬟、♫఍㠃を⥲合ⓗにアセスメントする。 
ղᑐ㇟の必せ性にᛂࡌて精神療法、㞟ᅋ精神療法、家族療法࡝࡞からຠ果ⓗとุ᩿࡛ࡁる治療技法

を選ࡪ。 
ճ選択したセࣛࣆーについてᝈ者及び�又は家族に分かࡸࡾすくㄝ᫂してྠពを得る。 
մ実᪋したセࣛࣆーのຠ果を評価する。 
実習᪉法 
ձ実習前にᢸ当教ဨと精神看護学演習Ⅰ・Ⅱのセࣛࣆーの学習修得を☜ㄆする。 
ղ実習前にᢸ当教ဨから実᪋するセࣛࣆーのスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
ճセࣛࣆーを実᪋する前に精神看護専門看護師のスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
մᑐ㇟のアセスメントの⤖果を精神看護専門看護師と教ဨからスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
յᑐ㇟ࡀ必せとしているセࣛࣆーを精神看護専門看護師と教ဨからスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅて選択

する。 
ն選択したセࣛࣆーについてᝈ者及び�又は家族のྠពを得る。 
շ精神看護専門看護師と共ྠしてセࣛࣆーを実᪋する。 
ո評価ᑻ度及び実᪋グ㘓を⏝いて治療のຠ果をุ᩿する。 
չセࣛࣆーを実᪋する際には、㐺時、ᢸ当教ဨと精神看護専門看護師のスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

す園ᫀஂ⥲┘修、ụῡᜨ⨾┘ヂ(5.3./REHUPDQ ⴭ)(2008)� 、アルࣗࢽ࣐・テーションࣜࣅࣁンの࣐ࣜーࣂࣜ

ᫍ࿴᭩ᗑ 

⊁野ຊඵ㑻┘ヂ(*OHQ 2. *DEEDUG ⴭ)(2012)�精神ຊືⓗ精神療法�基本テ࢟スト�ᒾᓮ学⾡ฟ∧♫ 

ⓑ▼⿱Ꮚ(2014)�看護のたࡵのㄆ▱行ື療法、㔠๛ฟ∧ 

Ᏹబ⨾しおࡾ、୰山ὒᏊ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�෌ධ院ண㜵を目ⓗとした精神㞀ᐖ者࡬の看護ケアの実態、᪥本精

神ಖ೺看護学఍ㄅ、23(1)� 70-80 

Ṋ⸨Ύᰤヂ、-.).7.%XJHQWDO ⴭ(2007)�サ࢖コセࣛࣆストのⱁ⾡ⓗᡭ⭎、ᫍ࿴᭩ᗑ 

加⸨ᩄ(2005)�⤫合ኻㄪ⑕のㄒࡾとഴ⫈ (%0 から N%0  ∧㔠๛ฟ、࡬

ᮎ田ΎᏊ、ᢪ஭ᑦᏊ、田ᓮ຾ஓ、他⦅ⴭ(2011)�コࢽ࣑ࣗケーション研究法、ࢼカࢽシࣖฟ ∧ 

N. (YDQV� %. +DQQLJDQ(2016)�7KHUDSHXWLF SNLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK NXUVHV� 2SHQ 8QLYHUVLW\ 3UHVV 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習)精神看護学演習Ⅰ・Ⅱの技⾡を復習する。精神看護学特論Ⅲのෆᐜを復習しておく。これ
 。ーの体験をᩚ理するࣆに実᪋したセ࡛ࣛࡲ

(஦後学習)学習した治療技法の臨床࡬のᛂ⏝を᥈⣴する。 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
実習。精神看護専門看護師と教ဨからᐃ期ⓗ࡞スーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

スーࣃーࢬ࢖ࣂをする精神看護専門看護師のពぢࡶཧ⪃にして実㊶ሙ㠃と実習࣏ࣞート࡛評価 
（100㸣） 

その他 
 
 

ͤ2020.3.5 ⌧在 
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科目名 上級直接ケア実習 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 通期 ᑐ㇟学年 2年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する㺘㺎ｽ） 単位数 㸰単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

サࣈス࣌シࣕࣜティにᛂࡌて、」㞧࡛ゎỴᅔ㞴࡞精神の課題をᢪえているᑐ㇟とその家族・௓護者に

ᑐして、看護をᒎ㛤するのに必せ࡞精神看護専門看護師の臨床ุ᩿と治療技法を修得する。 

 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

選択したサࣈス࣌シࣕࣜティにᛂࡌて、ᝈ者とその家族・௓護者に必せ࡞支援を看護師、他⫋✀専門

家、地域の㈨※のスࢵࢱフと༠ാしてアセスメントし、௓ධし、評価する。 

 
育成する⬟ຊ 
 

選択したサࣈス࣌シࣕࣜティのᑐ㇟者とその家族の」㞧࡛ゎỴᅔ㞴࡞課題にᑐする看護を実㊶して༟
㉺した看護実㊶者のたࡵの実㊶ຊと教育ຊを㧗ࡵる。 

 

 
 
 
 
 
 
 ᤵᴗ計⏬ 
 
 
 

１ 

 

 

 

2 

3 

 

4 

 

 

5 

実習病院 急性期精神看護をサࣈス࣌シࣕࣜティに選択した学生は、ࣁートࣛンࢻしࢇࡉࡂ又は

᭷㤿㧗ཎ病院の急性期病Ჷ、㒔❧松ἑ病院又はスーࣃーᩆ急病Ჷ。 

地域移行支援精神看護学をサࣈス࣌シࣕࣜティに選択した学生は、᭷㤿㧗ཎ病院の地域

移行支援ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷ。 

実習期間 4 ᭶から 9 ᭶ 15 ᪥࡛ࡲの間に㐃⥆して 2 㐌間実習する。 

ᑐ㇟ᝈ者 

」㞧࡛ゎỴᅔ㞴࡞஦౛を 2 ஦౛ཷࡅᣢつ。 

実習ෆᐜ 

ᝈ者とその家族・௓護者ࡀ精神を病むことにࡗࡼてồࡵている支援を、ᑐ㇟者を含ࡵてアセスメ

ントする。ケア計⏬を❧᱌し、精神看護専門看護師ࡀ行う௓ධを実行し、ᑐ㇟者と共に評価する。 

実習᪉法 

ձᢸ当教ဨのスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅて実習計⏬を❧᱌する。 

ղ実習病院の精神看護専門看護師のᣦᑟをཷࡅて実᪋する。 

ճ㐺時、ᢸ当教ဨと精神看護専門看護師のスーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

༡⿱Ꮚ┘修、Ᏹబ⨾しお(2010)ࡾ�精神科看護の理論と実㊶�༟㉺した看護実㊶をࡊࡵして、ࢾー࣋ルࣄロカ࣡ 

⼥㐨⏨⦅、:RUOG +HDOWK 2UJDQL]DWLRQ(2005)�,C'-10 精神おࡼび行ືの㞀ᐖ、医学᭩院 

᪥本神⤒学఍┘修、$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQ ཎⴭ(2014)�'S0-5 精神⑌ᝈの分㢮とデ᩿のᡭᘬࡁ、医学

᭩院 

ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ院精神㞀ᐖ者の地域移行にྥࡅたල体ⓗ᪉␎の௒後の᪉ྥ性。 

KWWS���ZZZ�PKOZ.JR.MS�ILOH�05-SKLQJLNDL-122010000-SKDNDLHQJRN\RNXVKRXJDLKRNHQIXNXVKLEX-.LNDNXND�000

051138.SGI 

野田ᑑᜨ、ᮡ山直ஓ、୕宅⨾ᬛ他(2013)�行ື制㝈の国際ẚ㍑ ᪥本フィンࣛンࢻ精神科急性期医療におࡅる㝸㞳

・身体ⓗᣊ᮰研究から、精神科治療学、28(10) 1265-1271 

⊁野ຊඵ㑻┘ヂ(*OHQ 2. *DEEDUG ⴭ)(2012)�精神ຊືⓗ精神療法�基本テ࢟スト�ᒾᓮ学⾡ฟ∧♫ 

�臨床精神医学ࠖ⦅㞟ጤဨ఍⦅(2015)ࠕ精神科臨床評価ࣗࢽ࣐アル>2016 年∧@、臨床精神科学➨ 44 ᕳቑหྕ 

Ṋ⸨Ύᰤヂ、-.).7.%XJHQWDO ⴭ(2007)�サ࢖コセࣛࣆストのⱁ⾡ⓗᡭ⭎、ᫍ࿴᭩ᗑ 

加⸨ᩄ(2005)�⤫合ኻㄪ⑕のㄒࡾとഴ⫈ (%0 から N%0  ∧㔠๛ฟ、࡬

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

(஦前学習)精神看護学特論Ⅲのෆᐜを復習しておく。サࣈス࣌シࣕࣜティにᛂࡌて地域移行支援精神
看護学特論又は急性期精神看護学特論のෆᐜを復習しておく。 

(஦後学習)臨床のሙ࡛学習した▱㆑と技⾡をᛂ⏝する。その体験をࡲとࡵておく。 

ᤵᴗのᙧᘧ 実習。精神看護専門看護師と教ဨからᐃ期ⓗ࡞スーࣃーࢬ࢖ࣂをཷࡅる。 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

スーࣃーࢬ࢖ࣂをする精神看護専門看護師のពぢࡶཧ⪃にして実㊶ሙ㠃と実習࣏ࣞート࡛評価 
（100㸣） 

その他 
 
 

ͤ2020.3.5 ⌧在 
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科目名 特別研究 

ᢸ当教ဨ 
守本とࡶᏊ、辻下守ᘯ、服部ᚊᏊ、𠮷村㞞世、ᇼෆ⨾⏤⣖、すⷵ㈆Ꮚ、ᰘ田ᨻᙪ、す川㝯、 
ఀ⸨೺୍、松浦⣧ᖹ、⨾⏑⚈Ꮚ、小林⏤㔛 

 ス ― 㛤ㅮ学期 通期 ᑐ㇟学年 １㹼㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ （ᣦᑟ教ဨに☜ㄆ） ᤵᴗᙧ態 演習 

単位区分 選択必修 単位数 㸶単位 

 
ᴫ  せ 

 

精神看護学分野ࠕ 在宅看護学分野ࠕࠖ స成した研究ࡀ学生、ࡾࢃ育成看護学分野ࠖの㸱分野にかかࠕࠖ
計⏬を基にල体ⓗ࡞研究࡬とᑟࡁ、論文を᏶成ࡏࡉるたࡵのᣦᑟを行う。 
 

 
ᤵᴗの目ᶆ 
 

1.研究計⏬᭩のస成に㛵する基本ⓗ࡞▱㆑をㄝ࡛᫂ࡁる。 
2.専門看護㡿域の発ᒎࡸ専門▱㆑・技⾡のྥ上をはかるたࡵに、科学ⓗᛮ⪃ࡸ論理ⓗᛮ⪃に基࡙いた

研究άືを行える。 
3.研究を᥎㐍するに࠶たࡾ☜か࡞倫理ほに⿬௜ࡅられた研究ⓗ態度を身に௜ࡅることࡁ࡛ࡀる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

研究の㐙行にకう研究༠ຊ者はࡵࡌ研究フィールࢻにおࡅる㛵ಀする⫋✀とのࢿ࣐ジメントຊを修得
する。 
 

 
 
 
 
 
 
ᤵᴗ計⏬ 

  及び 
  テー࣐ 

1 回㹼30 回 
１㸬在宅医療看護分野、育成看護学分野、精神看護学分野をྲྀࡾᕳく状ἣについて㛵㐃文⊩をࡲと

 。課題をᢳฟするࡁ࡭む⤌ࡾンテーションを行い、研究ⓗにྲྀࢮプࣞࡵ
 㸰㸬課題に㛵㐃した国ෆእの研究論文をࣜࢡティーࢡする。 

㸱㸬課題に㛵する研究状ἣを᫂らかにし、研究ⓗにྲྀࡾ⤌むࡁ࡭課題を精選する。 
31 回㹼60 回 
 １㸬課題に㛵する研究計⏬᭩のస成 
 㸰㸬研究倫理ጤဨ఍の審査⏦ㄳ᭩のస成 
61 回㹼90 回 
 １㸬研究ᑐ㇟者、᪋タ࡝࡞とのㄪᩚ 
 㸰㸬ࢹーࢱ཰㞟・ᩚ理、分ᯒ 
91 回㹼120 回 
 論文స成 
 
（守本とࡶᏊ） 

在宅療㣴者とその家族の 42/ ྥ上と⮬❧をࡊࡵした看護実㊶について、最㏆の研究成果を文⊩ࣞࣗࣅ

ーする。そして、௒後の在宅療㣴者とその家族࡬の看護実㊶の在ࡾ᪉と課題ゎỴのたࡵの᪉⟇を᥈究

するたࡵの研究ᣦᑟを行う。 

 

（辻下守ᘯ） 

㧗㱋者の㐠ື習័ᙧ成のたࡵの行ືኚᐜと㧗㱋者の௓護者をᑐ㇟とした௓護技⾡ᣦᑟを目ⓗとした行

ື分ᯒ学ⓗアプローࢳとそのຠ果に㛵して研究計⏬から研究の実᪋、そして論文స成࡛ࡲをᣦᑟする。 

 
（服部ᚊᏊ） 
Ꮚ育て‽ഛ期から࿘⏘期、Ꮚ育て期࡛ࡲのேࡸࠎẕᏊにᑐする看護࡝࡞次世代育成࡬の支援に㛵する
分野において、⮬ら課題を発ぢし、研究テー࣐をタᐃして研究にྲྀࡾ⤌み修士論文にࡲとࡵる࡛ࡲの
プロセスをᣦᑟする。 
 
（𠮷村㞞世） 
㧗㱋者ケア及び㧗㱋者の看護のࣛࢼティࣦ・アプローࢳをྲྀࡾ上ࡆ、ᑐ㇟理ゎࡸ支援᪉法࡝࡞の 
研究、科学ⓗ࡞研究᪉法の習得、論文స成のᣦᑟを行う。 
 
（ᇼෆ⨾⏤⣖）+31.4㹼 
た在᪥እ国ேのࡁとして㸪㛗期に᪥本࡛生άをしてࢻー࣡ー࢟を࡝࡞ーシティࣂ࢖ࢲル໬㸪ࣂローࢢ
㧗㱋໬の課題㸪௓護支援ࡸ在宅看護に㛵する国際ẚ㍑㸪㏵上国におࡅる௓護にᑐする家族のㄆ㆑㸪➼
の研究テー࣐をྲྀᢅࡾう。ᾏእにおࡅるㄪ査に㛵する研究倫理ࡸᡭ㡰についてࡶᣦᑟする。 
 
（すⷵ㈆Ꮚ）52.4.1㹼 

看護師には専門分野に㛵ࢃらず㸪ኚ໬・ከᵝ性・」㞧࡬ࡉのᑐᛂࡀồࡵられていࡲす。 
ᵝ࡞ࠎ分野の✀ࠎの課題࡬のᑐᛂຊ㸪看護師の⬟ຊ育成㸪臨床におࡅる⥅⥆教育のどⅬから᳨ウを行
いࡲす。 
 
（す川  㝯）52.4.1㹼 

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　49



 

 
ᤵᴗ計⏬ 

  及び 
  テー࣐ 

 
（ᰘ田ᨻᙪ）52.4.1㹼 
慢性⑊③ᝈ者のアセスメント、᭷ຠ࡞看護支援➼に㛵して研究計⏬の❧᱌、研究計⏬᭩のస成、研究
㐙行、研究ሗ࿌᭩のస成࡛ࡲの研究ᣦᑟを行う。 
 
（ఀ⸨೺୍）5ඖ.7.1㹼 
急ቑする慢性࿧྾ჾ⑌ᝈࡸ、⹫⾑性ᚰ⑌ᝈを᭷するேࠎの回復支援としての㐠ື療法と生ά支援に㛵
㐃する分野において研究テー࣐をタᐃし、୍㐃の研究プロセスと研究発表の᪉法、࡞らびに論文స成
をᣦᑟする。 
 
（松浦⣧ᖹ） 
成ே看護学㡿域急性期（ࣜࢡティカル）分野において、特に⾡後ࢇࡏዶに㛵する研究課題を୰ᚰに、
㔞ⓗ研究と㉁ⓗ研究のࢡࢵ࣑スメ࠶࡛ࢻࢵࢯるテ࢟ストࢽ࢖࣐ンࢢ法を⏝いて修士論文を᏶成するた
 。の研究ᣦᑟを行うࡵ
 
（⨾⏑⚈Ꮚ） 
᪂しい生࿨を⏘み育てるẕぶとその家族࢖ࣛྛ、ࡸフステージに࠶るዪ性とその家族の೺ᗣ課題・ၥ
題に㛵する研究課題について、修士論文の᏶成に⮳る࡛ࡲの研究プロセスをᣦᑟする。 
 
（小林⏤㔛）52.4.1㹼（科目㸸ඖ.9㹼） 
᪂ே看護師を含む看護師のࣜࢡティカルシン࢟ンࢢ⬟ຊ、看護実㊶⬟ຊに㛵するテー࣐について、研
究課題の᫂☜໬ࡸ研究᪉法の᳨ウ࡝࡞研究をࡲとࡵるに࠶たࡾ必せ࡞ᣦᑟを行う。 
 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
特にᣦᐃし࡞い。 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

 
看護㛵㐃の課題についてၥ題ព㆑をᣢࡗて学ࡪጼໃをࡶつ。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ 
 
ಶ別ᣦᑟと学生と教ဨ࡬のプࣞࢮンテーション 
 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

文⊩ࣞࣗࣅー（20㸣）研究᪉法のጇ当性（20㸣）論文の᏶成度（60㸣） 

その他 
 
 
 

ͤ2020.4.1 ⌧在 
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科目名 課題研究 

ᢸ当教ဨ 川野㞞㈨、すฟ㡰Ꮚ 

 ス ― 㛤ㅮ学期 通期 ᑐ㇟学年 㸰年ࣛࢡ

᭙᪥・時㝈 ― ㅮ⩏ᐊ ― ᤵᴗᙧ態 演習 

単位区分 選択必修（CNS必修） 単位数 㸲単位 

 
ᤵᴗのᴫせ 

 

精神看護学実習࡛ྲྀ得した精神看護専門看護師の技法について、理論ⓗ、ᗈ⠊ᅖ࡞文⊩からࣜࢡティ
ーࢡし、実㊶をᴫᛕ໬し᪂た࡞技法ࡶ㛤発、᭷ຠ性の᳨ド又は理論㛤発を行い、課題研究の論文を᏶
成するたࡵの研究ᣦᑟを行う。 

 
ᤵᴗの目ᶆ 

 

1.学習ෆᐜの୰から、精神看護専門看護師の実㊶の୰࡛生ࡌる課題をᢳฟする。 

2.研究テー࣐にࢃࡉࡩしい▱ぢを得て、修士課程修஢に┦当する課題研究論文をとしてࡲとࡵる。 

 
育成する⬟ຊ 
 

研究の㐙行にకう研究༠ຊ者はࡵࡌ研究フィールࢻにおࡅる㛵ಀする⫋✀とのࢿ࣐ジメントຊを修得
し、研究࡬のྲྀࡾ⤌みを通して臨床࡛の看護実㊶に必せ࡞課題᥈究ຊに㛵する教育ຊを修得する。 

 
 
 
 
 
 
ᤵᴗ計⏬ 
 及び 
 テー࣐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回㹼15 回  テー࣐のᢳฟ 

精神看護学実習の実㊶࡛体験したᝈ者及び家族の状態にᛂࡌた看護支援᪉法及び㧗度

看護技⾡、看護師の⮬ᕫ理ゎに基࡙く実㊶ሙ㠃࡛Ẽ࡙いた看護援助を行う際のෆ発ⓗ࡞

⾡看護技࡞に㛵して㧗度࡝࡞、ຊ、ᝈ者及び家族と看護師との㛵ಀ性にᙳ㡪するせᅉ࡞

と▱㆑をഛえた精神看護師に必せ࡞⌧㇟、技法、࡝࡞に㛵してこれ࡛ࡲの実習グ㘓とス

ーࣃーࣅジョンのグ㘓を᣺ࡾ㏉ࡾ、課題研究にࢃࡉࡩしいテー࣐をᢳฟする。学生ྠ士

࡛のプࣞࢮンテーションを行い、テー࣐の生成に♧၀をえる。 

16 回㹼20 回 文⊩᳨ウ 

テー࣐に㛵㐃する、国ෆእの文⊩を᳨⣴し、テー࣐との㢮ఝと┦㐪を᫂☜にする文⊩᳨

ウを行う。 

21 回㹼30 回 課題に㛵する研究計⏬᭩のస成、ᥦฟ。研究倫理ጤဨ఍࡬の審査⏦ㄳ᭩のస成。 

31 回㹼40 回 テー࣐に㛵する実㊶ሙ㠃のᢳฟを文⊩と↷らし合ࡏࢃて⪃えを῝ࡵる。 

41 回㹼60 回 論文స成 課題研究論文を論文のᙧᘧにᚑࡗてグ㏙する。 

 

研究テー࣐のᢳฟ 実㊶の୰࡛生ࡌる課題をᢳฟする。 

文⊩᳨ウ      テー࣐に㛵㐃する文⊩を看護学、精神医学、ᚰ理学、♫఍⚟♴学、薬学࡝࡞から 

᥈⣴する。必せ࠶ࡀれࡤᾏእの文⊩を᥈⣴する。 

ウ    ㆟         ᢸ当教ဨ、学生ྠ士࡛ウ㆟してテー࣐を῝ࡵる。 

倫理ጤဨ఍       研究計⏬を倫理ጤဨ఍にᥦฟしてᢎㄆを得る。 

助    ゝ          修士論文としての㉁を㧗ࡵるたࡵに、ᢸ当教ဨ、精神看護専門看護師、学生とᐃ

期ⓗにウ㆟する。 

研究ᣦᑟ         ᢸ当教ဨからᐃ期ⓗにᣦᑟをཷࡅる。✚ᴟⓗに時間のタᐃをする。 

 

（川野㞞㈨） 
急性期精神㞀ᐖ者とその家族又は地域移行支援ᶵ⬟ᙉ໬病Ჷにධ院୰の㛗期ධ院精神㞀ᐖ者とその家
族にᑐして、」数回実᪋した⮬らのケア技⾡を、文⊩ⓗ⿬௜ࡅをウ㆟して臨床㐺ᛂྍ⬟について論文
としてࡲとࡵる。プࣛࢡティスをࢹࣅ࢚ンスにする。 
 
（すฟ㡰Ꮚ） 
看護の臨床のカ࢘ンセࣜンࢢᡭ法ࡸ技⾡に㛵する研究課題をタᐃして、論文をస成するたࡵのᣦᑟを
行う。 
 

テ࢟スト 
  ・ཧ⪃᭩ 

 
特にᣦᐃし࡞い。 
 

ண習・復習に
ついての᝟ሗ 

これ࡛ࡲの実習グ㘓を᣺ࡾ㏉る。⮬分の課題をᙉ໬する文⊩を⮬らㄪ࡭る。 
 

ᤵᴗのᙧᘧ ಶ別ᣦᑟと学生と教ဨ࡬のプࣞࢮンテーション 

評価の᪉法（
評価の配Ⅼẚ
⋡と評価のせ
Ⅼ） 

課題研究論文（ࣜサー࣌ࢳーࣃー）をᣢࡗて修士論文の評価基‽とᡭ㡰にᚑࡗて評価（100㸣） 

その他  
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